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通
商
司
は
、
明
治
新
政
府
の
貿
易
政
策
を
所
管
す
る
官
庁
一
機
関
と
し
て
明
治
二
年
に
設
置
さ

れ
、
そ
の
後
、
産
業
育
成
、
金
融
な
ど
広
範
な
政
策
領
域
を
担
っ
た
。
そ
の
政
策
展
開
は
、
通
商
会

社
・
為
替
会
社
の
設
立
を
通
じ
て
、
会
社
・
銀
行
と
い
う
近
代
資
本
主
義
に
不
可
欠
な
経
済
単
位
の

創
出
を
目
指
す
取
組
で
も
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、政
策
は
早
期
に
隘
路
に
陥
り
、短
命
に
終
わ
っ

た
。
こ
の
失
敗
の
要
因
と
し
て
は
、
政
策
に
内
在
す
る
い
く
つ
か
の
要
因
と
と
も
に
、
外
国
か
ら
の

強
い
抗
議
の
圧
力
が
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

通
商
司
政
策
に
対
す
る
「
外
圧
」
の
記
録
は
、
主
に
新
潟
及
び
大
阪
に
お
け
る
こ
の
政
策
の
展
開

に
関
し
て
残
さ
れ
て
い
る
。
す
で
に
新
潟
に
お
け
る
こ
の
政
策
の
経
緯
を
考
察
し
て
い
る
筆
者
は
、

本
稿
に
お
い
て
、
日
本
及
び
イ
ギ
リ
ス
の
外
交
文
書
を
中
心
に
据
え
て
、
大
阪
で
の
経
緯
を
改
め
て

把
握
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
把
握
を
通
じ
て
、
通
商
司
政
策
と
「
外
圧
」
と
の
関
係
を
総
体
と
し
て

考
察
し
た
。

　

大
阪
に
お
け
る
経
緯
に
関
し
て
は
、
先
行
研
究
の
認
識
と
は
異
な
り
、
着
手
後
の
早
い
段
階
で
、

政
策
へ
の
イ
ギ
リ
ス
か
ら
の
強
い
抗
議
が
招
来
さ
れ
て
い
た
、
と
い
う
こ
と
が
判
明
し
た
。
政
策
を

立
案
し
た
明
治
政
府
内
の
急
進
派
は
、
本
来
、
経
済
の
早
急
な
近
代
化
を
希
求
し
た
の
だ
が
、「
大

阪
商
社
規
則
」
に
表
出
さ
れ
て
い
た
の
は
、
近
世
以
来
の
特
定
商
人
の
排
他
的
結
合
（
株
仲
間
）
と

の
妥
協
を
図
っ
た
政
策
枠
組
み
で
あ
っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
は
、
急
進
派
が
標
榜
す
る
政
策
理
念
自
体
は

是
と
し
た
が
、
そ
の
妥
協
を
厳
し
く
糾
弾
し
た
。
政
府
主
導
に
よ
る
巨
大
な
貿
易
独
占
の
試
み
で
は

な
い
か
、
と
し
て
外
圧
を
加
え
た
。

　

や
が
て
新
潟
・
大
阪
の
両
地
に
お
け
る
動
き
が
合
流
し
、
通
商
司
は
外
交
問
題
化
し
、
こ
れ
に
政

府
内
の
路
線
対
立
が
密
接
に
絡
ま
っ
た
。
そ
の
な
か
で
、
通
商
司
は
推
進
体
制
を
弛
緩
さ
せ
、
次
第

に
力
を
失
っ
て
い
っ
た
。

　

通
商
司
政
策
を
め
ぐ
っ
て
は
、
未
成
熟
な
前
提
条
件
の
な
か
で
経
済
の
近
代
化
と
対
外
自
立
に
取

り
組
ん
だ
我
が
国
の
性
急
な
動
き
が
、
列
強
諸
国
と
の
あ
い
だ
に
摩
擦
を
生
じ
さ
せ
た
。
筆
者
は
そ

の
陰
影
に
富
ん
だ
展
開
の
あ
り
よ
う
を
、
本
稿
を
通
じ
て
明
ら
か
に
し
た
。

【
キ
ー
ワ
ー
ド
】　

通
商
司
、
通
商
会
社
、
大
阪
、
新
潟
、
パ
ー
ク
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❶
大
阪
で
の
政
策
と
「
外
圧
」
の
経
緯

❷
大
阪
で
の
経
緯
の
舞
台
裏

❸
通
商
司
政
策
の
隘
路

ま
と
め
と
考
察

　
新
潟
と
の
比
較
的
観
点
か
ら
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序
章

　

通
商
司
は
明
治
二
年
二
月
、
貿
易
政
策
を
所
管
す
る
官
庁
一
機
関
と
し
て
出
発

し
、
同
年
六
月
以
降
は
産
業
育
成
、
流
通
、
金
融
、
間
接
税
確
保
な
ど
広
範
な
政
策

領
域
を
管
轄
し
た
。
そ
れ
ら
政
策
を
実
現
す
る
た
め
、
通
商
司
は
、
東
京
に
本
司
を

置
き
、
大
阪
・
京
都
、
及
び
開
港
場
や
主
要
商
業
地
に
拠
点
を
構
え
た
。
ま
た
、
政

策
遂
行
の
た
め
、
民
間
会
社
と
し
て
通
商
会
社
・
為
替
会
社
を
創
置
し
た
。
し
か
し

な
が
ら
、
政
策
は
早
期
に
隘
路
に
陥
り
、
明
治
四
年
七
月
に
は
早
く
も
通
商
司
が
廃

止
さ
れ
、
や
が
て
各
地
の
通
商
・
為
替
両
会
社
も
精
算
さ
れ
て
い
っ
た
。
こ
の
早
期

の
破
綻
の
背
景
に
は
、
政
策
に
内
在
す
る
様
々
な
要
因
に
加
え
て
、
外
国
か
ら
の
強

い
抗
議
の
圧
力
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。

　

通
商
司
が
通
商
会
社
・
為
替
会
社
を
実
働
部
隊
と
し
て
推
進
し
た
そ
の
よ
う
な
政

策
に
関
し
て
、
こ
れ
ま
で
筆
者
は
、
新
潟
に
関
す
る
事
態
の
推
移
が
克
明
に
記
録
さ

れ
て
い
る
イ
ギ
リ
ス
外
交
文
書
を
分
析
し
、
同
国
の
視
点
か
ら
見
え
た
経
過
を
詳
し

く
追
っ
た
）
1
（

。
ま
た
、
こ
の
分
析
を
基
礎
と
し
て
、
日
本
側
の
外
交
文
書
に
再
検
討
を

加
え
、
明
治
政
府
の
内
情
も
含
め
た
経
過
の
全
体
像
の
把
握
を
試
み
た
）
2
（

。
そ
の
全
体

像
と
は
、
概
ね
以
下
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。

　

明
治
二
年
十
二
月
、
中
央
の
官
員
ら
、
及
び
東
京
の
特
権
商
人
ら
が
新
潟
に
乗
り

込
み
、
ま
も
な
く
通
商
司
支
署
（
新
潟
通
商
司
）、
通
商
会
社
（
新
潟
商
社
）
が
設

置
さ
れ
た
。
翌
三
年
一
月
に
は
商
社
規
則
が
告
知
さ
れ
、
以
降
、
地
元
商
人
へ
の
新

潟
商
社
加
入
の
強
制
、
及
び
港
の
商
取
引
に
対
す
る
官
員
の
強
い
介
入
に
よ
る
流
通

統
制
が
進
め
ら
れ
た
。
そ
の
よ
う
な
施
策
展
開
に
対
し
て
、
政
府
中
央
は
、
本
来
の

通
商
司
政
策
が
目
指
す
改
革
的
意
図
と
の
ず
れ
を
認
知
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
修
正

を
指
示
し
た
。
し
か
し
中
央
と
新
潟
と
は
意
思
疎
通
を
欠
き
、
調
整
は
長
引
い
た
。

そ
の
一
方
で
、
新
潟
通
商
司
に
よ
る
措
置
は
地
元
商
人
か
ら
の
激
し
い
反
発
を
招
い

た
。
現
地
の
通
商
司
は
、
な
お
も
自
ら
の
や
り
方
を
貫
こ
う
と
し
た
の
で
あ
っ
た
。

港
は
混
乱
し
、
廻
船
の
往
来
は
一
時
途
絶
え
、
商
取
引
も
全
面
停
止
に
陥
っ
た
。

　

こ
れ
と
並
行
し
て
外
国
か
ら
の
抗
議
が
誘
発
さ
れ
た
。
現
地
官
員
に
よ
る
港
の
流

通
独
占
へ
の
志
向
は
明
白
な
条
約
違
反
で
あ
り
、
開
港
場
た
る
新
潟
に
お
け
る
外
国

側
の
商
業
利
益
を
侵
す
も
の
、
と
理
解
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
抗
議
は
主
に
イ
ギ

リ
ス
か
ら
で
あ
っ
た
。
こ
の
ま
ま
で
は
政
府
中
央
が
意
図
す
る
政
策
調
整
は
実
現
困

難
、
と
み
な
し
た
イ
ギ
リ
ス
は
、
新
潟
と
東
京
で
猛
烈
な
「
外
圧
」
を
加
え
た
。
そ

し
て
七
月
、
新
潟
に
お
け
る
通
商
司
政
策
は
、
通
商
司
支
署
の
現
地
か
ら
の
撤
退
に

よ
り
幕
を
閉
じ
た
。
施
策
着
手
か
ら
幕
引
き
ま
で
、約
半
年
と
い
う
短
さ
で
あ
っ
た
。

　

新
潟
で
の
経
緯
が
お
お
よ
そ
理
解
で
き
た
現
在
、
次
に
掘
り
下
げ
て
確
認
し
て
お

く
べ
き
、と
考
え
ら
れ
る
の
は
、大
阪
に
お
け
る
通
商
司
政
策
で
あ
る
。と
い
う
の
も
、

こ
の
政
策
を
め
ぐ
る
主
な
外
交
的
係
争
は
、
新
潟
と
並
ん
で
大
阪
が
舞
台
と
な
っ
て

い
た
か
ら
で
あ
る
。

　

通
商
司
政
策
は
三
都
を
は
じ
め
開
港
地
な
ど
で
展
開
さ
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

日
本
側
の
外
交
文
書
で
こ
の
政
策
へ
の
外
国
か
ら
の
抗
議
が
一
件
書
類
と
し
て
残
さ

れ
て
い
る
の
は
、
新
潟
及
び
大
阪
に
関
し
て
だ
け
で
あ
る
）
3
（

。
他
の
開
市
開
港
等
に
関

す
る
も
の
は
存
在
し
な
い
。

　

一
方
、
イ
ギ
リ
ス
の
外
交
文
書
に
お
い
て
も
、
管
見
の
限
り
、
や
は
り
新
潟
及
び

大
阪
に
お
け
る
事
態
へ
の
対
処
だ
け
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
し
か
も
、
公
使
パ
ー
ク

ス
自
身
が
「
通
商
司
や
商
社
と
い
っ
た
組
織
は
、
江
戸
で
は
活
動
し
て
い
な
い
。
自

分
が
知
る
限
り
、
新
潟
及
び
大
阪
・
兵
庫
以
外
の
開
港
場
で
は
活
動
し
て
い
な
い
」

と
明
言
し
て
い
る
）
4
（

。
こ
こ
で
は
大
阪
と
神
戸
は
一
地
点
と
し
て
捉
え
ら
れ
、
大
阪
通

商
司
の
活
動
の
範
囲
で
言
及
さ
れ
て
い
る
。

　

以
上
か
ら
す
る
と
、
こ
の
政
策
へ
の
「
外
圧
」
は
、
主
に
、
筆
者
が
す
で
に
分
析

し
た
新
潟
、
そ
し
て
大
阪
で
加
え
ら
れ
て
い
た
、
と
認
め
ら
れ
る
。

　

そ
の
大
阪
通
商
司
の
経
緯
を
た
ど
っ
た
周
知
の
研
究
に
は
、
菅
野
和
太
郎
に
よ
る

も
の
が
あ
る
）
5
（

。菅
野
は
明
治
以
来
の
政
府
系
編
纂
に
よ
る
史
料
群
）
6
（

を
中
心
に
据
え
て
、

大
阪
通
商
司
の
設
立
経
緯
か
ら
大
阪
通
商
会
社
・
為
替
会
社
の
構
成
・
活
動
な
ど
を
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詳
論
し
た
。
菅
野
に
よ
る
研
究
は
、
現
在
で
も
大
阪
に
お
け
る
こ
の
政
策
の
展
開
に

関
す
る
標
準
的
な
理
解
を
提
供
す
る
。
ま
た
、
我
が
国
の
経
済
近
代
化
に
お
け
る
通

商
司
の
位
置
づ
け
も
明
確
に
さ
れ
て
い
る
）
7
（

。
す
な
わ
ち
、
通
商
司
を
通
じ
た
通
商
会

社
・
為
替
会
社
の
設
立
は
、
明
治
新
政
府
が
新
規
の
経
済
制
度
を
樹
立
す
る
た
め
の

最
初
の
行
動
で
あ
り
、
こ
れ
ら
が
数
年
の
う
ち
に
解
散
の
憂
き
目
に
あ
っ
た
と
は
い

え
、
我
が
国
経
済
の
資
本
主
義
化
へ
の
道
を
切
り
拓
い
た
も
の
と
し
て
、
少
な
か
ら

ぬ
意
義
を
有
す
る
取
組
で
あ
っ
た
、
と
さ
れ
た
。

　
「
外
圧
」
に
関
し
て
は
、
菅
野
は
大
阪
に
お
け
る
明
治
最
初
期
の
対
外
交
渉
に
関

す
る
史
料
な
ど
）
8
（

を
依
拠
史
料
に
加
え
て
、
対
外
自
立
を
実
現
す
る
過
程
で
我
が
国
が

対
峙
し
た
こ
の
客
体
を
、
巨
大
な
資
本
を
背
景
に
我
が
国
を
圧
倒
せ
ん
と
し
た
も
の

と
し
て
描
い
た
。
一
方
、
間
宮
（
９
）及

び
青
山
）
10
（

の
視
点
は
、
通
商
司
政
策
を
、「
巨
大
な

貿
易
独
占
」
で
あ
り
自
由
貿
易
に
反
す
る
、
と
し
た
外
国
か
ら
の
抗
議
は
、
こ
の
政

策
に
内
在
す
る
性
格
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
り
、
抗
議
の
招
来
は
政
策
展
開
の
避
け

が
た
い
帰
結
、
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
い
ず
れ
に
し
て
も
こ
う
し
た
研
究
に
お
い
て
は
、
外
交
案
件
の
直
接
的

な
記
録
で
あ
る
日
本
、
イ
ギ
リ
ス
双
方
の
外
交
文
書
の
活
用
は
極
め
て
限
定
的
で
あ

る
。
筆
者
と
し
て
は
、
新
潟
に
関
す
る
分
析
と
同
じ
く
、
こ
れ
ら
史
料
を
用
い
て
大

阪
通
商
司
の
経
緯
を
追
い
、
そ
こ
か
ら
得
ら
れ
る
知
見
を
、
通
商
司
政
策
を
め
ぐ
る

「
外
圧
」
の
実
相
を
よ
り
深
く
考
察
す
る
材
料
と
し
た
い
。
本
稿
で
は
そ
の
作
業
を

試
み
る
。

　

本
稿
の
構
成
を
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　

ま
ず
、
続
く
第
一
章
に
お
い
て
、
大
阪
で
の
経
緯
そ
の
も
の
を
、
改
め
て
時
系
列

で
把
握
す
る
。
す
な
わ
ち
、
明
治
期
の
政
府
系
編
纂
史
料
が
伝
え
、
ま
た
そ
れ
ら
を

考
察
に
用
い
た
菅
野
が
描
い
た
「
外
圧
」
に
関
し
て
、
そ
の
実
態
を
主
に
両
国
外
交

文
書
を
典
拠
に
加
え
て
再
検
討
す
る
。
イ
ギ
リ
ス
公
使
パ
ー
ク
ス
か
ら
の
抗
議
及
び

そ
れ
に
対
す
る
明
治
政
府
の
対
応
は
、
時
期
的
に
二
回
に
分
か
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ

れ
に
従
っ
て
、
第
一
節
を
政
策
着
手
か
ら
イ
ギ
リ
ス
に
よ
る
抗
議
の
発
端
ま
で
、
第

二
節
を
パ
ー
ク
ス
に
よ
る
「
第
一
の
抗
議
」
と
そ
の
顛
末
、
第
三
節
を
パ
ー
ク
ス
に

よ
る
「
第
二
の
抗
議
」
と
そ
の
顛
末
、
第
四
節
を
以
降
の
動
向
、
と
分
け
る
。
こ
の

よ
う
に
時
系
列
に
大
阪
で
の
経
緯
を
再
検
討
す
る
こ
と
で
、
先
行
研
究
に
よ
る
「
外

圧
」
の
理
解
に
修
正
を
加
え
る
。

　

第
二
章
で
は
、
日
本
・
イ
ギ
リ
ス
の
双
方
の
内
部
事
情
に
関
し
て
、
諸
史
料
か
ら

の
材
料
を
整
理
し
て
理
解
を
深
め
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
こ
で
は
双
方
の
舞
台
裏
を
探

る
こ
と
に
な
る
。
第
一
節
で
は
イ
ギ
リ
ス
側
に
関
し
て
、
通
商
司
政
策
の
分
析
と
評

価
を
中
心
に
、
第
二
節
で
は
日
本
側
に
関
し
て
、
こ
の
政
策
の
政
治
的
背
景
と
政
策

の
変
容
の
様
子
を
中
心
に
、
各
々
考
察
す
る
。

　

第
三
章
は
、
再
び
「
外
圧
」
に
関
し
て
、
今
度
は
新
潟
で
の
展
開
と
併
せ
て
、
こ

の
政
策
が
外
交
案
件
と
し
て
処
理
さ
れ
て
い
く
過
程
を
確
認
し
、
や
が
て
政
策
が
沈

滞
す
る
ま
で
を
把
握
す
る
。

　

最
後
に
、
以
上
を
ま
と
め
、
全
体
の
考
察
を
試
み
る
。
そ
れ
に
あ
た
っ
て
は
、
筆

者
が
す
で
に
分
析
し
た
新
潟
と
の
比
較
を
加
え
て
、
総
体
と
し
て
の
、
通
商
司
政
策

及
び
そ
れ
へ
の
「
外
圧
」
を
扱
う
。

❶
大
阪
で
の
政
策
と
「
外
圧
」
の
経
緯

第
一
節　

政
策
着
手
と
抗
議
の
発
端

（
1
）
大
阪
で
の
着
手

　

大
阪
で
の
通
商
司
政
策
着
手
の
動
き
は
、
明
治
二
年
五
月
中
旬
、
通
商
司
を
管
掌

す
る
会
計
官
が
、
大
阪
の
富
豪
ら
に
東
京
へ
の
出
頭
を
命
じ
た
こ
と
に
始
ま
る
。
六

月
八
日
、
こ
の
命
に
応
じ
て
東
京
に
出
向
い
た
富
商
ら
に
対
し
て
、
会
計
官
判
事
の

山
口
範
造
（
尚
芳
）・
伊
藤
俊
介
（
博
文
）・
五
代
才
助
（
友
厚
）
の
三
名
は
、
大
阪

で
通
商
会
社
・
為
替
会
社
を
設
立
す
る
よ
う
勧
説
し
、
同
日
、「
通
商
司
為
替
会
社

並
に
御
貸
付
方
惣
頭
取
申
付
候
事
」
と
の
辞
令
を
下
付
し
た
。
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六
月
二
十
一
日
、
山
口
が
大
阪
通
商
司
詰
と
し
て
、
ま
た
井
上
聞
多
（
馨
）
が
外

国
官
判
事
と
し
て
、
と
も
に
大
阪
に
赴
き
、
現
地
で
の
通
商
司
政
策
が
着
手
さ
れ
た
。

加
え
て
、
東
京
で
両
会
社
設
立
へ
の
尽
力
を
命
ぜ
ら
れ
た
富
商
ら
も
帰
阪
し
、
広
く

会
社
へ
の
参
加
を
呼
び
掛
け
た
。
当
時
、
一
般
に
会
社
に
関
す
る
知
識
は
な
く
、
幕

末
の
度
々
の
御
用
金
で
疲
弊
し
て
い
た
商
人
ら
を
糾
合
す
る
こ
と
は
容
易
で
な
か
っ

た
、
と
さ
れ
る
。
し
か
し
政
府
は
主
だ
っ
た
商
人
に
は
会
社
の
役
付
き
を
命
じ
、
身

元
金
（
出
資
金
）
を
提
供
さ
せ
た
。
こ
う
し
た
強
い
勧
誘
の
結
果
、
八
月
十
日
、
通

商
・
為
替
の
両
会
社
が
設
立
さ
れ
た
。

　

八
月
、「
大
阪
商
社
規
則
」
が
官
版
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
商
社
規
則

と
称
し
て
い
る
が
、
内
容
と
し
て
は
、
通
商
会
社
及
び
為
替
会
社
、
と
い
う
二
つ
の

会
社
の
規
則
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
）
11
（

。

　

同
月
二
十
四
日
、
通
商
会
社
・
為
替
会
社
は
中
之
島
の
大
阪
通
商
司
の
域
内
に
事

務
所
を
置
き
、
業
務
を
開
始
し
た
。

　

通
商
会
社
の
一
部
を
構
成
す
る
外
国
貿
易
商
社
の
設
立
に
関
す
る
動
き
は
、
九
月

四
日
、
大
阪
府
が
各
業
種
の
株
仲
間
の
主
だ
っ
た
者
に
対
し
て
通
商
司
へ
の
出
頭
を

命
じ
た
こ
と
に
始
ま
る
）
12
（

。
す
な
わ
ち
、
通
商
会
社
そ
の
も
の
と
同
様
、
貿
易
商
社
も

ま
た
、
富
裕
商
人
の
結
集
に
よ
っ
て
立
ち
上
げ
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

　

以
上
が
、
こ
れ
ま
で
理
解
さ
れ
て
い
る
大
阪
に
お
け
る
初
期
の
推
移
で
あ
る
）
13
（

。

（
2
）
イ
ギ
リ
ス
か
ら
の
抗
議
の
発
端

　

さ
て
、
イ
ギ
リ
ス
外
交
文
書
に
よ
れ
ば
、
こ
う
し
た
動
き
を
イ
ギ
リ
ス
側
が
認
知

し
た
の
は
、
こ
の
九
月
上
旬
の
外
国
貿
易
商
社
立
ち
上
げ
か
ら
ま
も
な
く
の
時
点
で

あ
っ
た
。
九
月
十
八
日
（
一
八
六
九
年
十
月
二
十
二
日
）、
現
地
イ
ギ
リ
ス
領
事
ガ

ワ
ー
は
、
大
阪
府
に
対
し
て
「
貴
国
政
府
よ
り
、
輸
出
品
は
新
た
に
設
置
さ
れ
た
組

織
へ
報
告
し
て
か
ら
で
な
い
と
外
国
人
と
売
買
で
き
な
い
、
と
の
告
知
が
な
さ
れ
た

と
聞
く
。
こ
れ
は
通
商
の
自
由
を
侵
害
し
、
条
約
の
精
神
と
目
的
に
反
す
る
の
で
は

な
い
か
」
と
抗
議
の
書
翰
を
発
し
た
）
14
（

。
ガ
ワ
ー
は
こ
こ
で
、
抗
議
の
根
拠
と
な
る
条

文
を
示
し
て
い
な
い
。
し
か
し
、
政
府
の
主
導
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
組
織
が
貿
易
取

引
に
対
し
て
管
理
を
及
ぼ
す
こ
と
は
、
日
英
両
国
の
修
好
通
商
条
約
第
十
四
条
が
規

定
す
る
自
由
貿
易
の
原
則
に
反
し
て
い
る
、
と
い
う
の
が
ガ
ワ
ー
の
抗
議
の
趣
旨
で

あ
っ
た
、
と
考
え
ら
れ
る
）
15
（

。

　

以
降
に
お
い
て
ガ
ワ
ー
が
問
題
と
し
て
い
く
の
は
、
何
よ
り
も「
大
阪
商
社
規
則
」

の
条
文
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
は
、
新
た
な
業
種
へ
の
参
入
を
希
望
す
る

者
に
対
し
て
通
商
会
社
が
こ
れ
を
拒
否
す
る
権
利
が
明
示
さ
れ
て
お
り
（
第
二
十
一

条
）、
と
り
わ
け
外
国
貿
易
に
関
し
て
は
、
通
商
会
社
に
属
す
る
以
外
の
者
が
外
国

商
館
と
接
触
し
て
は
な
ら
な
い
（
第
二
十
二
条
）、
と
い
う
、
社
外
の
者
を
拘
束
す

る
規
定
が
な
さ
れ
て
い
た
。
ガ
ワ
ー
は
、
自
由
で
あ
る
は
ず
の
通
商
に
政
府
が
関
与

し
、
独
占
状
態
の
形
成
が
企
図
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
た
の
で
あ
っ

た
。

　

右
の
両
条
に
つ
い
て
は
原
文
を
示
し
て
お
く
。

大
阪
通
商
会
社
規
則

第
二
十
一
ケ
条　

大
坂
市
中
商
人
の
内
、
当
社
中
に
不
相
加
者
に
て
も
、
従　

来
の
商
業
職
業
、
相
営
罷
在
候
義
は
、
初
ヶ
条
の
通
勝
手
次
第
可
為
候
へ
共
、

新
規
の
商
売
相
始
め
候
義
は
、
品
に
寄
、
通
商
会
社
差
支
可
相
成
哉
も
難
計

候
に
付
、
一
々
会
社
へ
申
出
、
差
図
を
受
け
候
上
に
て
、
為
相
始
可
申
事
。

第
二
十
二
ケ
条　

外
国
貿
易
に
相
携
候
商
業
は
、
条
約
の
規
則
不
心
得
も
の　

取
扱
候
て
は
、
意
外
の
大
害
を
生
じ
、
彼
に
対
し
、
御
国
恥
に
も
相
成
候
義

等
仕
出
候
義
、
毎
々
有
之
候
間
、
社
外
の
者
一
切
勝
手
に
売
買
不
相
成
、
諸

職
人
諸
請
負
人
等
に
至
る
迄
、
身
元
不
慥
成
者
等
、
猥
に
外
国
館
舎
に
立
入

候
義
は
、
不
相
成
規
則
に
候
事
。

　

ガ
ワ
ー
の
こ
の
抗
議
に
対
し
て
、
大
阪
府
か
ら
の
回
答
は
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め

ガ
ワ
ー
は
、
十
一
月
四
日
（
六
九
年
十
二
月
六
日
）
付
の
書
翰
で
、
同
国
公
使
パ
ー
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ク
ス
に
対
し
て
、
東
京
で
の
本
件
対
処
を
要
請
し
た
）
16
（

。
ガ
ワ
ー
は
「
日
本
政
府
の
最

終
目
的
が
、
外
国
と
の
通
商
を
政
府
の
も
と
に
掌
握
し
、
か
つ
て
出
島
で
オ
ラ
ン
ダ

が
強
い
ら
れ
て
い
た
条
件
下
に
限
り
な
く
近
づ
け
る
こ
と
に
あ
る
、
と
い
う
こ
と
に

は
、
ほ
ぼ
疑
い
の
余
地
が
な
い
」
と
パ
ー
ク
ス
へ
伝
え
た
。
こ
の
書
翰
を
契
機
と
し

て
、
パ
ー
ク
ス
か
ら
の
「
外
圧
」
が
始
ま
る
。

　
　（3

）
商
社
規
則
の
変
遷

　

さ
て
、
以
降
重
ね
ら
れ
る
「
大
阪
商
社
規
則
」
の
変
遷
に
関
し
て
、
従
来
か
ら
明

ら
か
に
さ
れ
て
い
る
の
は
、
断
片
的
な
以
下
の
三
点
で
あ
る
。

（
ア
）「
大
阪
商
社
規
則
」
の
一
部
効
力
停
止

　

明
治
二
年
十
一
月
二
十
四
日
、
在
阪
の
山
口
民
部
大
丞
は
、
大
阪
駐
在
の
各
国
領

事
に
対
し
て
「
商
人
ら
が
申
し
合
わ
せ
て
刊
行
し
た
商
社
規
則
は
、
彼
我
商
人
の
疑

義
を
招
き
不
都
合
な
の
で
、
不
用
の
条
文
を
改
め
る
こ
と
と
し
た
」
と
通
知
し
た
。

（
イ
）「
大
阪
商
社
規
則
」
の
全
面
廃
止

　

同
年
十
二
月
二
十
日
、
大
阪
府
か
ら
市
中
へ
、「
内
外
貿
易
は
自
由
に
営
ん
で
差

し
支
え
な
い
。
両
会
社
規
則
は
こ
の
趣
旨
に
反
し
、疑
惑
を
生
じ
て
い
る
」
と
し
て
、

両
会
社
規
則
の
廃
止
が
布
告
さ
れ
た
。

（
ウ
）
改
定
「
為
替
・
通
商
両
会
社
規
則
」
の
策
定

　

明
治
三
年
三
月
、「
規
則
の
う
ち
の
疑
義
あ
る
条
項
を
廃
止
す
る
、
と
い
う
布
告

に
よ
り
、
両
会
社
が
解
散
し
た
の
で
は
、
と
の
憶
測
も
広
が
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

会
社
加
入
に
支
障
が
出
て
い
る
」
と
し
て
、
両
会
社
規
則
が
改
め
て
定
め
ら
れ
た
。

　

そ
し
て
ま
た
、
従
来
の
史
料
理
解
で
は
、
こ
う
し
た
規
則
の
変
遷
の
結
果
、
通
商

会
社
に
よ
る
貿
易
独
占
は
排
除
さ
れ
た
、
と
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、「
大
阪
商
社
規
則
」
と
「
外
圧
」
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
菅
野
の
史
料

研
究
は
、

（
A
）
右
の
（
ア
）
か
ら
（
ウ
）
ま
で
の
変
遷
過
程
に
お
い
て
、
イ
ギ
リ
ス
等

外
国
政
府
か
ら
の
具
体
的
な
抗
議
は
確
認
さ
れ
な
い
。

（
B
）
だ
が
そ
の
一
方
で
、
そ
の
後
の
明
治
三
年
七
月
、
パ
ー
ク
ス
か
ら
「
貿

易
独
占
が
な
お
も
継
続
し
て
い
る
」
と
日
本
政
府
へ
の
抗
議
が
あ
っ
た
。

　

と
す
る
。
菅
野
は
、
し
か
し
（
ウ
）
の
両
会
社
規
則
の
改
定
に
よ
っ
て
貿
易
独
占

の
問
題
が
解
決
さ
れ
た
以
上
、
そ
の
後
の
パ
ー
ク
ス
の
抗
議
に
は
根
拠
が
な
い
、
と

す
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
両
国
外
交
文
書
が
記
録
す
る
と
こ
ろ
を
事
実
同
定
に
反
映
す
れ

ば
、
こ
う
し
た
理
解
に
は
大
幅
な
修
正
が
必
要
と
な
る
。
以
下
、
順
を
追
っ
て
述
べ

る
。
前
者
（
A
）
は
、
筆
者
が
「
第
一
の
抗
議
」
と
す
る
と
こ
ろ
と
照
応
す
る
も
の

で
あ
り
、
次
の
第
二
節
で
扱
う
。
後
者
（
B
）
は
、
筆
者
が
「
第
二
の
抗
議
」
と
す

る
と
こ
ろ
と
照
応
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
次
の
第
三
節
で
扱
う
。

第
二
節　

パ
ー
ク
ス
に
よ
る
「
第
一
の
抗
議
」

（
1
）
パ
ー
ク
ス
の
十
一
月
来
阪

　

先
に
述
べ
た
十
一
月
四
日
の
ガ
ワ
ー
か
ら
の
書
翰
を
受
け
た
パ
ー
ク
ス
は
、
十
一

月
十
九
日
（
六
九
年
十
二
月
二
十
一
日
）
に
横
浜
を
出
航
し
て
大
阪
へ
向
か
っ
た
）
17
（

。

神
戸
の
居
留
地
新
聞
（T

he H
iogo N

ew
s

）
が
伝
え
る
と
こ
ろ
で
は
、
神
戸
港
に

は
そ
の
二
日
後
の
同
月
二
十
一
日
に
到
着
し
た
）
18
（

。
パ
ー
ク
ス
は
東
京
か
ら
日
本
政
府

官
員
を
伴
っ
て
お
り
、
そ
の
官
員
は
、
貿
易
独
占
の
試
み
を
中
止
す
る
よ
う
に
、
と

の
政
府
中
央
か
ら
大
阪
官
員
へ
の
指
示
を
携
え
て
い
た
）
19
（

。
そ
の
指
示
に
基
づ
き
、
山

口
は
十
一
月
二
十
四
日
（
六
九
年
十
二
月
二
十
六
日
）
付
で
、
在
阪
外
国
領
事
ら
に

対
し
て
、
前
記
（
ア
）「
大
阪
商
社
規
則
」
の
一
部
の
効
力
を
停
止
す
る
旨
を
文
書

通
知
し
た
。
新
聞
に
は
、
山
口
の
文
書
が
英
訳
で
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
）
20
（

、
こ
こ
で
は
、

そ
の
通
知
を
、
日
本
側
史
料
（『
明
治
大
正
大
阪
市
史
』
が
収
め
る
原
文
）
で
示
し

て
お
く
）
21
（

。
山
口
は
、
東
京
か
ら
の
指
示
に
基
づ
い
て
、
両
会
社
に
「
不
用
の
条
々
相

改
候
」
こ
と
を
命
じ
た
の
で
あ
っ
た
。

「
以
書
翰
申
入
候
。
然
者
、
為
替
会
社
・
通
商
会
社
商
人
共
申
合
、
刊
行
致
し

候
商
社
規
則
之
儀
、外
国
貿
易
上
ニ
取
り
彼
我
商
人
疑
惑
を
生
じ
候
廉
も
有
之
、
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不
都
合
ニ
付
、
右
不
用
之
条
々
相
改
候
様
、
両
会
社
共
え
申
達
し
候
。
此
段
御

心
得
迄
ニ
申
入
置
候
。
謹
言
。」

　

パ
ー
ク
ス
の
十
一
月
来
阪
か
ら
「
大
阪
商
社
規
則
」
の
一
部
効
力
停
止
ま
で
の
経

緯
に
つ
い
て
、以
上
の
よ
う
に
居
留
地
新
聞
は
報
じ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、先
の（
ア
）

に
お
い
て
、
す
で
に
パ
ー
ク
ス
の
関
与
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

も
っ
と
も
、
パ
ー
ク
ス
は
本
来
、「
不
用
之
条
々
相
改
候
」
こ
と
を
求
め
て
い
た

の
で
は
な
い
。
規
則
の
存
在
自
体
を
、
そ
し
て
両
会
社
の
存
在
自
体
を
問
題
視
し
て

い
た
。

　
「
英
国
史
料
」
に
よ
れ
ば
、
短
時
間
の
神
戸
寄
港
の
後
す
ぐ
に
長
崎
に
向
か
っ
た

パ
ー
ク
ス
）
22
（

に
代
わ
り
、
十
一
月
二
十
七
日
（
六
九
年
十
二
月
二
十
九
日
）、
領
事
ガ

ワ
ー
が
山
口
と
の
直
談
判
に
臨
ん
だ
。
そ
の
際
の
問
答
の
仔
細
は
、
ガ
ワ
ー
の
も
と

で
公
使
館
に
在
勤
し
て
お
り
、
談
判
に
同
席
し
た
通
訳
生
ホ
ッ
ジ
ス
に
よ
る
メ
モ
を

通
じ
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
）
23
（

。
談
判
で
ガ
ワ
ー
は
、
先
の
通
知
よ
り
も
強
い
措
置
を

求
め
た
。
以
下
、
そ
の
メ
モ
の
要
点
を
ま
と
め
る
。

　

冒
頭
、
ガ
ワ
ー
は
、
通
商
会
社
は
両
国
の
条
約
と
矛
盾
す
る
規
則
に
よ
っ
て
設
立

さ
れ
た
、
と
批
判
し
、
貴
官
〔
山
口
〕
か
ら
、
問
題
の
あ
る
条
項
を
削
除
す
る
と
の

書
翰
を
受
け
取
っ
た
が
、
そ
れ
で
は
不
十
分
で
あ
る
、
会
社
自
体
を
廃
止
す
べ
き

で
あ
る
、
と
述
べ
た
。
そ
し
て
、
井
上
、
山
口
ほ
か
大
阪
官
員
の
関
与
を
追
及
し
、

こ
の
規
則
が
官
版
と
し
て
発
行
さ
れ
た
こ
と
も
指
摘
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
山
口

は
、
規
則
は
商
人
ら
が
発
し
た
も
の
で
あ
り
、〔
大
阪
の
〕
政
府
当
局
が
発
し
た
も

の
で
は
な
い
、
も
し
〔
大
阪
の
〕
当
局
が
発
し
た
の
で
あ
れ
ば
、〔
江
戸
の
〕
卿
ら

（m
inisters

）
に
こ
の
こ
と
を
伝
え
て
い
た
で
あ
ろ
う
、
規
則
は
江
戸
の
政
府
官
員

が
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
、
と
応
じ
た
。
ガ
ワ
ー
は
、
な
お
も
、
政
府
は
富
裕

商
人
に
よ
る
独
占
を
阻
止
す
べ
き
で
あ
り
、
自
由
な
通
商
を
確
保
す
る
た
め
に
介
入

す
べ
き
で
あ
る
、
江
戸
か
ら
大
阪
へ
そ
の
よ
う
な
指
示
が
出
て
い
る
こ
と
も
承
知
し

て
い
る
、
と
し
た
。
そ
れ
で
も
山
口
は
、
政
府
は
会
社
規
則
の
発
行
を
許
可
し
た
に

す
ぎ
な
い
、
と
し
、
規
則
が
会
社
に
よ
る
発
行
で
あ
る
以
上
、
政
府
は
条
約
に
反
す

る
点
を
禁
止
す
る
こ
と
は
で
き
て
も
、
廃
止
す
る
こ
と
は
命
令
で
き
な
い
、
と
、
規

則
の
全
面
撤
回
を
な
お
拒
ん
だ
。
だ
が
、
ガ
ワ
ー
が
、
通
商
会
社
規
則
の
第
二
十
一

条
、
第
二
十
二
条
が
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
執
拗
に
追
及
す
る
と
、
や
が
て
山
口
は
、

日
本
は
ま
だ
開
化
し
た
ば
か
り
で
あ
る
、
商
人
は
経
済
の
初
歩
を
学
ん
で
い
る
段

階
で
あ
り
、
彼
ら
へ
の
指
導
の
た
め
に
は
、
こ
の
よ
う
な
規
則
を
設
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
（Japan is just opened. Japanese m

erchants are as yet in the 

alphabet of science and com
m
erce, and regulations such as these m

ust 

be fram
ed for their instruction.

）、
と
、
規
則
が
政
府
主
導
に
よ
る
も
の
で
あ

る
こ
と
を
認
め
た
。
そ
し
て
、
規
則
を
撤
回
す
る
と
し
て
も
、
商
人
ら
が
寄
り
合
う

（m
eet together

）
の
を
止
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
、そ
の
よ
う
な
こ
と
を
す
れ
ば
、

政
府
に
対
す
る
彼
ら
の
恨
み
の
気
持
ち
が
増
す
で
あ
ろ
う
、
私
は
彼
ら
か
ら
の
信
頼

を
得
た
い
の
だ
、
と
答
え
た
。（
引
用
部
分
に
お
け
る
〔　

〕
は
、
本
稿
筆
者
に
よ

る
補
足
。
以
下
、
す
べ
て
同
じ
。）

　

な
お
、
ホ
ッ
ジ
ス
に
よ
る
メ
モ
に
は
、
山
口
は
談
判
の
な
か
で
、
株
仲
間
の
こ
と

を
、
何
百
年
も
存
在
し
て
き
た
我
が
国
の
法
で
あ
る
（that is a law

 w
hich has 

existed in Japan for m
any hundred years.

）、
と
述
べ
た
、
と
も
あ
る
。

　

右
の
談
判
は
、
両
会
社
の
廃
止
及
び
規
則
の
撤
回
、
商
人
に
よ
る
通
商
に
対
す
る

政
府
の
不
介
入
の
保
障
、
な
ど
の
ガ
ワ
ー
の
要
求
を
、
山
口
が
、
持
ち
帰
っ
て
検
討

し
た
い
、
と
し
て
終
了
し
た
。

　

以
上
の
談
判
の
内
容
か
ら
す
る
と
、
ど
う
や
ら
居
留
地
新
聞
が
報
じ
た
と
お
り
、

「
大
阪
商
社
規
則
」
は
、
山
口
ら
大
阪
の
官
員
は
承
知
し
て
い
た
が
東
京
に
は
知
ら

せ
て
い
な
か
っ
た
、
そ
し
て
パ
ー
ク
ス
か
ら
こ
れ
を
知
ら
さ
れ
た
東
京
の
官
員
が
、

こ
の
規
則
を
改
め
さ
せ
る
た
め
に
、
パ
ー
ク
ス
と
と
も
に
来
阪
し
た
、
と
い
う
こ
と

の
よ
う
で
あ
っ
た
。

（
2
）
パ
ー
ク
ス
の
十
二
月
来
阪

　

や
が
て
パ
ー
ク
ス
が
山
口
・
ガ
ワ
ー
談
判
を
引
き
継
い
だ
。
十
一
月
来
阪
の
後
、
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長
崎
で
の
用
件
を
済
ま
せ
た
パ
ー
ク
ス
は
、
東
京
へ
の
帰
路
の
途
中
、
十
二
月
五
日

か
ら
十
三
日
ま
で
の
一
週
間
、
再
び
大
阪
に
立
ち
寄
っ
た
）
24
（

。

　

こ
の
十
二
月
来
阪
時
に
お
け
る
現
地
折
衝
に
つ
い
て
、
パ
ー
ク
ス
は
ロ
ン
ド
ン
の

外
務
本
省
に
対
し
て「〔
一
八
七
〇
年
〕一
月
に
大
阪
を
訪
れ
た
主
な
目
的
の
一
つ
は
、

日
本
政
府
が
私
へ
の
約
束
を
す
み
や
か
に
実
行
に
移
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ

と
で
あ
っ
た
。
私
は
、
予
期
し
て
い
た
と
お
り
激
し
い
反
発
に
遭
遇
し
た
。
し
か
し

結
局
、
大
阪
の
当
局
は
、
私
が
江
戸
か
ら
持
っ
て
き
た
政
府
の
指
示
に
従
う
意
向
を

示
し
、
私
が
大
阪
を
離
れ
る
ま
で
に
布
告
が
行
わ
れ
、
会
社
規
則
は
廃
止
さ
れ
た
。

私
は
、
こ
の
布
告
が
地
方
当
局
の
公
印
を
添
え
て
市
中
に
す
で
に
周
知
さ
れ
た
こ
と

を
確
認
し
た
」
と
報
告
し
て
い
る
）
25
（

。
す
な
わ
ち
、「
英
国
史
料
」
が
記
す
と
こ
ろ
で

は
十
二
月
九
日
（
七
〇
年
一
月
十
日
）
26
（

）、
先
の
（
イ
）
の
「
大
阪
商
社
規
則
」
が
廃

止
さ
れ
た
。
こ
こ
も
ま
た
、
日
本
側
史
料
）
27
（

か
ら
の
原
文
を
示
す
。

「
内
外
貿
易
ノ
儀
ハ
、
先
般
来
連
ニ
布
令
置
候
通
リ
、
勝
手
商
法
ニ
付
、
衆
民

買
商
相
営
候
義
、
勿
論
差
支
無
之
処
、
両
会
社
板
刻
之
規
則
面
、
右
旨
趣
ニ
振

レ
候
廉
モ
有
之
、
下
々
疑
惑
ヲ
生
シ
候
哉
ニ
相
聞
候
間
、
令
廃
止
候
…
」

　

続
く
後
段
で
は
、「
最
近
、
小
規
模
商
業
者
が
生
計
を
立
て
る
た
め
に
卸
売
を
始

め
て
い
る
が
、
同
じ
業
種
を
営
ん
で
い
る
者
が
あ
ら
ゆ
る
方
法
で
こ
れ
に
対
抗
し
て

い
る
、
と
聞
く
。
あ
る
業
種
や
職
に
あ
る
業
者
数
を
独
占
的
に
制
限
す
る
こ
と
は
認

め
ら
れ
な
い
」
と
し
て
、
特
に
豆
腐
仲
間
・
酒
小
売
仲
間
・
青
物
小
売
仲
間
な
ど
計

十
一
品
目
の
株
仲
間
の
存
在
が
名
指
し
で
否
定
さ
れ
て
い
た
。

　

以
上
が
、「
英
国
史
料
」
及
び
居
留
地
新
聞
に
よ
り
補
足
を
加
え
た
、「
大
阪
商
社

規
則
」
廃
止
ま
で
の
経
緯
で
あ
る
。

　

明
治
二
年
十
一
月
に
パ
ー
ク
ス
が
同
伴
し
た
と
い
う
日
本
政
府
官
員
が
ど
の
よ
う

な
人
物
な
の
か
、
あ
る
い
は
、
そ
の
官
員
が
携
え
て
き
た
大
阪
へ
の
指
示
の
文
面
が

ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
、
と
い
う
こ
と
は
、
残
念
な
が
ら
史
料
で
は
確
認

で
き
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
先
行
研
究
が
見
逃
し
て
い
た
「
第
一
の
抗
議
」
は
、

確
実
に
存
在
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
パ
ー
ク
ス
及
び
ガ
ワ
ー
か
ら
の
強
い「
外
圧
」

に
よ
り
、
大
阪
当
局
（
大
阪
府
・
大
阪
通
商
司
）
の
頑
強
な
抵
抗
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

最
終
的
に
は
「
大
阪
商
社
規
則
」
が
廃
止
に
追
い
込
ま
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
本
節
で

は
、
そ
こ
ま
で
に
至
る
大
き
な
流
れ
が
把
握
で
き
た
。

第
三
節　

パ
ー
ク
ス
に
よ
る
「
第
二
の
抗
議
」

（
1
）
貿
易
独
占
の
継
続

　

明
治
三
年
三
月
、
改
め
て
「
為
替
・
通
商
両
会
社
規
則
」
が
定
め
ら
れ
た
。

　

改
定
の
趣
旨
は
、
大
阪
通
商
司
（
加
藤
通
商
大
佑
及
び
多
久
通
商
権
少
佑
）
か
ら

井
上
民
部
大
丞
へ
の
同
月
付
（
日
付
な
し
）
の
伺
い
書
の
な
か
で
、「
商
社
規
則
を

発
行
し
た
と
こ
ろ
、
外
国
人
の
疑
念
を
生
じ
さ
せ
た
条
項
が
二
、三
あ
り
、
こ
れ
ら

の
条
項
を
や
む
を
得
ず
廃
止
し
た
が
、
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
両
会
社
そ
の
も
の
が

廃
止
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
世
評
紛
々
と
な
っ
た
（
為
替
通
商
両
会
社
規
則

書
、
官
板
ニ
テ
御
発
行
相
成
候
処
、
右
之
内
、
外
国
人
其
疑
惑
ヲ
生
シ
候
処
、
二
三

箇
条
有
之
、
無
御
拠
御
場
合
ヨ
リ
御
廃
止
相
成
、
…
右
御
廃
止
相
成
候
ヨ
リ
、
万
一

両
会
社
モ
御
廃
止
相
成
候
儀
等
モ
可
有
之
哉
杯
、
世
評
紛
々
有
之
）」
と
し
、「
こ
の

こ
と
が
、
新
規
に
商
社
加
入
を
募
る
際
の
支
障
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
外
国
人
か
ら
疑

念
を
抱
か
れ
な
い
よ
う
な
形
で
、
改
め
て
規
則
を
定
め
た
い
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
）
28
（

。

　

さ
て
、
も
は
や
廃
止
と
世
評
さ
れ
る
ほ
ど
の
状
態
か
ら
の
立
て
直
し
を
図
っ
た
、

そ
の
新
た
な
改
定
規
則
自
体
を
確
認
す
る
と
）
29
（

、
通
商
会
社
規
則
は
当
初
の
全
三
十
四

条
か
ら
全
二
十
六
条
へ
、
為
替
会
社
規
則
は
全
二
十
六
条
か
ら
全
二
十
条
へ
と
、
と

も
に
条
文
の
大
幅
な
縮
小
整
理
が
な
さ
れ
た
。
外
国
人
に
関
す
る
規
定
は
、
と
り
わ

け
問
題
と
さ
れ
て
い
た
通
商
会
社
規
則
第
二
十
一
条
、
第
二
十
二
条
は
も
と
よ
り
削

除
さ
れ
、
更
に
は
外
国
人
と
の
取
引
に
お
け
る
太
政
官
札
（
金
札
）
の
強
制
流
通
を

目
指
す
同
規
則
第
三
十
一
条
、
為
替
会
社
規
則
第
二
十
条
、
第
二
十
一
条
な
ど
を
含

め
、
外
国
商
人
と
の
相
対
取
引
に
規
制
を
加
え
る
条
文
は
す
べ
て
消
去
さ
れ
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
神
戸
の
居
留
地
新
聞
は
三
月
十
六
日
（
七
〇
年
四
月
十
六
日
）、
す

な
わ
ち
、
右
の
改
定
規
則
が
公
布
さ
れ
た
頃
の
時
点
で
の
実
態
に
つ
き
、
概
ね
次
の
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よ
う
に
伝
え
て
い
る
）
30
（

。

「
通
商
〔
会
社
〕
ま
た
は
貿
易
商
社
と
い
う
独
占
の
巣
屈
は
未
だ
全
く
排
除
さ

れ
て
い
な
い
。
例
え
ば
、
外
国
商
人
へ
銅
一
梱
を
売
ろ
う
と
す
る
と
、〔
日
本

商
人
は
〕
ま
ず
通
商
〔
会
社
〕
ま
た
は
そ
の
代
理
人
か
ら
の
許
可
を
得
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
手
数
料
、
平
た
く
言
え
ば
税
金
も
支
払
わ
さ
れ
る
。
こ
れ
を
無

視
す
る
と
、
税
関
職
員
か
ら
叱
責
を
受
け
、
繰
り
返
せ
ば
投
獄
さ
れ
る
か
も
し

れ
な
い
、
と
い
う
。
パ
ー
ク
ス
卿
が
こ
の
ウ
パ
ス
の
木U

pas tree

〔
有
害
な

樹
木
〕
を
根
絶
や
し
に
し
て
く
れ
て
い
た
〔
十
一
月
・
十
二
月
の
パ
ー
ク
ス
来

阪
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
〕、
と
考
え
て
い
た
が
、
ど
う
も
そ
う
で
は
な
か
っ
た
。

こ
の
邪
悪
な
シ
ス
テ
ム
は
、
実
に
生
き
生
き
と
存
在
し
続
け
て
い
る
ら
し
い
」。

　
「
英
国
史
料
」
に
よ
れ
ば
、
六
月
十
七
日
（
七
〇
年
七
月
十
五
日
）、
こ
う
し
た
事

態
に
対
し
て
イ
ギ
リ
ス
外
交
官
が
動
い
た
。大
阪
に
い
た
領
事
代
理
エ
ン
ス
リ
ー
は
、

こ
の
時
点
で
神
戸
に
移
っ
て
い
た
ガ
ワ
ー
に
対
し
て
、
大
阪
在
住
の
イ
ギ
リ
ス
商
人

の
話
と
し
て
、「
相
対
で
取
引
し
た
日
本
商
人
が
、
こ
の
取
引
に
つ
い
て
通
商
司
へ

の
報
告
を
怠
っ
た
た
め
に
大
変
な
困
難
に
陥
っ
て
い
る
。
通
商
司
は
外
国
人
と
売
買

さ
れ
る
商
品
の
価
格
を
定
め
、
日
本
商
人
は
こ
の
価
格
に
従
う
こ
と
を
義
務
づ
け
ら

れ
て
い
る
。
価
格
は
通
商
司
の
手
元
の
品
物
の
在
庫
次
第
で
あ
る
」
と
現
地
の
状
況

を
報
告
し
た
）
31
（

。

　

六
月
二
十
八
日
（
七
〇
年
七
月
二
十
六
日
）、
ガ
ワ
ー
は
エ
ン
ス
リ
ー
の
こ
の
報

告
を
パ
ー
ク
ス
へ
伝
え
た
）
32
（

。
そ
し
て
、「
国
内
商
業
の
中
心
で
あ
る
大
阪
で
の
日
本

政
府
の
不
当
な
干
渉
と
独
占
が
根
本
か
ら
無
効
と
さ
れ
な
け
れ
ば
、
我
々
の
商
人
に

と
っ
て
の
こ
の
「
商
都
」
の
重
要
性
が
失
わ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
こ
の
国
に
お
け
る

我
々
の
利
益
全
体
が
極
め
て
深
刻
な
影
響
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
」
と
、
ガ

ワ
ー
自
身
の
危
機
感
を
付
け
加
え
た
。更
に
は
、「
外
国
商
社
の
う
ち
の
い
く
つ
か
が
、

独
占
志
向
の
通
商
会
社
と
の
取
引
を
よ
し
と
す
れ
ば
、
市
場
が
寡
占
状
態
と
な
っ
て

し
ま
う
の
で
は
な
い
か
」
と
の
懸
念
も
伝
え
た
。
イ
ギ
リ
ス
政
府
が
擁
護
す
べ
き
と

考
え
て
い
る
の
は
、
強
者
に
よ
る
独
占
・
寡
占
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
自
由
な
市

場
で
あ
っ
た
。

（
2
）
パ
ー
ク
ス
か
ら
の
「
厳
敷
掛
合
」

　

現
地
か
ら
の
報
告
を
受
け
た
パ
ー
ク
ス
は
、
七
月
十
三
日
（
七
〇
年
八
月
九
日
）、

外
務
省
を
訪
れ
、
澤
宣
嘉
外
務
卿
、
寺
島
宗
則
外
務
大
輔
に
対
し
て
抗
議
を
申
し
入

れ
た
。
イ
ギ
リ
ス
に
よ
る
「
第
二
の
抗
議
」
の
発
端
で
あ
る
。

　

こ
の
抗
議
に
つ
い
て
は
、
両
国
の
外
交
文
書
に
関
連
記
録
が
あ
る
も
の
の
、
抗
議

は
口
頭
で
あ
り
、
こ
こ
で
直
接
示
す
こ
と
が
で
き
る
正
式
書
翰
や
談
判
の
問
答
録
は

残
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
日
本
側
外
交
文
書
）
33
（

に
よ
れ
ば
、
パ
ー
ク
ス
は
こ
の
談
判

で
「
通
商
社
之
組
合
ニ
入
さ
る
も
の
へ
は
外
国
人
之
商
法
取
計
不
為
致
、
売
込
品
も

右
会
社
之
手
を
経
さ
る
者
は
売
込
不
相
成
」
と
い
う
仕
法
が
再
び
行
わ
れ
て
い
る
、

と
澤
ら
に
詰
め
寄
っ
た
。
こ
の
「
大
阪
抗
議
一
件
」
に
は
、「
厳
敷
掛
合
」
で
あ
っ
た
、

と
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
「
厳
敷
掛
合
」
を
受
け
た
即
日
の
う
ち
に
、
外
務

省
は
大
阪
通
商
司
に
対
し
て
、「
寛
裕
貿
易
」
を
心
得
る
べ
き
は
条
約
に
明
文
規
定

さ
れ
て
い
る
、
商
社
を
立
て
「
壟
断
私
有
之
権
を
奮
」
わ
せ
る
な
ど
あ
っ
て
は
な
ら

ず
、
こ
れ
が
事
実
で
あ
れ
ば
条
約
違
背
は
明
ら
か
で
あ
る
、「
即
刻
御
廃
止
」「
急
度

御
処
分
」
せ
よ
、
と
強
く
命
じ
た
。

　

一
方
の
「
英
国
史
料
」
に
よ
れ
ば
、
パ
ー
ク
ス
は
、
後
日
の
本
省
へ
の
報
告
の
な

か
で
、
談
判
及
び
そ
の
後
の
処
置
を
次
の
よ
う
に
伝
え
て
い
る
）
34
（

。

　
「
私
は
外
務
省
の
幹
部
ら
を
訪
ね
、
議
論
の
末
、
大
阪
へ
の
指
示
を
発
出
さ
せ
た
。

そ
の
指
示
は
、
私
か
ら
も
ガ
ワ
ー
氏
へ
送
り
、
大
阪
の
知
府
事
に
届
け
さ
せ
た
。
こ

の
文
書
の
ト
ー
ン
は
、
こ
れ
以
上
望
む
べ
く
も
な
い
も
の
で
、
通
商
司
は
商
社
の
行

動
を
調
査
す
る
よ
う
指
示
さ
れ
、
も
し
通
商
に
対
す
る
干
渉
が
証
明
さ
れ
れ
ば
、
商

社
を
廃
止
す
る
権
限
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
必
要
と
考
え
ら
れ
る
こ

と
は
、
こ
の
指
示
が
忠
実
に
実
行
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
」。

（
3
）
大
阪
で
の
管
掌
争
い
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こ
の
後
の
展
開
に
つ
い
て
は
、
今
度
は
「
大
阪
抗
議
一
件
」
の
な
か
に
、
特
に
日

本
政
府
内
の
政
策
調
整
の
様
子
が
克
明
に
記
さ
れ
て
い
る
）
35
（

。
こ
こ
で
は
要
点
に
絞
っ

て
そ
の
記
録
を
追
っ
て
い
く
。

　

七
月
十
三
日
付
の
外
務
省
か
ら
の
指
示
を
受
け
た
大
阪
通
商
司
は
、
こ
れ
に
対
し

て
容
易
に
返
答
し
な
か
っ
た
。
ま
た
、
大
阪
通
商
司
へ
の
指
示
を
別
途
外
務
省
か
ら

伝
え
ら
れ
て
い
た
大
阪
府
は
、
外
務
省
と
同
じ
よ
う
に
大
阪
通
商
司
に
回
答
を
求
め

て
い
た
が
、
同
通
商
司
は
そ
れ
に
も
応
じ
な
か
っ
た
。
大
阪
府
か
ら
の
再
度
の
回
答

要
求
を
受
け
て
、
七
月
二
十
九
日
、
大
阪
通
商
司
は
よ
う
や
く
府
に
対
し
て
書
翰
を

発
出
し
、
こ
の
件
に
つ
い
て
「
早
速
取
調
候
処
、
当
地
商
社
中
ニ
て
は
右
様
手
狭
之

規
則
決
て
無
之
」
と
伝
え
た
。
そ
の
書
翰
に
は
、
通
商
会
社
自
身
が
同
通
商
司
へ
提

出
し
た
「
社
中
取
扱
振
、
厳
重
御
尋
ニ
相
成
候
得
共
、
当
商
社
中
ニ
て
右
様
手
狭
之

取
行
、
毛
頭
無
御
座
候
」
と
す
る
書
面
が
添
え
ら
れ
て
い
た
。
商
人
ら
が
自
ら
証
言

し
て
い
る
と
お
り
、
他
者
の
排
除
な
ど
行
っ
て
い
な
い
、
と
大
阪
通
商
司
は
回
答
し

た
の
で
あ
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
大
阪
通
商
司
は
、
府
に
宛
て
た
右
の
書
翰
の
後
段
に
「
貿
易
商
社
ハ
貴

外
務
局
取
扱
相
成
居
候
ニ
付
、
右
規
則
当
方
ニ
は
存
不
申
候
」
と
記
し
、
通
商
会
社

を
管
掌
す
べ
き
は
大
阪
府
外
務
局
で
あ
り
、
我
が
大
阪
通
商
司
で
は
な
い
、
と
主
張

し
た
の
で
あ
っ
た
。

　

以
降
、
両
者
は
通
商
会
社
に
対
す
る
監
督
権
限
を
め
ぐ
り
、
都
合
三
往
復
の
書

翰
の
や
り
取
り
を
通
じ
て
、「
通
商
会
社
は
貴
方
の
管
掌
で
あ
る
」
と
主
張
し
合
う
、

激
し
い
「
消
極
的
」
権
限
争
い
を
演
じ
た
。

　

議
論
の
膠
着
状
態
は
八
月
十
四
日
に
解
消
し
た
。
こ
の
日
、
松
尾
寅
之
助
（
臣し
げ

善よ
し

）
通
商
大
佑
が
大
阪
を
訪
れ
）
36
（

、
そ
の
松
尾
を
交
え
て
、
大
阪
府
と
大
阪
通
商
司
が

直
談
判
を
行
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
場
で
大
阪
通
商
司
が
自
ら
の
非
を
認
め
た
の
で

あ
っ
た
。
八
月
十
六
日
に
大
阪
府
が
外
務
省
へ
報
告
し
た
書
翰
に
、
そ
の
前
々
日
の

協
議
の
様
子
が
詳
し
く
記
録
さ
れ
て
い
る
。
要
約
す
れ
ば
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

冒
頭
、
大
阪
通
商
司
は
、
当
司
が
設
置
さ
れ
る
以
前
に
通
商
会
社
へ
の
商
人
糾
合

を
率
先
し
て
い
た
大
阪
府
外
務
局
か
ら
は
、
何
ら
文
書
引
継
を
受
け
て
お
ら
ず
、
そ

う
で
あ
る
以
上
は
通
商
会
社
全
般
の
管
掌
は
、
引
き
続
き
府
で
あ
る
は
ず
、
と
こ
の

議
論
の
当
初
か
ら
の
同
通
商
司
の
主
張
を
繰
り
返
し
た
。こ
れ
に
対
し
て
大
阪
府
は
、

確
か
に
当
初
規
則
を
立
て
た
の
は
当
時
大
阪
府
に
所
属
し
た
加
藤
祐す
け
い
ち一

で
あ
っ
た

が
、
そ
の
後
、
加
藤
は
商
社
社
員
の
名
簿
を
持
参
し
て
通
商
司
支
署
へ
移
り
、
社
員

の
追
加
が
あ
れ
ば
通
商
司
か
ら
府
へ
通
知
を
も
ら
っ
て
い
る
。
ま
し
て
、
加
藤
は
商

社
社
員
か
ら
の
身
元
金
一
切
を
持
っ
て
通
商
司
支
署
へ
異
動
し
た
の
だ
か
ら
、
現
在

の
管
掌
が
通
商
司
で
あ
る
こ
と
は
自
明
で
あ
る
、
と
応
じ
た
（「
右
商
社
之
儀
、
元

来
外
国
局
ニ
て
、
外
開
港
場
同
様
取
起
シ
、
加
藤
祐
一
掛
リ
ニ
て
諸
事
規
則
相
立
テ

居
候
、
貴
通
商
司
御
取
立
相
成
リ
、
其
節
加
藤
は
通
商
司
役
員
へ
転
職
ニ
て
、
旧
来

之
如
ク
貿
易
社
取
扱
掛
リ
ニ
て
、
其
社
中
よ
り
差
出
居
候
身
元
金
并
名
前
帳
等
取
固

メ
、
通
商
司
へ
加
藤
持
参
い
た
し
、
其
後
、
社
中
へ
加
入
之
者
有
之
節
は
、
時
々
名

前
も
通
達
有
之
候
事
故
、
別
段
受
取
渡
之
書
類
は
無
之
候
と
も
、
右
ニ
て
通
商
司
管

轄
之
儀
は
判
然
」）。

　

や
り
取
り
の
末
、
や
が
て
大
阪
通
商
司
は
、
実
は
通
商
会
社
に
対
し
て
行
う
べ
き

監
督
を
怠
っ
て
い
た
、
と
自
ら
の
非
を
認
め
た
。
い
わ
く
、
通
商
司
は
人
も
規
則
も

一
定
せ
ず
何
事
も
貫
徹
で
き
な
い
、
そ
の
た
め
先
般
は
、
貿
易
商
社
の
こ
と
は
知
ら

ぬ
と
返
答
し
た
、
し
か
し
貿
易
商
社
が
外
国
人
と
の
取
引
に
干
渉
し
て
い
た
件
は
、

そ
の
後
、
先
の
七
月
十
三
日
の
外
務
省
か
ら
の
指
示
を
受
け
て
廃
止
さ
せ
た
、
民
蔵

分
離
問
題
〔
第
三
章
で
改
め
て
扱
う
〕
の
た
め
通
商
司
は
混
乱
し
て
い
る
、
つ
い
て

は
貿
易
商
社
の
こ
と
は
府
が
所
管
し
て
く
れ
な
い
か
。
通
商
司
は
府
へ
そ
の
よ
う
に

要
請
し
た
。
府
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
五
厘
銀
の
取
立
て
）
37
（

だ
け
は
担
当
す
る
、
と
応

答
し
た
。

　

こ
の
八
月
十
四
日
の
協
議
の
四
日
後
、
右
の
直
談
判
の
結
論
が
文
書
で
確
認
さ
れ

た
。
す
な
わ
ち
八
月
十
八
日
、
大
阪
通
商
司
は
府
に
宛
て
て
、
こ
れ
ま
で
三
回
の
往

復
書
翰
で
は
「
意
味
の
取
り
違
え
」
が
あ
っ
た
、
し
か
し
十
四
日
の
協
議
で
事
が
明
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瞭
に
な
っ
た
（「
其
意
味
了
解
難
致
廉
も
有
之
、
察
候
処
、
双
方
書
中
意
味
違
之
儀

可
有
之
、
…
右
意
味
違
之
廉
、
明
了
相
成
候
」）、
と
し
、
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
の
往

復
書
翰
は
取
り
消
し
、
協
議
を
踏
ま
え
て
次
の
と
お
り
両
者
の
管
掌
を
定
め
た
い
、

と
し
た
。

・
商
業
振
興
一
般
及
び
貿
易
商
社
を
含
む
通
商
会
社
の
監
督
は
大
阪
通
商
司
が
担
当

す
る
（「
町
人
共
商
社
ヲ
結
、
手
広
ニ
商
業
為
相
営
益
、
商
社
ヲ
盛
ニ
致
候
仕
組
、

大
体
之
詮
議
ハ
、
当
司
ニ
て
可
致
候
」）。

・
法
令
に
基
づ
く
貿
易
規
制
及
び
五
厘
金
取
立
は
大
阪
府
が
担
当
す
る
（「
於
当
港

外
国
貿
易
筋
ニ
付
て
、
抜
荷
密
売
等
取
締
、
五
厘
金
取
立
会
所
等
之
儀
ハ
、
従
前

之
通
、
其
外
務
局
ニ
て
御
取
扱
有
之
度
」）。

　

こ
の
合
意
は
政
府
中
央
に
伝
え
ら
れ
、
両
社
に
よ
る
管
掌
争
い
は
落
着
し
た
。

　

以
上
、「
大
阪
抗
議
一
件
」
の
記
録
か
ら
は
、
明
治
三
年
七
月
十
三
日
の
パ
ー
ク

ス
の
抗
議
申
入
れ
に
端
を
発
し
た
、大
阪
府
と
大
阪
通
商
司
の
管
掌
争
い
の
流
れ
を
、

そ
の
細
か
な
陰
影
に
至
る
ま
で
把
握
で
き
る
。
し
か
し
本
稿
の
文
脈
で
確
認
す
べ
き

は
、
そ
う
し
た
論
争
の
詳
細
で
は
な
い
。
こ
こ
で
重
要
な
こ
と
は
、
右
の
記
録
の
ご

と
く
、
大
阪
通
商
司
が
通
商
会
社
へ
の
監
督
を
懈
怠
し
て
い
た
事
実
か
ら
す
れ
ば
、

ど
う
や
ら
、
大
阪
で
の
通
商
会
社
に
よ
る
貿
易
独
占
は
継
続
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が

濃
厚
な
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
明
治
三
年
三
月
に
居
留

地
新
聞
が
報
じ
、
六
月
に
イ
ギ
リ
ス
外
交
官
が
認
知
し
た
と
こ
ろ
の
こ
う
し
た
状
況

を
、
我
々
は
「
大
阪
抗
議
一
件
」
の
記
録
を
も
っ
て
重
ね
て
確
認
で
き
る
、
と
考
え

て
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

　

通
商
会
社
・
貿
易
商
社
に
対
す
る
七
月
十
三
日
の
パ
ー
ク
ス
か
ら
の
「
第
二
の
抗

議
」
は
、
明
治
政
府
編
纂
史
料
で
の
叙
述
や
先
行
研
究
の
認
識
と
は
異
な
り
、
十
分

に
根
拠
が
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
）
38
（

。

第
四
節　

通
商
司
問
題
の
後
景
化

　

大
阪
で
の
通
商
司
政
策
を
め
ぐ
る
両
国
外
交
文
書
の
記
録
は
、
以
上
で
ほ
ぼ
終
了

す
る
。
両
者
の
大
阪
で
の
係
争
は
、
他
の
事
案
、
例
え
ば
居
留
地
の
警
衛
官
員
が
貿

易
品
検
査
に
関
与
し
て
い
た
と
疑
わ
れ
る
件
、
あ
る
い
は
外
国
商
社
が
雇
い
入
れ
た

日
本
人
へ
現
地
当
局
が
不
要
な
詮
索
を
加
え
た
と
疑
わ
れ
る
件
な
ど
、
な
お
多
岐
に

わ
た
っ
て
継
続
さ
れ
て
い
く
。
し
か
し
、
通
商
司
を
め
ぐ
る
や
り
取
り
は
、
七
月

十
三
日
の
「
厳
敷
掛
合
」
に
端
を
発
し
た
に
し
て
は
、
明
確
な
決
着
が
図
ら
れ
る
こ

と
な
く
徐
々
に
後
景
化
し
て
い
く
。
こ
の
こ
と
は
、
こ
の
時
点
で
重
な
り
合
っ
て
い

た
新
潟
の
動
き
と
関
連
さ
せ
て
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
新
潟
へ
は
、
七
月
中
旬
、

通
商
正
の
中
島
信
行
が
現
地
通
商
司
を
撤
退
さ
せ
る
た
め
に
乗
り
込
ん
で
い
た
。
中

央
の
意
思
に
服
さ
な
い
現
地
官
員
は
強
制
的
に
で
も
排
除
す
る
、
と
い
う
明
治
政
府

の
姿
勢
は
、
す
で
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
パ
ー
ク
ス
は
こ
の
後
の
八

月
三
日
の
澤
外
務
卿
と
の
談
判
で
も
、
政
府
中
央
の
強
い
姿
勢
を
確
認
し
て
い
た
。

こ
の
点
は
、
第
三
章
（
四
九
一
頁
）
で
改
め
て
扱
う
。

　

一
方
、
大
阪
府
は
、
八
月
十
四
日
の
協
議
で
、
商
業
一
般
及
び
通
商
会
社
の
管
掌

は
大
阪
通
商
司
、
と
し
た
も
の
の
、
そ
の
大
阪
通
商
司
へ
の
不
信
感
か
ら
で
あ
ろ
う

か
、
本
件
を
同
司
任
せ
と
し
て
は
い
な
か
っ
た
。
同
年
十
月
十
二
日
、
大
阪
府
は
次

の
布
告
を
発
し
た
）
39
（

。

「
新
規
ノ
商
業
其
外
ト
モ
、
先
々
当
府
ヘ
願
出
、
見
届
印
ヲ
受
候
上
、
通
商
司

ヘ
可
罷
出
、
以
来
当
府
ヘ
無
断
、
彼
司
ヘ
願
出
候
義
、
不
相
成
事
」

　

新
た
に
商
業
な
ど
を
営
む
こ
と
を
希
望
す
る
者
は
、
通
商
司
へ
直
接
そ
の
届
け
出

を
す
る
の
で
は
な
く
、
府
を
経
由
す
べ
し
、
と
し
た
こ
の
布
告
は
、
外
国
貿
易
商
社

に
限
っ
て
の
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
布
告
の
時
期
か
ら
す
れ
ば
、
イ
ギ

リ
ス
か
ら
の
度
重
な
る
強
い
「
外
圧
」
に
対
応
し
て
、
結
局
は
、
府
自
ら
が
、
貿
易

商
社
を
含
め
た
既
存
商
人
ら
の
恣
意
を
監
視
で
き
る
手
続
き
的
流
れ
を
整
え
た
、
と

筆
者
は
捉
え
る
。

　

も
っ
と
も
、
大
阪
商
人
の
独
占
傾
向
は
一
片
の
、
あ
る
い
は
数
片
の
布
告
を
も
っ

て
解
消
す
る
ほ
ど
淡
白
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
株
仲
間
は
そ
の
後
も
残
存
し
、
明

治
五
年
四
月
十
七
日
の
布
告
に
よ
っ
て
一
応
の
実
質
的
解
消
に
至
っ
た
、
と
さ
れ
る
）
40
（

。



[大阪通商司と「外圧」の実相]……青柳正俊

483

❷
大
阪
で
の
経
緯
の
舞
台
裏

第
一
節　

イ
ギ
リ
ス
側
の
舞
台
裏

（
1
）「
大
阪
商
社
規
則
」
へ
の
注
目

　

さ
て
、
前
章
第
一
節
（
四
七
六
頁
）
で
示
し
た
と
お
り
、
大
阪
で
の
通
商
司
政
策

に
対
す
る
イ
ギ
リ
ス
か
ら
の
抗
議
は
、
明
治
二
年
九
月
、
領
事
ガ
ワ
ー
が
「
大
阪
商

社
規
則
」
の
条
文
に
注
目
し
、
そ
の
真
意
を
す
か
さ
ず
日
本
側
に
質
し
た
こ
と
が
発

端
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
筆
者
が
す
で
に
考
察
し
た
新
潟
に
お
い
て
は
、
現
地
で
の

騒
動
が
実
際
に
か
な
り
進
展
し
て
か
ら
領
事
代
理
ト
ゥ
ル
ー
プ
が
抗
議
に
及
ん
だ
の

と
は
若
干
事
情
が
異
な
る
）
41
（

。「
大
阪
商
社
規
則
」の
規
定
ぶ
り
は
、そ
れ
自
体
が
際
立
っ

て
い
た
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
「
大
阪
商
社
規
則
」
に
対
す
る
ガ
ワ
ー
の
否
定
的
見
解
は
、
公
使
パ
ー
ク
ス
に
も

共
有
さ
れ
た
。
同
年
十
一
月
、
ガ
ワ
ー
か
ら
同
規
則
の
英
訳
を
受
け
取
っ
た
パ
ー
ク

ス
は
、
本
省
に
対
し
て
「
会
社
規
則
を
読
み
、
私
は
、
こ
の
規
則
の
一
部
は
貿
易
へ

の
著
し
い
妨
害
を
意
図
し
た
も
の
で
あ
り
、
条
約
が
す
で
に
外
国
人
に
与
え
て
い
る

自
由
に
対
す
る
侵
害
と
し
て
抗
議
す
べ
き
も
の
、
と
見
て
と
っ
た
」
と
記
し
、
問
題

あ
り
と
す
る
具
体
的
な
条
文
と
し
て
、
通
商
会
社
規
則
の
第
二
十
一
条
、
第
二
十
二

条
な
ど
を
挙
げ
て
い
る
）
42
（

。

　

そ
れ
で
は
、
パ
ー
ク
ス
と
ガ
ワ
ー
が
注
目
し
た
「
大
阪
商
社
規
則
」
に
は
、
全
体

と
し
て
ど
の
よ
う
な
特
徴
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
イ
ギ
リ
ス
側
の
舞
台
裏
に
立
ち

入
る
の
に
先
立
っ
て
、
こ
の
点
を
ま
ず
確
認
し
て
お
こ
う
。

　
「
大
蔵
省
沿
革
志
」
は
、
明
治
二
年
七
月
に
草
定
さ
れ
た
為
替
会
社
・
通
商
会
社

の
社
則
を
記
録
す
る
）
43
（

。
こ
の
「
草
定
社
則
」
は
、
条
文
規
定
ぶ
り
か
ら
し
て
、
全
国

を
視
野
に
置
き
つ
つ
、
東
京
本
社
の
運
営
を
主
眼
に
置
い
て
練
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ

た
。
す
な
わ
ち
、
例
え
ば
為
替
会
社
の
「
草
定
社
則
」
に
は
、
横
浜
・
新
潟
・
箱
館

に
は
東
京
為
替
会
社
の
支
社
を
開
設
し
、
神
戸
・
長
崎
に
は
大
阪
為
替
会
社
の
支
社

を
開
設
す
る
、
と
あ
り
（
第
二
十
四
条
）、
他
に
、
横
浜
港
に
為
替
会
社
・
通
商
会

社
を
開
設
す
る
、と
横
浜
の
こ
と
だ
け
が
特
に
別
に
定
め
ら
れ
て
い
る（
第
十
九
条
）。

通
商
会
社
の
社
則
で
も
、
そ
の
第
一
条
に
は
「
東
京
并
ニ
近
国
ノ
商
売
ノ
開
市
場
ニ

於
テ
商
業
ヲ
営
為
セ
ン
ト
欲
ス
ル
者
ヲ
シ
テ
結
社
同
盟
シ
…
」
と
あ
る
他
、
特
に
東

京
本
社
と
横
浜
支
社
の
あ
い
だ
の
金
銭
融
通
の
こ
と
だ
け
が
定
め
ら
れ
て
い
る
（
第

十
一
条
）。

　

そ
の
「
草
定
社
則
」
と
同
年
八
月
の
「
大
阪
商
社
規
則
」
と
を
比
較
し
て
み
る
と
、

為
替
会
社
に
関
し
て
は
、
前
者
・
後
者
と
も
全
二
十
六
条
で
あ
り
、
各
条
文
の
内
容

に
大
き
な
違
い
は
な
い
。
と
こ
ろ
が
通
商
会
社
に
関
し
て
は
、
前
者
全
二
十
四
条
に

対
し
て
後
者
全
三
十
四
条
と
、
条
文
数
が
大
幅
に
増
え
、
ま
た
内
容
的
に
も
書
き
ぶ

り
の
修
正
や
条
文
順
序
の
入
れ
替
え
な
ど
が
多
く
認
め
ら
れ
る
。
大
阪
の
通
商
会
社

規
則
は
、
七
月
の
「
草
定
社
則
」
を
基
に
、
独
自
に
大
幅
に
加
筆
さ
れ
た
、
と
い
う

事
情
を
見
て
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
に
は
、
加
え
て
、
明
治
二
年
十
一
月
の
ガ

ワ
ー
と
の
談
判
（
四
七
八
頁
）
に
お
い
て
山
口
が
述
べ
た
よ
う
に
、「
大
阪
商
社
規

則
は
江
戸
の
官
員
が
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
」
と
い
っ
た
事
情
も
、
併
せ
勘
案

す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

そ
の
「
大
阪
商
社
規
則
」
の
中
の
通
商
会
社
規
則
で
は
、
会
社
は
国
内
流
通
に
関

す
る
多
く
の
業
種
を
包
含
す
る
大
掛
か
り
な
も
の
と
さ
れ
、
か
つ
、
本
規
則
に
基
づ

く
結
社
は
、
新
規
営
業
の
他
者
を
排
除
す
る
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
が
明
示
さ

れ
て
い
た
。

　

す
な
わ
ち
、
大
阪
通
商
会
社
は
、
ま
ず
何
よ
り
も
、
商
品
（
米
、
呉
服
な
ど
）
ご

と
に
組
織
さ
れ
る
大
阪
市
中
の
数
多
く
の
商
社
の
設
立
を
前
提
と
し
て
お
り
、
こ
れ

に
加
え
て
、
外
国
と
の
輸
出
入
品
を
扱
う
外
国
貿
易
商
社
、
及
び
諸
国
諸
税
品
売

揃
を
総
括
す
る
も
の
と
さ
れ
た
（
第
二
条
、
第
十
九
条
）。
ま
た
、
商
社
加
入
は
何

人
も
自
由
で
あ
り
、
か
つ
強
制
で
は
な
い
（
第
二
条
、
第
二
十
条
）、
と
さ
れ
た
が
、

そ
の
一
方
で
、
前
章
で
叙
述
し
た
と
お
り
、
市
中
で
新
た
な
業
種
を
営
む
場
合
に
は
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通
商
会
社
に
申
し
出
る
べ
き
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
（
第
二
十
一
条
）、
ま
た
、
貿

易
商
社
に
加
入
し
な
い
者
の
貿
易
関
与
は
、
す
べ
て
禁
じ
ら
れ
た
（
第
二
十
二
条
）。

　

一
方
の
、「
大
蔵
省
沿
革
志
」
が
掲
載
す
る
「
草
定
社
則
」
に
お
い
て
は
、
そ
も

そ
も
が
、
外
国
貿
易
に
係
る
結
社
の
み
が
謳
わ
れ
て
お
り
、
市
中
す
べ
て
の
商
業
を

対
象
と
す
る
も
の
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、「
大
阪
商
社
規
則
」
の
第
二
条
、
第

十
九
条
に
相
当
す
る
も
の
は
全
く
な
い
。
ま
た
、
同
じ
く
「
大
阪
商
社
規
則
」
の
第

二
十
一
条
、
第
二
十
二
条
に
相
当
す
る
も
の
も
な
い
）
44
（

。
条
文
の
ほ
と
ん
ど
は
、
会
社

組
織
の
幹
部
・
社
員
体
制
、
議
決
方
法
、
拠
出
金
分
担
、
社
内
貸
付
金
、
等
に
つ
い

て
の
規
定
で
あ
り
、
さ
ら
に
は
、
東
京
本
社
に
関
す
る
事
務
処
理
が
詳
し
く
定
め
ら

れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
比
較
か
ら
す
れ
ば
、「
大
阪
商
社
規
則
」
は
、
商
品
ご
と
の
問
屋
仲
間

（
株
仲
間
）
の
存
在
と
、
そ
れ
ら
が
形
成
す
る
強
固
に
排
他
的
な
商
業
秩
序
、
あ
る

い
は
全
国
諸
藩
の
蔵
屋
敷
を
通
じ
た
商
品
流
通
の
結
節
点
と
し
て
の
機
能
、
と
い
っ

た
大
阪
の
事
情
に
対
応
し
、
か
つ
、
貿
易
に
と
ど
ま
ら
ず
市
中
の
商
業
全
体
に
か
か

る
、
大
き
な
枠
組
み
の
も
の
で
あ
っ
た
、
と
い
う
特
徴
を
有
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か

る
。
商
業
全
体
を
包
含
す
る
、
そ
の
枠
組
み
を
背
景
と
し
て
、
既
存
の
商
人
ら
が
排

他
的
に
貿
易
を
営
む
、
と
い
う
仕
組
み
で
あ
っ
た
。「
大
阪
商
社
規
則
」
の
策
定
者

が
創
案
し
た
そ
う
し
た
独
自
性
が
、
ガ
ワ
ー
の
、
そ
し
て
パ
ー
ク
ス
の
こ
の
規
則
へ

の
注
目
を
招
来
し
、
抗
議
を
呼
び
込
ん
だ
。

　
「
英
国
史
料
」
を
確
認
す
れ
ば
、
イ
ギ
リ
ス
は
、「
大
阪
商
社
規
則
」
の
中
の
通
商

会
社
規
則
の
第
二
十
二
条
と
同
じ
ほ
ど
に
、
同
第
二
十
一
条
を
問
題
視
し
て
い
た
、

と
い
う
こ
と
を
、筆
者
は
改
め
て
強
調
し
て
お
き
た
い
。こ
の
二
つ
の
条
文
が
相
ま
っ

て
、
通
商
会
社
は
貿
易
の
完
全
独
占
を
目
論
む
巨
大
な
装
置
、
と
み
な
さ
れ
た
の
で

あ
る
。

（
2
）
イ
ギ
リ
ス
に
よ
る
二
つ
の
調
査

　

さ
て
、「
英
国
史
料
」
か
ら
は
、
お
そ
ら
く
は
そ
う
し
た
「
大
阪
商
社
規
則
」
へ

の
注
目
を
契
機
と
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
が
日
本
の
商
業
に
つ
い
て
調
査
に
及
ん
だ
こ
と

が
確
認
で
き
る
。
明
治
二
年
末
以
降
、「
大
阪
商
社
規
則
」
が
改
廃
さ
れ
て
い
く
時

期
と
並
行
し
て
、
そ
の
成
果
が
表
れ
て
い
た
。

　

イ
ギ
リ
ス
に
よ
る
調
査
の
一
つ
は
、
大
阪
に
お
け
る
商
業
全
般
の
あ
り
よ
う
で

あ
っ
た
。
一
八
七
〇
年
三
月
（
明
治
三
年
二
月
）、
公
使
館
員
ア
ス
ト
ン
は
「
大
阪

の
商
業
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
」
と
題
し
た
報
告
書
を
作
成
し
た
）
45
（

。
報

告
書
は
か
な
り
の
長
文
で
あ
る
が
、
そ
の
中
心
で
あ
る
株
仲
間
の
実
態
に
関
す
る
部

分
を
か
い
つ
ま
ん
で
ま
と
め
る
と
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

「
大
阪
の
商
業
シ
ス
テ
ム
の
第
一
の
特
徴
は
「
問ト
イ
ヤ屋
（T

oiya

）」
と
呼
ば

れ
る
卸
売
業
で
あ
る
。
卸
の
商
人
は
業
種
ご
と
に
「
問
屋
仲
間
（T

oiya 

N
akam

a

）」
ま
た
は
「
問
屋
の
組
（T

oiya no K
um
i

）」
と
い
う
、
ギ
ル
ド

（guild

）
と
訳
し
う
る
も
の
を
形
成
し
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
取
引
の
た
め
の

規
則
、
す
な
わ
ち
取
扱
手
数
料
及
び
商
品
保
管
料
の
率
の
ほ
か
、
取
引
の
た
め

の
会
合
の
日
な
ど
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
規
則
の
違
反
者
は
、
法
に
よ
っ
て
罰

せ
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
が
、
他
の
仲
間
構
成
員
と
の
取
引
か
ら
排
除
さ
れ
る
。

ギ
ル
ド
構
成
員
は
、
ギ
ル
ド
内
の
ビ
ジ
ネ
ス
、
特
に
役
所
と
の
折
衝
を
総
括
す

る
た
め
の
「
行
司
（Gioji

）」
を
交
代
で
つ
と
め
る
。
そ
の
任
期
は
ギ
ル
ド
に

よ
り
、
ひ
と
月
か
ら
一
年
で
あ
る
。

　

問
屋
仲
間
は
、
従
来
、
各
々
の
仲
間
が
定
め
て
い
る
主
な
宿
屋
の
一
室
に
お

い
て
会
合
を
行
う
の
が
常
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
ミ
カ
ド
政
府
は
、
昨
年
半
ば

か
ら
、
中
之
島
に
あ
る
通
商
司
（Finance D

epartm
ent

）
の
建
物
付
近
に

こ
の
会
合
の
た
め
の
建
物
を
設
け
、
そ
こ
で
会
合
す
る
こ
と
を
強
制
し
た
。
ミ

カ
ド
政
府
の
経
済
政
策
に
と
っ
て
、
こ
れ
は
重
要
な
ス
テ
ッ
プ
で
あ
っ
た
。

　

大
阪
に
は
五
十
九
の
ギ
ル
ド
が
存
在
す
る
。
こ
の
独
占
シ
ス
テ
ム
へ
の
加
入

権
は
「
株K

abu

」
と
呼
ば
れ
る
。
ギ
ル
ド
へ
の
新
規
加
入
は
、
他
の
ギ
ル
ド

構
成
員
に
よ
る
承
認
及
び
多
額
の
支
払
い
に
よ
っ
て
可
能
と
な
る
。〔
本
報
告

書
に
は
、
五
十
九
のO

saka Guilds

（
株
仲
間
）
の
名
称
と
株
数
上
限
が
掲
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載
さ
れ
て
い
る
。〕

　

こ
の
よ
う
な
独
占
は
、
大
君
政
府
に
よ
っ
て
黙
認
さ
れ
て
き
た
。
廃
止
さ
れ

た
こ
と
も
あ
っ
た
の
だ
が
、
生
命
力
が
旺
盛
な
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
す
ぐ
に
復
活

し
た
。
長
い
あ
い
だ
の
慣
習
に
よ
り
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
日
本
の
商
人
に
と
っ

て
、
そ
れ
以
外
の
あ
り
方
は
ほ
と
ん
ど
考
え
ら
れ
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
た
。

一
八
六
八
年
の
革
命
以
降
、
ミ
カ
ド
政
府
は
強
い
力
を
発
揮
し
て
こ
れ
を
廃
止

し
た
が
、
い
く
つ
か
の
ギ
ル
ド
は
首
尾
よ
く
維
持
さ
れ
て
き
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
株
シ
ス
テ
ム
の
廃
止
、
中
之
島
で
の
会
合
の
強
制
、
さ
ら
に
は
巨

大
な
貿
易
会
社
の
設
立
な
ど
、ミ
カ
ド
政
府
に
よ
る
新
た
な
商
業
シ
ス
テ
ム
は
、

大
阪
商
人
の
あ
い
だ
の
大
き
な
不
満
の
種
と
な
っ
て
い
る
」。

　

イ
ギ
リ
ス
に
よ
る
調
査
の
も
う
一
つ
は
、
日
本
に
お
け
る
近
代
的
経
済
思
想
の
普

及
の
把
握
で
あ
っ
た
。
パ
ー
ク
ス
は
、
七
〇
年
三
月
三
十
一
日
（
明
治
三
年
二
月

三
十
日
）
付
の
本
省
へ
の
公
信
に
、
当
時
の
代
表
的
な
経
済
啓
蒙
書
で
あ
る
加
藤
祐

一
著
『
交
易
心
得
草 

前
編
』
及
び
加
藤
弘
蔵
（
弘
之
）
著
『
交
易
問
答
』
を
英
訳

し
活
字
化
し
た
小
冊
子
二
編
を
添
付
し
て
い
た
）
46
（

。そ
の
う
ち
の『
交
易
心
得
草 

前
編
』

は
、
公
使
館
員
ア
ス
ト
ン
に
よ
る
翻
訳
で
あ
っ
た
）
47
（

。
当
然
な
が
ら
、
パ
ー
ク
ス
か
ら

の
調
査
指
示
が
想
定
で
き
よ
う
。

　

こ
れ
ら
の
著
作
物
は
、
西
洋
経
済
思
想
の
普
及
と
実
践
に
向
け
た
、
曙
光
期
の
指

南
書
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。『
交
易
心
得
草 

前
編
』
は
明
治
元
年

十
二
月
に
、『
交
易
問
答
』
は
明
治
二
年
四
月
に
、
各
々
上
梓
さ
れ
た
。
外
国
と
交

易
を
行
う
こ
と
の
利
害
を
論
じ
、
結
論
と
し
て
積
極
的
に
外
国
交
易
に
取
り
組
む
重

要
性
を
強
調
す
る
、
と
い
う
点
で
両
書
は
共
通
す
る
。『
交
易
問
答
』
が
保
守
的
人

物
と
開
明
的
人
物
と
の
対
話
形
式
を
と
っ
て
、
現
状
に
安
住
せ
ず
交
易
に
よ
る
発
展

の
道
を
切
り
開
い
て
い
く
こ
と
の
利
点
を
、
読
者
に
対
し
て
心
構
え
の
よ
う
に
説
い

た
の
に
対
し
、『
交
易
心
得
草 

前
編
』
は
、
そ
の
外
国
交
易
を
行
う
た
め
に
必
要
な

経
済
単
位
で
あ
る
会
社
及
び
銀
行
に
つ
い
て
詳
し
く
解
説
し
、
進
む
べ
き
具
体
的
な

手
段
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
。

　

パ
ー
ク
ス
は
、
大
阪
で
の
通
商
司
政
策
を
め
ぐ
る
係
争
と
並
行
し
て
、
こ
の
よ
う

な
情
報
収
集
を
行
っ
て
い
た
。

（
3
）
パ
ー
ク
ス
の
分
析
と
評
価

　

そ
う
し
た
情
報
に
基
づ
い
て
パ
ー
ク
ス
が
加
え
た
分
析
は
、彼
が
七
〇
年
四
月（
明

治
三
年
三
月
）
に
本
省
に
対
し
て
行
っ
た
、
大
阪
通
商
司
に
関
す
る
報
告
の
な
か
の

次
の
見
解
表
明
に
端
的
に
示
さ
れ
て
い
る
）
48
（

。

「
こ
の
企
て
〔
通
商
会
社
の
活
動
〕
は
官
庁
が
基
と
な
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
形

跡
が
あ
り
、
私
は
、
ア
ス
ト
ン
の
助
力
を
得
て
、
両
会
社
規
則
は
大
阪
府
の

あ
る
官
員
に
よ
っ
て
策
定
さ
れ
た
、
と
い
う
こ
と
を
確
認
で
き
た
。
こ
の
官

員
は
、
私
が
先
月
三
十
一
日
付
の
公
信
で
送
付
し
た
『Scattered Rem

arks 

on Com
m
erce

』〔
交
易
心
得
草
〕
と
い
う
小
冊
子
を
著
し
た
者
で
あ
る
。
こ

の
小
冊
子
は
通
商
に
関
す
る
近
代
的
な
考
え
の
表
明
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
、

そ
こ
で
の
言
辞
及
び
議
論
の
大
部
分
は
高
い
評
価
に
値
す
る
も
の
で
あ
る
。
し

か
し
こ
の
書
き
手
は
、
お
そ
ら
く
は
商
業
に
つ
い
て
の
経
験
不
足
か
ら
、
通
商

組
織
を
ど
の
よ
う
に
設
立
し
運
用
す
べ
き
か
に
つ
い
て
誤
っ
た
見
方
を
し
て
い

る
、
と
い
う
こ
と
も
容
易
に
見
て
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
小
冊
子
及
び

両
会
社
規
則
か
ら
す
る
と
、
彼
が
属
す
る
政
府
内
の
一
派
の
目
的
は
、
大
阪
の

商
業
シ
ス
テ
ム
を
形
成
し
て
き
た
問
屋
な
い
し
ギ
ル
ド
を
、
小
冊
子
の
著
者
が

設
立
を
提
案
す
る
新
た
な
組
織
に
置
き
換
え
よ
う
と
い
う
こ
と
な
の
か
も
し
れ

な
い
」。（
傍
点
は
本
稿
筆
者
）

　

パ
ー
ク
ス
は
商
業
に
関
す
る
二
つ
の
秩
序
、
す
な
わ
ち
株
仲
間
に
見
ら
れ
る
近
世

的
シ
ス
テ
ム
と
、
経
済
啓
蒙
書
が
目
指
す
西
洋
モ
デ
ル
の
近
代
的
シ
ス
テ
ム
と
の
せ

め
ぎ
合
い
を
冷
静
に
把
握
し
て
い
た
。『
交
易
心
得
草 

前
編
』
が
示
す
方
向
性
を
日

本
政
府
が
意
図
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
努
力
は
評
価
に
値
す
る
も
の
で
あ
っ

た
。
し
か
し
現
実
に
は
、
大
阪
で
は
当
面
の
具
体
的
方
策
と
し
て
、
既
存
ギ
ル
ド

（
株
仲
間
）を
活
用
し
、あ
る
い
は
そ
れ
を
更
に
強
化
す
る
方
向
へ
踏
み
出
し
て
い
る
、
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と
パ
ー
ク
ス
は
捉
え
た
。
こ
う
し
た
「
巨
大
な
独
占
」
の
試
み
が
、
パ
ー
ク
ス
が
認

識
し
た
現
実
の
通
商
司
政
策
で
あ
っ
た
。

第
二
節　

日
本
側
の
舞
台
裏

（
1
）
政
府
内
急
進
派
と
通
商
司

　
『
交
易
心
得
草 

前
編
』
で
は
正
し
い
方
向
を
示
し
な
が
ら
、
経
験
不
足
に
由
来
す

る
過
誤
に
よ
っ
て
別
の
方
向
へ
進
ん
で
い
る
、
と
パ
ー
ク
ス
が
み
な
し
た
日
本
側
の

事
情
に
つ
い
て
、
改
め
て
通
商
司
政
策
の
成
り
立
ち
か
ら
確
認
し
て
い
こ
う
。

　

明
治
政
府
の
通
商
政
策
は
、慶
応
四
年
閏
四
月
に
設
立
さ
れ
た
商
法
司
に
始
ま
り
、

や
が
て
通
商
司
が
こ
れ
を
引
き
継
い
だ
。
明
治
二
年
二
月
に
設
置
さ
れ
た
通
商
司

は
、
当
初
は
外
国
官
の
も
と
に
あ
り
、
同
年
五
月
に
は
会
計
官
へ
と
移
管
さ
れ
た
）
49
（

。

商
法
司
に
お
い
て
も
、
ま
た
外
国
官
の
も
と
で
も
成
績
が
上
が
ら
な
か
っ
た
通
商
政

策
は
、
政
府
内
急
進
派
が
主
導
権
を
執
る
会
計
官
の
も
と
で
、
そ
の
本
格
的
な
取
組

が
着
手
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
）
50
（

。
端
的
に
は
、
通
商
司
は
、
急
進
派
の
若
手
官
僚
ら
に

よ
る
、
や
や
突
出
し
た
政
策
企
図
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
前
章
第
三
節

（
四
八
一
頁
）
で
登
場
し
た
松
尾
が
、
後
年
に
な
っ
て
「
通
商
司
の
権
限
…
と
い
ふ

も
の
は
、
通
商
司
に
附
せ
ら
れ
た
の
で
は
な
く
し
て
、
殆
ん
ど
伊
藤
、
井
上
…
…
私

は
其
中
に
山
口
が
入
っ
て
居
る
と
思
ふ
が
、其
三
人
に
委
任
せ
ら
れ
た
や
う
に
思
ふ
。

マ
ア
、
伊
藤
、
井
上
両
公
が
主
唱
せ
ら
れ
て
、
や
は
り
山
口
が
、
固
よ
り
同
論
だ
っ

た
の
で
せ
う
、
委
任
せ
ら
れ
た
の
は
、
三
人
に
委
任
せ
ら
れ
た
と
云
ふ
こ
と
に
聞
い

て
居
る
」
と
述
懐
し
て
い
る
）
51
（

。

　

そ
の
通
商
司
に
は
、
ま
も
な
く
、
商
業
全
般
・
金
融
・
間
接
税
な
ど
広
範
な
政
策

領
域
が
任
せ
ら
れ
た
（
同
年
六
月
）。
ま
た
、
政
府
の
組
織
改
正
（「
職
員
令
」、
同

年
七
月
）
に
よ
っ
て
、
通
商
司
の
所
管
は
さ
ら
に
民
部
省
へ
と
移
さ
れ
た
。
民
部
省

は
大
蔵
省
と
事
実
上
合
併
し
（
同
年
八
月
）、
両
省
は
卿
・
大
少
輔
ら
が
兼
任
と
な
っ

た
。
こ
う
し
て
、大
隈
重
信
（
民
部
・
大
蔵
大
輔
）・
伊
藤
（
民
部
・
大
蔵
少
輔
）
ら
は
、

広
大
な
権
限
の
も
と
、
周
囲
か
ら
の
少
な
か
ら
ぬ
反
発
を
よ
そ
に
、
急
速
な
文
明
開

化
を
志
向
す
る
諸
施
策
を
推
し
進
め
て
い
た
。

　

通
商
司
に
関
し
て
は
、
東
京
通
商
司
に
は
伊
藤
、
横
浜
通
商
司
に
は
五
代
、
大
阪

通
商
司
に
は
井
上
・
山
口
が
配
置
さ
れ
た
）
52
（

。
彼
ら
は
、
旧
幕
府
時
代
の
商
業
秩
序
の

打
破
を
目
指
し
た
が
、
そ
の
打
破
の
た
め
の
具
体
的
な
手
始
め
は
と
い
え
ば
、
前
章

第
一
節
（
四
七
五
頁
・
四
七
六
頁
）
に
見
た
よ
う
に
、
政
府
か
ら
民
間
へ
の
強
い
勧

説
で
あ
っ
た
）
53
（

。
そ
の
一
方
で
、「
大
阪
商
社
規
則
」
に
あ
る
よ
う
に
、
現
状
へ
の
一

定
の
妥
協
を
示
し
た
。

　

さ
て
、
大
阪
に
移
っ
た
井
上
は
、
同
年
八
月
に
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
造
幣
事
業

に
あ
た
る
た
め
造
幣
頭
専
任
と
な
り
、
通
商
司
を
去
っ
た
）
54
（

。
ま
た
、
横
浜
通
商
司
に

任
ぜ
ら
れ
て
い
た
五
代
は
、
す
で
に
七
月
に
は
官
職
を
辞
し
、
大
阪
で
実
業
界
へ
身

を
投
じ
て
い
た
。

　

そ
う
し
た
な
か
で
、
動
き
出
し
た
ば
か
り
の
大
阪
で
の
通
商
司
を
め
ぐ
る
雰
囲
気

は
ど
の
よ
う
で
あ
っ
た
か
。
十
月
二
十
日
、
大
阪
の
五
代
が
大
隈
へ
し
た
た
め
た
、

以
下
の
書
翰
の
文
言
が
如
実
に
伝
え
て
く
れ
て
い
る
）
55
（

。

　

五
代
は
書
翰
で
、「
今
般
、
粗
、
承
候
処
、
山
口
子
に
は
帰
朝
之
命
相
下
り
」
と
、

現
地
通
商
司
を
率
先
す
る
山
口
に
東
京
へ
の
帰
府
の
命
が
下
っ
た
話
に
接
し
た
こ
と

に
触
れ
、
今
や
民
に
あ
る
自
分
で
は
あ
る
が
、
と
し
な
が
ら
、
大
阪
商
人
ら
の
心
境

の
代
弁
を
含
め
て
、
彼
の
考
え
を
訴
え
た
。

「
右
〔
山
口
帰
朝
の
命
〕
に
付
、
当
処
金
満
家
社
中
、
大
に
嘆
息
い
た
し
、
下

僕
方
〔
五
代
自
身
の
こ
と
〕
へ
参
り
、
頻
に
嘆
願
申
出
候
。
当
夏
以
来
、
山
口

子
在
職
に
て
、
為
替
・
通
商
共
、
昼
夜
御
説
得
を
受
、
漸
、
此
節
に
至
、
粗
、

御
趣
法
も
理
会
い
た
し
、
両
社
共
競
立
候
処
に
、
又
御
役
人
御
替
の
風
評
有
之
、

…
御
役
場
の
相
替
候
度
毎
に
、
か
な
ら
す
御
趣
法
相
異
り
、
今
迄
手
を
下
候
儀

も
、
水
泡
と
相
成
…
」

　

山
口
が
早
や
転
任
す
る
と
聞
い
て
、商
人
ら
が
私
の
と
こ
ろ
に
嘆
願
に
来
て
い
る
、

商
人
ら
は
、
そ
の
山
口
の
説
得
を
受
け
て
、
よ
う
や
く
少
し
ず
つ
新
た
な
仕
法
を
理

解
し
か
け
た
と
い
う
の
に
、
ま
た
役
人
が
代
わ
る
の
か
、
と
嘆
い
て
い
る
、
人
が
変
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わ
れ
ば
や
り
方
も
変
わ
る
、
こ
れ
ま
で
の
努
力
も
水
の
泡
と
な
っ
て
し
ま
う
。
五
代

は
そ
う
大
隈
に
告
げ
た
の
で
あ
っ
た
。
な
お
、
山
口
が
帰
朝
を
要
す
る
、
と
の
背
景

に
は
、
東
京
で
の
急
進
派
勢
力
が
手
薄
と
な
っ
て
い
た
、
と
い
う
事
情
が
あ
っ
た
）
56
（

。

五
代
の
訴
え
が
奏
功
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
山
口
は
し
ば
し
大
阪
に
と
ど
ま
っ
た
。
そ

し
て
、
こ
の
書
翰
の
約
一
か
月
後
の
十
一
月
下
旬
、
山
口
は
パ
ー
ク
ス
に
よ
る
「
第

一
の
抗
議
」
に
晒
さ
れ
た
。

　

こ
の
時
の
ガ
ワ
ー
と
の
談
判
に
お
い
て
、
山
口
は
「
商
人
ら
の
従
来
の
や
り
方

を
一
定
程
度
容
認
す
る
こ
と
で
、
私
は
彼
ら
か
ら
の
信
頼
を
得
た
い
の
だ
（H

e 

w
ishes to gain their confidence

）」
と
述
べ
た
、
と
「
英
国
史
料
」
で
は
メ
モ

さ
れ
て
い
る
（
四
七
八
頁
）。
山
口
自
身
と
す
れ
ば
、例
え
ば
、問
屋
仲
間
の
寄
合
（
の

よ
う
な
会
合
）
を
中
之
島
の
通
商
司
の
建
物
内
で
あ
れ
ば
認
め
る
（
四
七
八
頁
、

四
八
四
頁
）、
と
い
っ
た
大
阪
商
人
ら
へ
の
譲
歩
は
、
彼
ら
か
ら
の
信
頼
を
得
る
た

め
の
、
正
し
い
方
向
へ
の
一
歩
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
う
し
た
譲
歩
は
、
彼
の
た

ゆ
ま
ぬ
勧
説
と
相
ま
っ
て
、
幾
分
か
は
効
果
を
出
し
始
め
て
い
た
。
だ
が
、
イ
ギ
リ

ス
は
そ
の
よ
う
な
譲
歩
を
見
逃
し
は
し
な
か
っ
た
。

　

山
口
が
去
っ
た
後
の
大
阪
の
様
子
は
、
井
上
が
翌
明
治
三
年
三
月
三
十
日
付
で
大

隈
・
伊
藤
に
宛
て
た
、
次
の
書
翰
か
ら
窺
え
る
）
57
（

。

「
通
商
司
・
為
替
通
商
両
会
社
之
義
も
、
只
今
之
通
不
規
則
に
て
は
、
甚
以
後

害
可
恐
事
と
奉
存
候
。
何
分
、
此
往
百
事
手
を
下
す
、
今
少
し
下
情
も
可
成
丈

細
密
に
洞
知
、
些
少
之
事
件
に
て
も
規
則
後
法
と
相
成
候
様
無
之
て
は
、
始
て

は
止
み
、
実
に
人
民
之
望
を
失
し
申
候
」

　

規
則
の
定
ま
ら
な
い
今
の
よ
う
な
通
商
司
で
は
、
実
に
害
が
大
き
い
。
様
々
な
こ

と
に
手
を
出
し
て
、
仔
細
に
世
情
を
洞
察
せ
ず
、
い
っ
た
ん
定
め
た
も
の
が
法
と
は

な
ら
な
い
よ
う
で
は
、
人
民
か
ら
の
信
頼
を
失
っ
て
し
ま
う
、
と
井
上
は
憂
え
た
。

当
然
な
が
ら
、「
大
阪
商
社
規
則
」
の
廃
止
が
背
景
に
あ
ろ
う
。

　

そ
う
し
た
状
況
は
、
大
阪
ば
か
り
で
は
な
か
っ
た
。
三
年
五
月
、
新
潟
通
商
司
を

め
ぐ
っ
て
、
大
隈
・
伊
藤
が
パ
ー
ク
ス
と
の
談
判
に
臨
ん
だ
際
に
、
彼
ら
は
「
初
め

に
通
商
司
を
設
け
た
際
に
は
、
自
分
た
ち
が
担
当
す
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
の
だ
が
、

他
の
者
が
担
当
し
た
た
め
に
、
見
込
み
違
い
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
（
最
初
此
官
を
設

候
節
、
拙
者
共
相
掛
り
候
積
之
処
、
他
人
被
命
候
間
、
拙
者
共
と
ハ
見
込
違
之
廉
も

有
之
）」
と
パ
ー
ク
ス
に
述
べ
た
の
で
あ
っ
た
）
58
（

。
民
部
・
大
蔵
省
が
広
範
な
諸
課
題

に
取
り
組
む
な
か
、
明
治
二
年
十
一
月
に
は
、
そ
れ
ま
で
空
席
で
あ
っ
た
通
商
正
に
、

急
進
派
と
し
て
は
名
が
挙
が
る
こ
と
の
な
い
中
島
が
就
任
し
て
い
た
）
59
（

。右
の
発
言
は
、

あ
る
い
は
こ
の
こ
と
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

政
策
の
変
容
に
関
し
て
は
、
以
下
に
示
す
『
明
治
財
政
史
』
の
記
録
が
、
ま
た
別

の
手
掛
か
り
を
与
え
て
く
れ
る
。
三
年
七
月
、
パ
ー
ク
ス
か
ら
の
「
第
二
の
抗
議
」

を
受
け
た
後
、
大
阪
府
と
大
阪
通
商
司
と
が
「
通
商
会
社
を
管
掌
す
べ
き
は
貴
方
で

あ
る
」
と
消
極
的
権
限
争
い
を
演
じ
る
過
程
に
お
い
て
（
前
章
第
二
節
、
四
八
一
〜

四
八
二
頁
）、
大
阪
通
商
司
は
、
同
司
が
通
商
会
社
を
管
掌
し
き
れ
な
い
事
情
を
、

東
京
の
本
司
に
対
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
た
）
60
（

。

「
当
司
御
委
任
ノ
諸
権
云
々
ハ
、未
タ
逐
件
取
扱
方
相
立
不
申
、…
右
諸
権
ノ
儀
、

先
般
伊
藤
少
輔
殿
ヨ
リ
、
右
ハ
、
最
初
通
商
事
務
専
任
被
仰
蒙
候
三
五
名
ノ
御

一
身
ニ
止
リ
候
事
ニ
テ
、
御
転
任
相
成
候
ニ
付
随
テ
、
諸
権
御
委
任
ノ
廉
、
当

今
通
商
司
ニ
ハ
無
之
儀
ト
可
相
心
得
旨
被
申
聞
…
」

　

通
商
司
に
委
任
さ
れ
た
権
限
は
、
ま
だ
逐
一
取
扱
い
が
定
ま
っ
て
は
い
な
い
。
伊

藤
少
輔
の
話
で
は
、
最
初
に
通
商
司
の
指
揮
を
一
身
に
任
さ
れ
た
三
名
か
ら
五
名
ほ

ど
の
者
は
、
徐
々
に
転
任
し
た
の
で
、
そ
れ
ら
の
権
限
は
も
は
や
通
商
司
に
は
な
い
、

と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
大
阪
通
商
司
は
そ
の
よ
う
に
弁
解
し
て
い
た
。

　

こ
の
大
阪
府
と
の
消
極
的
権
限
争
い
に
お
い
て
、
大
阪
通
商
司
は
、
当
初
は
「
通

商
会
社
は
府
の
管
掌
で
あ
る
は
ず
」
と
言
い
張
り
、
最
後
に
は
「
府
が
管
掌
し
て
く

れ
な
い
か
」
と
泣
き
つ
い
た
が
、
こ
れ
に
は
、
同
司
と
し
て
も
そ
れ
な
り
の
事
情
が

あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
右
の
大
阪
通
商
司
の
弁
解
が
、
伊
藤
の
真
意
を
正
確
に
反
映

し
た
も
の
か
ど
う
か
は
定
か
で
は
な
い
が
、
こ
の
時
点
で
通
商
司
政
策
が
大
き
く
後

退
し
て
し
ま
っ
て
い
た
、
と
い
う
こ
と
は
事
実
と
認
め
ら
れ
よ
う
。
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（
2
）
加
藤
祐
一
の
蹉
跌

　

政
策
の
こ
う
し
た
消
長
を
、
い
ま
一
度
、
今
度
は
加
藤
祐
一
と
い
う
人
物
に
焦
点

を
当
て
な
が
ら
、
改
め
て
な
ぞ
っ
て
い
こ
う
。

　

前
節
で
記
し
た
よ
う
に
、
パ
ー
ク
ス
は
本
省
に
対
し
て
、「
大
阪
商
社
規
則
」
の

策
定
者
は
『
交
易
心
得
草
』
の
著
者
（
加
藤
祐
一
）
で
あ
る
、
と
伝
え
た
（
四
八
五

頁
、筆
者
傍
線
部
分
）。
し
か
し
、こ
の
こ
と
を
ア
ス
ト
ン
の
助
力
を
得
て
確
認
し
た
、

と
す
る
以
外
、
パ
ー
ク
ス
は
そ
の
根
拠
を
説
明
し
て
い
な
い
。
こ
れ
ま
で
研
究
史
に

お
い
て
「
大
阪
商
社
規
則
」
の
主
筆
が
誰
で
あ
っ
た
か
が
論
じ
ら
れ
た
こ
と
は
な
い

よ
う
だ
が
、
そ
れ
が
ま
さ
に
加
藤
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
当
時
の
状
況
を
考
え
れ
ば
容

易
に
頷
け
る
。
前
章
第
三
節
（
四
八
一
頁
）
で
示
し
た
と
お
り
、「
大
阪
抗
議
一
件
」

が
記
録
す
る
明
治
三
年
八
月
十
四
日
の
大
阪
府
と
大
阪
通
商
司
の
談
判
に
よ
れ
ば
、

大
阪
通
商
会
社
の
管
掌
は
、
加
藤
の
転
任
に
合
わ
せ
て
大
阪
府
か
ら
大
阪
通
商
司
へ

と
移
っ
た
。
す
る
と
、
加
藤
は
通
商
司
政
策
の
実
務
面
で
の
中
心
人
物
で
あ
っ
た
の

だ
ろ
う
。

　

加
藤
祐
一
は
、
後
年
、
大
阪
商
法
会
議
所
の
設
立
時
に
会
頭
・
五
代
友
厚
を
支

え
た
人
物
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
）
61
（

が
、
そ
の
前
半
生
の
経
歴
は
主
に
外
国
貿
易
の

行
政
事
務
担
当
と
し
て
の
も
の
で
あ
っ
た
）
62
（

。
幕
臣
で
あ
っ
た
加
藤
は
、
嘉
永
七
年

（
一
八
五
四
）
以
降
、
下
田
、
横
浜
に
勤
務
し
、
慶
応
四
年
四
月
に
横
浜
港
が
新
政

府
に
接
収
さ
れ
た
後
も
、
引
き
続
き
こ
の
貿
易
の
現
場
で
奉
職
し
た
。
そ
し
て
、
同

年
八
月
ま
で
に
は
、
開
港
し
た
ば
か
り
の
大
阪
の
貿
易
事
務
に
従
事
す
る
た
め
、
大

阪
運
上
所
へ
移
っ
た
。『
交
易
心
得
草 

前
編
』（
明
治
元
年
十
二
月
）
を
上
梓
し
た

の
は
、
大
阪
に
移
っ
て
半
年
足
ら
ず
の
時
点
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
翌
二
年
一
月
に

大
阪
府
外
国
事
務
局
（
大
阪
運
上
所
か
ら
改
称
、
の
ち
大
阪
府
外
務
局
）
で
一
等
役

に
任
ぜ
ら
れ
た
。
こ
の
頃
は
、
大
阪
の
外
国
事
務
局
判
事
・
大
阪
府
判
事
な
ど
と
し

て
活
躍
し
て
い
た
五
代
の
部
下
、
と
い
う
立
場
に
あ
っ
た
。

　

更
に
加
藤
は
、
二
年
六
月
に
大
阪
通
商
司
が
設
置
さ
れ
る
と
、
時
期
は
定
か
で
は

な
い
が
通
商
大
佑
と
し
て
同
司
へ
と
転
じ
た
。
加
藤
が
、
あ
る
い
は
山
口
な
ど
の
指

示
を
受
け
な
が
ら
「
大
阪
商
社
規
則
」
の
策
定
（
明
治
二
年
八
月
）
に
携
わ
っ
た
と

す
れ
ば
、
こ
の
転
任
の
前
後
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

こ
う
し
た
経
歴
か
ら
す
れ
ば
、
加
藤
は
、
政
治
的
に
急
進
派
と
呼
ぶ
べ
き
人
物
で

は
な
か
ろ
う
が
、
む
し
ろ
実
務
者
と
し
て
、
政
策
意
図
の
理
解
に
つ
と
め
、
貿
易
現

場
で
の
豊
富
な
実
務
経
験
を
生
か
し
て
、
新
政
府
の
政
策
運
営
を
支
え
た
人
物
、
と

言
え
よ
う
。

　

加
え
て
、
明
治
三
年
三
月
の
同
規
則
の
改
定
に
あ
た
っ
て
は
、
加
藤
は
そ
の
策
定

の
伺
い
書
を
民
部
省
へ
提
出
し
て
い
る
。こ
れ
も
前
章
で
記
し
た
と
お
り
で
あ
る（
加

藤
通
商
大
佑
及
び
多
久
通
商
権
少
佑
か
ら
井
上
民
部
大
丞
へ
の
伺
い
書
、
前
章
第
三

節
（
四
七
九
頁
））。
す
る
と
、改
定
規
則
の
文
言
作
成
を
主
に
担
っ
た
人
物
も
ま
た
、

こ
の
時
点
で
通
商
大
佑
の
職
に
あ
っ
た
加
藤
祐
一
で
あ
ろ
う
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
筆
者
は
、
加
藤
祐
一
と
い
う
人
物
を
通
じ
て
、
以
下

の
四
つ
の
文
書
類
を
一
つ
の
脈
絡
で
理
解
す
べ
き
と
考
え
る
。

・『
交
易
心
得
草 

前
編
』（
明
治
元
年
十
二
月
）

・「
大
阪
商
社
規
則
」（
明
治
二
年
八
月
）

・
改
定
「
大
阪
為
替
会
社
・
通
商
会
社
規
則
」（
明
治
三
年
三
月
）

・『
交
易
心
得
草 

後
編
』（
同
年
八
月
）

　

加
藤
は
、『
交
易
心
得
草 

前
編
』
を
通
じ
て
、「
会
社
」・「
商
社
」
の
概
念
の
普

及
に
努
め
た
、
最
も
早
い
時
期
の
人
物
で
あ
っ
た
。
対
外
自
立
を
目
指
す
強
い
意
思

を
示
し
つ
つ
、
そ
の
た
め
に
も
商
業
シ
ス
テ
ム
の
早
急
な
近
代
化
を
説
い
た
。
新
た

な
事
業
を
起
こ
す
た
め
に
資
本
を
出
し
合
う
、
と
い
う
共
同
出
資
会
社
に
つ
い
て
、

加
藤
は
こ
の
同
著
の
な
か
で
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

「
交
易
の
仕
か
た
は
、
外
国
人
は
…
商
社
商
会
な
ど
と
唱
へ
仲
間
を
た
て
て　

商
ひ
を
す
る
故
、
た
と
え
ば
千
両
の
入
用
あ
り
て
も
千
軒
の
仲
間
に
て
一
両
づ

つ
出
し
手
軽
に
と
と
の
ふ
也
、我
国
の
商
人
に
も
仲
間
と
い
ふ
も
の
あ
れ
ど
も
、

…
仲
間
の
外
の
人
の
同
商
売
を
す
る
の
を
妨
ぐ
る
ま
で
の
仲
間
に
て
、
其
商
売
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の
事
に
付
て
よ
き
見
込
あ
る
他
の
人
の
害
に
な
る
の
み
、何
の
役
に
も
た
た
ず
」

　

西
洋
か
ら
輸
入
さ
れ
た
会
社
・
商
社
と
い
う
概
念
を
正
し
く
理
解
す
る
こ
と
は
、

当
時
の
人
々
に
と
っ
て
容
易
な
こ
と
で
は
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
伊
藤

や
井
上
、
五
代
ら
洋
行
経
験
者
が
加
わ
っ
た
通
商
司
政
策
に
お
い
て
、
会
社
・
商
社

は
従
来
の
株
仲
間
と
は
区
別
さ
れ
て
考
え
ら
れ
て
い
た
。
右
の
加
藤
の
言
葉
は
、
そ

う
し
た
理
解
を
明
快
に
表
現
し
た
も
の
と
し
て
、
当
時
と
し
て
は
画
期
的
で
あ
っ

た
）
63
（

。

　

そ
の
加
藤
が
、
実
地
に
お
い
て
は
、「
大
阪
商
社
規
則
」
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、

そ
の
株
仲
間
に
極
め
て
妥
協
的
な
姿
勢
で
臨
ん
だ
。
や
は
り
『
交
易
心
得
草 

前
編
』

で
彼
が
記
す
、次
の
よ
う
な
大
阪
の
現
実
を
直
視
し
て
の
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

「
大
坂
は
人
気
の
す
す
み
至
っ
て
お
そ
し
、
日
本
国
中
に
大
商
豪
家
の
多
く
集

り
た
る
地
は
、
大
坂
に
越
え
た
る
は
な
き
程
な
れ
ど
も
、
…
交
易
は
し
て
も
せ

い
で
も
、
是
迄
の
家
業
に
て
十
分
な
り
と
て
手
だ
し
を
せ
ぬ
人
、
或
は
新
規
の

事
に
手
出
し
す
る
は
家
風
に
な
き
事
也
な
ど
姑
息
な
る
論
を
た
て
て
せ
ぬ
人
な

ど
あ
る
故
也
」

　

加
藤
と
す
れ
ば
、
大
阪
に
お
い
て
、
対
外
自
立
に
向
け
て
現
実
に
貿
易
に
乗
り
出

す
と
い
う
こ
と
は
、こ
の
地
の
商
業
秩
序
を
自
明
の
正
し
い
あ
り
方
と
信
じ
て
き
た
、

そ
う
し
た
大
店
ど
こ
ろ
を
、
上
司
で
あ
る
山
口
と
と
も
に
、
通
商
会
社
へ
、
貿
易
商

社
へ
と
引
き
出
す
こ
と
で
あ
っ
た
。
山
口
と
加
藤
は
、
そ
の
た
め
に
妥
協
し
た
。
す

る
と
、
す
か
さ
ず
イ
ギ
リ
ス
か
ら
の
強
烈
な
「
外
圧
」
に
遭
遇
し
た
。

　

通
商
会
社
の
立
て
直
し
を
図
っ
た
明
治
三
年
三
月
の
改
定
「
為
替
・
通
商
会
社
規

則
」
で
は
、
加
藤
は
、
外
国
と
対
峙
す
る
雰
囲
気
を
封
印
し
た
。
こ
の
改
定
規
則
の

条
文
は
、
基
本
的
に
は
、
廃
止
済
で
あ
る
「
大
坂
商
社
規
則
」
を
縮
小
し
再
整
理
し

た
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
筆
者
が
こ
れ
を
仔
細
に
見
る
と
、
新
た
な
要
素
と
し

て
、
実
は
そ
こ
に
、
日
本
が
会
社
組
織
を
通
じ
て
取
り
組
む
べ
き
二
つ
の
事
業
分
野

を
想
定
し
、
そ
の
規
定
を
丁
寧
に
盛
り
込
ん
で
い
た
こ
と
に
気
づ
く
。
そ
の
一
つ
は

機
械
製
造
（
通
商
会
社
規
則
第
二
、
第
二
十
四
）、
も
う
一
つ
は
保
険
（
通
商
会
社

規
則
第
二
、
第
二
十
五
、
為
替
会
社
規
則
第
二
十
）
で
あ
っ
た
）
64
（

。

　

会
社
を
揺
籃
と
し
て
、
通
商
に
加
え
て
こ
れ
ら
に
取
り
組
む
、
と
い
う
視
点
は
、

明
治
三
年
八
月
に
上
梓
さ
れ
た
『
交
易
心
得
草 

後
編
』
に
お
い
て
敷
衍
さ
れ
る
。

こ
の
書
で
加
藤
は
、商
社
に
関
し
て
は
す
で
に
前
編
で
お
お
か
た
語
り
終
え
て
お
り
、

論
述
の
中
心
を
保
険
及
び
機
械
（
製
造
業
）
に
据
え
た
の
で
あ
っ
た
。
保
険
に
関
し

て
は
、「
諸
請
負
の
法
」
と
い
う
言
葉
を
用
い
て
、
航
海
に
お
け
る
危
険
負
担
の
問

題
を
取
り
上
げ
、
各
国
の
保
険
制
度
を
説
明
し
た
。
ま
た
、
機
械
製
造
に
関
し
て
は
、

経
済
発
展
の
た
め
に
は
交
通
機
関
の
整
備
や
工
場
設
置
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
説
い

た
。
共
同
出
資
形
態
は
こ
う
し
た
事
業
に
も
有
効
、
と
い
う
の
で
あ
る
）
65
（

。
近
世
を
引

き
ず
る
現
実
へ
の
対
処
に
拘
泥
さ
れ
な
が
ら
も
、
加
藤
は
先
々
を
見
据
え
て
い
た
、

と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
そ
う
し
た
思
想
的
な
伸
長
と
は
裏
腹
に
、
現
実
の
加
藤
は
、
こ
の
頃
、

す
で
に
久
し
く
、
大
阪
に
お
け
る
通
商
司
政
策
の
混
乱
の
責
め
を
負
う
立
場
に
回
っ

て
い
た
。

　

明
治
三
年
五
月
三
日
、
五
代
か
ら
大
隈
へ
、
以
下
の
よ
う
な
書
翰
が
宛
て
ら
れ

た
）
66
（

。「
然
者
、
加
藤
祐
一
儀
、
此
節
東
京
通
商
司
へ
御
召
仕
相
成
候
趣
に
て
、
御
召

寄
相
成
候
由
、
然
る
処
、
同
人
に
も
浪
花
通
商
司
取
扱
不
行
届
よ
り
、
ヶ
様
の

事
に
相
成
候
儀
と
、
余
程
恐
縮
罷
在
候
趣
、
御
承
知
之
通
、
当
所
通
商
之
儀
は
、

主
宰
の
先
生
方
数
々
御
代
り
相
成
、
其
人
に
仍
て
其
人
の
所
置
相
異
、
彼
是
不

任
心
底
事
も
有
之
候
趣
に
て
、
全
同
人
之
罪
共
難
申
相
考
へ
申
候
付
、
何
卒
御

含
を
以
、
可
然
御
召
仕
被
下
度
奉
願
候
」。

　

加
藤
は
、
大
阪
通
商
司
で
「
取
扱
不
行
届
」
が
あ
っ
た
の
で
、
東
京
通
商
司
へ
転

任
に
な
る
と
い
う
。
ど
の
よ
う
な
「
取
扱
不
行
届
」
か
は
、
書
面
か
ら
は
判
然
と
し

な
い
。
五
代
は
、
責
任
者
が
代
わ
れ
ば
そ
の
人
な
り
の
や
り
方
が
あ
る
の
で
、
本
人

だ
け
に
責
め
を
負
わ
せ
る
わ
け
に
い
か
な
い
の
で
は
、
と
加
藤
に
同
情
的
で
あ
り
、

右
引
用
の
後
で
は
、「
其
長
所
を
以
召
仕
候
へ
は
余
程
要
を
成
す
」
者
で
あ
り
、「
文



国立歴史民俗博物館研究報告
第 228集　2021年 3月

490

筆
算
計
も
相
応
有
之
」
の
で
、
目
下
課
題
の
鉄
道
敷
設
事
業
に
は
至
当
の
人
物
、
と

大
隈
に
周
旋
し
た
。
も
は
や
、
加
藤
は
更
迭
が
前
提
の
立
場
で
あ
っ
た
。

　

同
年
八
月
十
四
日
の
大
阪
府
と
大
阪
通
商
司
の
協
議
（
四
八
一
頁
）
に
お
い
て
も
、

も
っ
ぱ
ら
加
藤
は
、
通
商
会
社
を
め
ぐ
る
両
者
の
管
轄
を
曖
昧
と
し
、
論
争
の
種
を

撒
い
た
、
焦
点
の
人
物
と
し
て
話
題
と
さ
れ
る
ば
か
り
で
あ
る
。
こ
の
協
議
で
は
、

加
藤
に
代
わ
っ
て
松
尾
が
事
の
収
拾
に
あ
た
っ
た
。

　

そ
の
松
尾
も
ま
た
、
十
一
月
三
日
、
五
代
に
宛
て
て
通
商
司
と
加
藤
に
つ
い
て
以

下
の
よ
う
に
記
し
た
）
67
（

。
す
な
わ
ち
、「
通
商
司
も
昨
冬
創
立
の
時
と
ハ
、
其
勢
大
ニ

衰
、只
今
ニ
て
ハ
廃
司
も
同
様
」
と
し
、「
当
今
の
至
急
ハ
、矢
張
通
商
務
ニ
可
有
之
。

因
て
、
今
全
通
商
ノ
可
取
扱
道
ヲ
定
メ
、
御
世
話
無
之
て
ハ
、
縮
処
、
御
国
御
損
と

奉
存
候
へ
ど
も
、
只
今
の
様
ニ
通
商
司
人
望
ヲ
失
し
て
ハ
、
他
ニ
向
て
口
ヲ
開
と
も
、

聞
人
も
有
間
敷
、
又
、
当
局
ニ
通
商
司
事
務
総
轄
し
、
商
律
ヲ
建
ル
程
の
人
物
も
無

之
」
と
、通
商
司
は
、も
は
や
何
を
言
お
う
と
も
従
う
者
が
い
な
い
ほ
ど
信
頼
を
失
っ

て
し
ま
い
、
統
括
で
き
る
だ
け
の
人
物
も
い
な
い
、
と
現
状
を
嘆
い
た
。
ま
た
加
藤

に
関
し
て
は
、
こ
の
十
一
月
の
時
点
に
お
い
て
も
籍
は
通
商
司
に
あ
っ
た
ら
し
く
、

「
同
人
〔
加
藤
〕
も
、
当
今
、
司
中
ノ
人
望
ヲ
失
し
居
候
ニ
付
、
当
司
ニ
て
ハ
志
も

相
立
間
敷
と
奉
存
候
」、「
不
時
ニ
免
職
と
も
有
之
候
て
ハ
、
甚
困
却
至
と
、
呉
々
心

配
致
候
」
と
案
じ
て
い
る
。

　

結
局
の
と
こ
ろ
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
お
そ
ら
く
加
藤
は
、
明
治
三
年
の
初
め

頃
か
ら
山
口
に
代
わ
っ
て
大
阪
通
商
司
の
指
揮
を
引
き
取
り
、
同
年
三
月
に
は
「
為

替
通
商
両
会
社
規
則
」
の
改
定
を
も
っ
て
、政
策
の
巻
き
返
し
を
図
っ
た
。
し
か
し
、

加
藤
は
大
き
く
傷
つ
き
、
遅
く
と
も
同
年
五
月
以
降
、
も
は
や
そ
こ
で
の
居
場
所
を

失
っ
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
成
り
行
き
が
推
測
さ
れ
る
。
そ
れ
で
も
、
お
そ
ら
く
は

五
代
の
世
話
も
あ
っ
て
、
同
年
の
う
ち
に
兵
庫
県
参
事
へ
と
転
身
し
た
）
68
（

。

　

加
藤
は
、
彼
が
綴
っ
た
『
交
易
心
得
草
』
と
い
う
啓
蒙
書
に
お
い
て
は
、
光
彩
を

放
っ
た
。
一
方
の
「
大
阪
商
社
規
則
」
は
、
パ
ー
ク
ス
か
ら
の
厳
し
い
批
判
の
前

に
、
蹉
跌
を
き
た
し
た
。
し
か
し
そ
の
努
力
は
決
し
て
無
駄
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ

う
。
政
府
が
奨
励
す
る
経
済
啓
蒙
の
動
き
は
、
続
く
明
治
四
年
七
月
の
渋
沢
栄
一
著

『
会
社
弁
』
及
び
福
地
源
一
郎
訳
『
立
会
略
則
』
の
二
著
の
官
版
に
よ
っ
て
更
に
進

展
し
、
会
社
・
銀
行
設
立
の
動
き
が
本
格
化
し
て
い
っ
た
。
加
藤
自
身
は
、
や
が
て

病
を
得
て
兵
庫
県
を
辞
職
し
た
が
、
そ
の
後
、
大
阪
で
療
養
中
に
、
こ
の
町
の
商
人

ら
の
求
め
に
応
じ
て
、
商
社
の
意
義
や
設
立
方
法
、
銀
行
の
仕
組
み
な
ど
を
口
述
し

た
。
極
め
て
平
易
な
言
葉
で
説
か
れ
た
、
そ
の
『
会
社
弁
講
釈
』（
明
治
五
年
七
月
）

で
、
経
済
近
代
化
に
必
要
な
知
識
を
一
般
へ
普
及
す
る
こ
と
に
努
め
た
。
現
場
で
の

長
い
実
務
と
、
大
阪
通
商
司
を
め
ぐ
る
泥
臭
い
折
衝
を
経
験
し
た
か
ら
こ
そ
の
役
回

り
を
、
加
藤
は
果
た
し
た
、
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
。

❸
通
商
司
政
策
の
隘
路

　

経
済
の
あ
る
べ
き
方
向
性
の
理
念
・
理
論
が
、
通
商
司
政
策
の
実
践
を
通
じ
て
鍛

錬
を
加
え
て
い
く
一
方
、そ
の
通
商
司
政
策
自
体
は
次
第
に
隘
路
に
陥
っ
て
い
っ
た
。

時
点
を
明
治
三
年
七
月
に
ま
で
戻
し
、
第
一
章
第
三
節
（
四
八
〇
頁
）
を
引
き
継
ぎ

「
大
阪
抗
議
一
件
」
の
記
録
を
確
認
し
よ
う
。

　

七
月
十
三
日
、
パ
ー
ク
ス
か
ら
「
厳
敷
掛
合
」
を
受
け
た
外
務
省
は
、
同
日
の
う

ち
に
、
現
地
大
阪
へ
「
即
刻
御
廃
止
」「
急
度
御
処
分
」
を
命
じ
た
。
先
述
し
た
と

お
り
で
あ
る
（
四
八
〇
頁
）。
外
務
省
は
、
通
商
司
を
管
轄
下
に
置
く
民
部
省
及
び

通
商
司
本
司
を
経
由
せ
ず
、
大
阪
通
商
司
に
直
接
命
じ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
の
事

情
に
つ
い
て
、
外
務
省
は
同
じ
書
翰
で
「
追
て
、
本
文
之
儀
は
民
部
省
よ
り
可
申
遣

候
処
、
昨
日
民
部
卿
大
輔
其
外
と
も
兼
官
御
免
、
其
跡
改
革
中
ニ
有
之
、
且
、
通
商

正
は
新
潟
出
張
中
、
差
迫
事
ニ
付
、
当
省
よ
り
直
ニ
申
し
遣
」
と
説
明
し
た
。

　

政
局
は
、
急
進
派
の
権
限
を
そ
ぐ
こ
と
を
狙
う
、
民
部
省
・
大
蔵
省
の
分
離
問
題

を
め
ぐ
っ
て
、
大
き
く
揺
れ
て
い
た
）
69
（

。
七
月
十
日
に
発
表
さ
れ
た
両
省
の
分
離
に
よ

り
、
伊
達
宗
城
卿
・
大
隈
大
輔
・
伊
藤
少
輔
ら
は
、
大
蔵
省
専
任
と
な
っ
て
い
た
。

彼
ら
が
兼
務
を
解
か
れ
た
民
部
省
は
、
後
任
が
定
ま
っ
て
い
な
か
っ
た
。
ま
た
、
通
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商
正
の
中
島
は
、
新
潟
で
騒
動
を
引
き
起
こ
し
た
通
商
司
支
署
を
撤
退
さ
せ
る
た

め
、
現
地
新
潟
へ
自
ら
赴
い
て
お
り
、
東
京
を
不
在
に
し
て
い
た
。

　

外
務
省
は
、
さ
ら
に
同
じ
書
翰
の
最
後
に
「
本
文
御
処
分
相
済
候
ハ
ヽ
、
右
廃
止

布
告
書
等
相
添
、至
急
陸
便
船
便
之
両
方
よ
り
御
報
可
有
之
候
也
」
と
も
付
け
加
え
、

パ
ー
ク
ス
か
ら
の
申
入
れ
へ
の
対
応
を
急
ぐ
緊
迫
感
を
あ
ら
わ
に
し
た
。

　

翌
七
月
十
四
日
、
外
務
省
は
、
就
任
し
た
ば
か
り
の
民
部
省
吉
井
友
実
少
輔
・
林

友
幸
大
丞
に
宛
て
て
、
こ
の
件
は
「
一
日
も
難
打
捨
置
事
ニ
付
、
今
朝
出
帆
之
英
船

ニ
托
し
大
坂
へ
申
遣
」
っ
た
こ
と
を
伝
え
た
。
そ
の
う
え
で
、「
一
体
通
商
司
之
儀

ニ
付
罷
来
苦
情
ハ
、
伊
達
大
隈
両
氏
ヘ
過
日
来
申
立
有
之
候
間
、
承
知
之
義
と
存
候
、

就
て
ハ
昨
日
申
置
義
も
御
相
談
之
上
可
取
計
之
処
、
切
迫
之
義
ニ
付
不
及
其
儀
候
」

と
も
付
け
加
え
、
伊
達
・
大
隈
も
す
で
に
承
知
で
あ
っ
た
と
お
り
、
か
ね
て
か
ら
懸

案
の
通
商
司
で
は
あ
る
が
、
大
阪
の
件
は
事
態
切
迫
の
た
め
当
省
か
ら
直
接
の
現
地

指
示
と
な
っ
た
、
と
告
げ
た
の
で
あ
る
）
70
（

。

　

外
務
省
は
、
民
蔵
分
離
問
題
が
頂
点
を
迎
え
、
通
商
司
を
所
管
す
る
民
部
省
が
混

乱
す
る
な
か
、
自
ら
が
通
商
司
政
策
へ
の
厳
し
い
「
外
圧
」
に
晒
さ
れ
て
い
た
。
し

か
も
、
そ
れ
は
大
阪
を
め
ぐ
る
問
題
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。

　

こ
の
頃
、
外
務
省
は
通
商
司
が
新
潟
で
惹
起
し
た
騒
動
の
対
応
に
も
あ
た
っ
て
い

た
）
71
（

。
明
治
三
年
一
月
以
降
、
新
潟
に
お
い
て
は
、
新
た
に
設
立
さ
れ
た
商
社
へ
の
地

元
商
人
の
糾
合
が
強
制
さ
れ
、
港
の
移
出
入
品
へ
の
高
率
の
徴
収
金
賦
課
、
港
で
の

取
引
す
べ
て
の
商
社
へ
の
報
告
義
務
付
け
、
な
ど
が
布
告
さ
れ
て
い
た
。
四
月
中
旬

以
降
、
外
務
省
は
こ
う
し
た
事
態
に
対
し
て
イ
ギ
リ
ス
公
使
館
か
ら
申
入
れ
を
受

け
て
お
り
、
五
月
三
日
に
は
澤
卿
・
寺
島
大
輔
が
民
部
・
大
蔵
省
の
大
隈
大
輔
・
伊

藤
少
輔
と
と
も
に
パ
ー
ク
ス
と
の
直
談
判
に
臨
ん
で
い
た
。
こ
の
談
判
で
パ
ー
ク
ス

は
、「
大
阪
で
も
事
態
が
紛
糾
し
た
が
、
役
人
が
宜
し
か
ら
ぬ
の
で
商
人
が
勝
手
な

こ
と
を
し
て
い
る
」
と
述
べ
た
。
前
年
十
一
月
か
ら
十
二
月
に
か
け
て
の
「
大
阪
商

社
規
則
」
廃
止
に
至
る
動
き
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
。
前
章
第
二
節
（
四
七
七
頁
）
で

紹
介
し
た
よ
う
に
、
大
隈
な
い
し
伊
藤
が
「
通
商
司
を
設
け
た
際
に
は
、
自
分
た
ち

が
担
当
す
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
の
だ
が
、
他
の
者
が
担
当
し
た
た
め
に
、
見
込
み
違

い
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
」
と
パ
ー
ク
ス
に
漏
ら
し
た
の
は
、
こ
の
談
判
に
お
い
て
で

あ
っ
た
。

　

六
月
、
現
地
通
商
司
の
不
服
従
に
よ
り
紛
糾
の
度
を
増
し
て
い
る
、
と
の
知
ら
せ

を
新
潟
県
か
ら
受
け
た
外
務
省
は
、
数
回
に
わ
た
り
、
民
部
省
に
対
し
て
状
況
確
認

を
求
め
た
が
、
民
部
省
か
ら
の
明
確
な
返
答
は
な
か
っ
た
。

　

更
に
は
、
大
阪
に
関
し
て
パ
ー
ク
ス
が
「
第
二
の
抗
議
」
を
申
し
入
れ
る
三
日
前

の
七
月
十
日
、
澤
は
ま
だ
民
部
省
の
任
に
あ
っ
た
伊
達
・
大
隈
と
と
も
に
、
改
め
て

新
潟
の
事
態
に
つ
い
て
パ
ー
ク
ス
と
直
接
論
じ
て
い
た
。
大
隈
は
こ
こ
で
も
政
府
内

の
方
針
不
徹
底
を
漏
ら
し
た
。

　

八
月
三
日
、
澤
は
新
潟
で
の
事
態
に
関
す
る
談
判
に
お
い
て
、
パ
ー
ク
ス
に
対
し

て
「
通
商
司
ハ
地
方
官
之
命
に
も
従
ざ
る
様
之
事
に
て
不
都
合
故
、
も
早
廃
却
す
る

之
議
有
之
候
」
と
述
べ
た
。

　

さ
て
、「
大
阪
抗
議
一
件
」
に
よ
れ
ば
、九
月
十
五
日
、外
務
省
は
太
政
官
（
弁
官
）

に
対
し
て
通
商
司
を
め
ぐ
る
経
緯
を
次
の
よ
う
に
伝
え
た
。
同
史
料
の
最
後
と
な
る

文
書
で
あ
る
。

「
通
商
司
被
建
置
候
以
来
、
各
港
ニ
て
屡
不
都
合
之
義
有
之
候
ニ
付
、
各
国
公

使
商
議
之
上
、
我
政
府
へ
其
件
を
可
申
立
目
論
見
有
之
、
就
て
は
是
迄
不
都
合

之
件
々
、
此
節
彼
方
ニ
て
証
拠
取
調
居
候
由
、
弥
各
国
一
同
申
立
候
節
は
、
其

件
之
軽
重
に
従
ひ
償
金
等
不
差
出
候
て
ハ
難
相
済
場
合
ニ
も
可
立
至
風
説
有
之

候
ニ
付
、
是
迄
之
儘
ニ
て
差
置
候
て
は
御
不
都
合
を
生
し
可
申
候
間
、
為
御
心

得
此
段
申
遣
候
也
」

　

外
務
省
は
、
こ
の
ま
ま
で
は
賠
償
問
題
が
生
じ
か
ね
な
い
、
と
の
「
風
説
」
ま
で

持
ち
出
し
て
、
た
び
た
び
外
交
問
題
を
引
き
起
こ
す
通
商
司
を
こ
の
ま
ま
に
し
て
お

い
て
は
不
都
合
で
あ
る
、
と
政
策
の
失
敗
を
太
政
官
へ
伝
達
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
通
商
司
の
長
・
中
島
は
、
新
潟
の
係
争
処
理
の
後
ま
も
な
く
の
八
月
十
四
日
、

す
で
に
通
商
貿
易
に
関
す
る
調
査
の
た
め
訪
米
の
途
に
就
い
て
い
た
）
72
（

。十
一
月
に
は
、
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伊
藤
が
銀
行
制
度
の
調
査
の
た
め
、
や
は
り
ア
メ
リ
カ
へ
旅
立
っ
た
。
明
治
政
府
の

経
済
金
融
政
策
は
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
へ
歩
み
始
め
て
い
た
）
73
（

。

　

翌
明
治
四
年
三
月
、
大
阪
を
含
む
各
地
の
通
商
会
社
が
通
商
司
を
離
れ
、
府
県
の

管
掌
下
に
入
り
）
74
（

、
同
年
七
月
に
は
通
商
司
自
体
が
廃
止
さ
れ
た
）
75
（

。

ま
と
め
と
考
察

　

明
治
新
政
府
に
よ
る
急
進
的
改
革
は
、
大
阪
で
の
通
商
司
政
策
の
展
開
に
あ
た

り
、
通
商
会
社
・
為
替
会
社
を
設
立
す
る
取
組
を
通
じ
て
、
会
社
・
銀
行
と
い
う
近

代
資
本
主
義
に
不
可
欠
な
経
済
単
位
の
創
出
を
目
指
し
た
。
政
策
の
推
進
者
は
、
そ

う
し
た
新
た
な
結
社
は
従
来
の
株
仲
間
と
は
全
く
異
な
っ
た
も
の
で
あ
る
、
と
理
解

し
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
大
阪
の
現
実
は
、
理
念
を
そ
の
ま
ま
持
ち
込
む
こ
と

で
動
く
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
急
進
派
の
理
念
は
、
実
地
に
臨
む
と
妥
協
を
余
儀
な

く
さ
れ
、「
大
阪
商
社
規
則
」
は
株
仲
間
的
結
合
の
活
用
を
図
っ
た
。
近
世
的
商
業

秩
序
が
強
固
な
大
阪
に
お
い
て
、
政
府
は
商
人
ら
に
容
易
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
形
で

の
政
策
運
営
に
配
意
し
た
。
そ
う
し
た
手
法
は
、
流
通
か
ら
の
確
実
な
収
税
、
及
び

残
存
す
る
藩
営
貿
易
の
排
除
、
と
い
っ
た
並
行
す
る
課
題
へ
の
取
組
の
実
効
を
期
し

た
も
の
で
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
の
や
む
を
得
ぬ
妥
協
は
、
イ
ギ
リ
ス

と
の
係
争
を
生
じ
さ
せ
る
要
因
と
な
っ
た
。
パ
ー
ク
ス
か
ら
の
「
第
一
の
抗
議
」
に

よ
っ
て
当
初
の
目
論
見
は
早
々
に
修
正
を
迫
ら
れ
、「
第
二
の
抗
議
」
は
、
新
潟
で

の
騒
動
と
並
行
し
て
、
外
務
省
を
窓
口
と
し
た
明
確
な
外
交
問
題
と
な
っ
た
。
そ
の

よ
う
な
過
程
で
、
当
初
の
政
策
推
進
体
制
も
ま
た
、
徐
々
に
弛
緩
を
見
せ
て
い
っ
た
。

　

一
方
、
パ
ー
ク
ス
は
、
通
商
司
政
策
が
西
洋
モ
デ
ル
の
経
済
体
制
へ
の
改
革
を
志

向
す
る
政
府
内
急
進
派
に
よ
っ
て
先
導
さ
れ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
を
十
分
に
理
解

し
て
お
り
、
そ
の
方
向
性
に
お
い
て
は
、
彼
ら
の
企
図
を
肯
定
的
に
評
価
し
て
い

た
）
76
（

。
し
か
し
実
際
の
政
策
運
営
に
お
い
て
は
誤
り
が
あ
り
、
こ
れ
を
厳
し
く
糺
さ
ね

ば
な
ら
な
い
と
考
え
た
。
大
阪
で
の
経
緯
を
本
省
へ
報
告
す
る
公
信
の
な
か
で
彼
自

身
が
記
し
た
文
言
を
引
用
す
れ
ば
、
パ
ー
ク
ス
は
、「
現
在
の
政
府
は
、
商
業
を
促

進
し
中
産
階
級
を
育
成
す
る
重
要
性
は
理
解
し
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
か
も
し
れ

な
い
」
が
、
現
実
に
取
っ
て
い
る
方
策
は
、
煎
じ
詰
め
れ
ば
「
大
阪
の
古
い
ギ
ル
ド

制
度
を
よ
り
強
力
な
形
式
の
独
占
に
置
き
換
え
よ
う
と
し
て
い
る
」
こ
と
な
の
で
は

な
い
か
、
と
疑
っ
た
）
77
（

。
そ
し
て
、
大
阪
の
経
過
は
、「
現
地
官
員
と
商
人
ら
の
動
向

を
見
続
け
、
彼
ら
が
自
由
通
商
に
反
し
て
常
に
実
行
す
る
つ
も
り
の
結
託
を
監
視
す

る
こ
と
が
、
ど
れ
ほ
ど
必
要
で
あ
る
か
を
示
し
て
い
る
」
と
考
え
た
）
78
（

。

　

こ
れ
ら
は
新
潟
で
の
経
緯
と
相
似
す
る
。
新
潟
で
も
ま
た
、
通
商
司
政
策
は
公
律

（
政
府
）
と
私
権
（
民
間
）
と
の
分
界
を
明
確
に
意
識
す
る
こ
と
な
く
進
め
ら
れ
た
。

す
る
と
強
烈
な
「
外
圧
」
が
加
え
ら
れ
た
。
こ
の
こ
と
が
直
接
的
な
引
き
金
と
な
り
、

政
策
は
早
期
に
破
綻
し
た
。
パ
ー
ク
ス
が
新
潟
で
の
推
移
を
本
省
へ
報
告
す
る
際
に

示
し
た
、「
役
人
と
商
人
と
の
も
た
れ
合
い
を
断
ち
切
ろ
う
と
し
て
い
る
日
本
政
府

内
の
一
派
は
、
評
価
に
値
す
る
。
し
か
し
実
際
に
行
っ
て
い
る
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で

を
凌
ぐ
巨
大
な
独
占
を
生
み
出
す
試
み
で
あ
る
」
と
い
う
見
解
は
、
そ
の
ま
ま
大
阪

に
あ
て
は
ま
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
パ
ー
ク
ス
は
、「
措
置
の
成
否
は
、
政
府

が
各
開
港
場
の
現
地
官
員
や
関
係
者
ら
を
ど
れ
だ
け
し
っ
か
り
と
制
御
で
き
る
か
に

か
か
っ
て
い
る
。
大
阪
と
新
潟
で
得
ら
れ
た
経
験
か
ら
す
る
と
、
こ
う
し
た
制
御
は

不
十
分
で
あ
る
」
と
見
立
て
た
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
明
治
政
府
と
す
れ
ば
、
明
治
二
年
十
一
月
に
山
口
が
ガ
ワ
ー
に
漏
ら
し
た

よ
う
に
、
大
阪
の
商
業
の
現
場
に
お
い
て
官
と
民
と
の
分
界
を
拙
速
に
切
り
分
け
る

こ
と
は
、
実
際
の
政
策
運
営
を
危
う
く
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
官
は
指

導
と
称
し
て
本
来
自
由
な
は
ず
の
通
商
の
真
只
中
に
分
け
入
り
、
民
は
そ
の
指
導
の

な
か
で
自
ら
の
従
来
の
行
動
様
式
を
維
持
し
た
。
そ
う
し
た
あ
り
よ
う
は
、
果
せ
る

か
な
、
す
ぐ
さ
ま
「
外
圧
」
に
晒
さ
れ
た
。

　

結
局
の
と
こ
ろ
、
こ
の
時
点
に
お
い
て
、
急
進
派
が
標
榜
す
る
理
念
が
そ
の
ま
ま

政
策
と
し
て
実
現
す
る
素
地
が
整
っ
て
い
た
の
か
、
と
い
う
疑
問
が
生
ず
る
。
通
商

司
政
策
は
、
経
済
近
代
化
の
思
想
理
解
と
実
践
手
段
の
浸
透
、
及
び
廃
藩
置
県
に
よ
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る
中
央
集
権
体
制
の
確
立
、
と
い
う
時
代
の
成
熟
に
先
立
つ
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
ろ

う
。
し
か
し
、
為
政
者
も
商
業
者
も
、
そ
こ
か
ら
多
く
の
教
訓
を
得
た
こ
と
は
間
違

え
な
い
。

　

新
潟
及
び
大
阪
に
お
け
る
通
商
司
政
策
を
め
ぐ
る
経
過
の
確
認
を
経
て
、
明
確
に

見
え
て
き
た
も
の
は
、
明
治
政
府
に
よ
る
ひ
た
む
き
な
努
力
を
、
外
国
資
本
の
擁
護

者
た
る
パ
ー
ク
ス
が
圧
力
を
加
え
て
挫
折
さ
せ
た
、
と
す
る
図
式
的
な
見
方
を
超
え

た
も
の
、
す
な
わ
ち
、
片
や
明
治
政
府
内
に
お
け
る
現
状
へ
の
妥
協
や
政
策
の
変
容
、

そ
し
て
蹉
跌
と
前
進
、
片
や
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
克
明
な
現
状
分
析
と
政
策
理
念
へ

の
評
価
、
そ
の
一
方
で
の
政
策
実
行
者
へ
の
不
信
感
、
そ
の
結
果
と
し
て
の
強
烈
な

外
圧
、
と
い
う
、
双
方
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
に
富
ん
だ
あ
り
よ
う
で
あ
っ
た
。

　

イ
ギ
リ
ス
の
行
動
に
関
連
し
て
更
に
言
え
ば
、
実
際
、
そ
の
情
報
収
集
力
に
は
驚

か
さ
れ
る
。
新
潟
で
は
伊
藤
に
よ
る
現
地
官
員
指
示
の
た
め
の
「
書
面
ヘ
下
ヶ
札
）
79
（

」、

大
阪
で
は
、「
第
一
の
抗
議
」
で
の
、
具
体
的
史
料
は
欠
く
が
、
株
仲
間
の
否
定
及

び
「
大
阪
商
社
規
則
」
の
廃
止
を
導
い
た
東
京
か
ら
大
阪
へ
の
何
ら
か
の
指
示
（
第

一
章
第
二
節
、
四
七
七
頁
）、
そ
し
て
「
第
二
の
抗
議
」
で
の
、
明
治
三
年
七
月

十
三
日
の
外
務
省
か
ら
現
地
通
商
司
へ
の
指
示
（
第
一
章
第
三
節
、
四
八
〇
頁
）。

こ
れ
ら
三
つ
の
、
明
治
政
府
が
現
地
に
向
け
て
発
し
た
重
要
な
内
部
文
書
が
、
あ
ろ

う
こ
と
か
、
イ
ギ
リ
ス
と
即
座
に
共
有
さ
れ
て
い
た
。
い
ず
れ
も
、
関
連
史
料
か
ら

推
量
す
れ
ば
、
明
治
政
府
が
意
識
し
て
漏
ら
し
て
い
た
可
能
性
も
高
い
。
当
時
の
明

治
政
府
と
イ
ギ
リ
ス
と
の
関
係
を
如
実
に
示
し
て
い
る
も
の
と
言
え
る
。

　

イ
ギ
リ
ス
は
、
各
開
港
場
に
専
門
領
事
を
布
陣
す
る
こ
と
に
よ
る
情
報
察
知
能
力

及
び
現
地
交
渉
力
や
、
ア
ス
ト
ン
は
じ
め
日
本
語
に
通
暁
し
た
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
調

査
能
力
の
点
で
、
他
の
列
強
諸
国
か
ら
抜
き
ん
出
て
い
た
。
通
商
司
政
策
に
対
す
る

抗
議
に
お
い
て
は
、
そ
う
し
た
能
力
、
及
び
パ
ー
ク
ス
の
圧
倒
的
な
存
在
感
・
威
圧

感
が
遺
憾
な
く
発
揮
さ
れ
た
。
通
商
司
政
策
へ
の
「
外
圧
」
が
、イ
ギ
リ
ス
に
よ
る
、

な
か
ん
ず
く
パ
ー
ク
ス
に
よ
る
圧
力
と
同
一
視
さ
れ
て
き
た
の
は
、
十
分
に
理
由
の

あ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

通
商
司
政
策
が
外
交
問
題
化
し
た
の
が
、
な
ぜ
他
な
ら
ぬ
新
潟
と
大
阪
で
あ
っ
た

の
か
、
と
い
う
点
に
関
し
て
も
、
回
答
へ
の
道
筋
は
ほ
ぼ
見
通
せ
た
の
で
は
な
い
か
。

新
潟
と
大
阪
は
と
も
に
近
世
以
来
の
港
の
歴
史
を
有
し
、
株
仲
間
な
ど
の
商
業
慣
行

が
確
立
さ
れ
て
い
た
。
そ
う
し
た
既
成
の
商
業
秩
序
が
存
在
す
る
港
が
、
政
治
変
革

後
、
外
国
貿
易
に
開
か
れ
た
）
80
（

。
そ
こ
に
、
新
た
な
政
府
が
先
導
す
る
政
策
が
直
截
的

に
実
践
さ
れ
た
。
通
商
司
政
策
が
展
開
す
る
時
点
で
の
、こ
う
し
た
両
港
の
環
境
は
、

開
港
か
ら
す
で
に
十
年
以
上
が
経
過
し
た
他
の
開
港
地
と
は
異
な
っ
て
い
た
。

　

例
え
ば
横
浜
に
お
い
て
は
、
売
込
商
や
引
取
商
を
通
じ
た
居
留
地
貿
易
の
形
態
が

久
し
く
成
立
し
て
い
た
。
そ
う
し
た
国
内
商
人
に
は
、
ま
さ
に
外
国
貿
易
を
通
じ
て

台
頭
し
て
き
た
新
興
の
商
人
が
含
ま
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
商
人
や
旧
来
の
商
人
が
互

い
に
競
い
、
あ
る
い
は
外
国
商
社
と
個
別
の
関
係
を
築
き
な
が
ら
、
浮
沈
を
伴
う
通

商
が
す
で
に
営
ま
れ
て
い
た
。
そ
の
横
浜
に
お
い
て
は
、
大
阪
の
ご
と
く
、
官
は
指

導
と
称
し
て
通
商
の
真
只
中
に
分
け
入
り
、
民
は
そ
の
指
導
の
も
と
従
来
の
あ
り
方

を
維
持
す
る
、
と
い
っ
た
関
係
が
成
立
す
る
土
台
は
存
在
し
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
）
81
（

。

　

日
本
側
の
官
民
が
糾
合
を
図
り
、
パ
ー
ク
ス
が
そ
れ
を
ギ
ル
ド
で
は
な
い
か
と
抗

議
す
る
、
と
い
う
対
立
の
構
図
は
、
横
浜
に
お
い
て
は
、
生
糸
貿
易
に
関
す
る
生
糸

改
会
社
設
立
を
め
ぐ
っ
て
、
明
治
六
年
に
頂
点
を
迎
え
る
。
し
か
し
こ
の
こ
と
は
、

当
時
最
大
の
貿
易
品
を
焦
点
と
し
た
、
そ
の
係
争
内
容
の
成
熟
度
と
深
刻
さ
か
ら
し

て
、
横
浜
が
す
で
に
新
潟
・
大
阪
と
は
大
き
く
次
元
の
異
な
る
局
面
に
あ
っ
た
こ
と

の
証
左
と
捉
え
ら
れ
る
）
82
（

。

　

新
潟
及
び
大
阪
に
お
け
る
、
近
世
的
な
商
人
同
士
の
結
合
、
あ
る
い
は
商
人
と
為

政
者
と
の
結
合
は
、
部
分
的
に
は
、
政
策
目
的
を
容
易
に
実
現
す
る
た
め
の
素
地
と

し
て
働
い
た
が
、
一
方
で
は
政
策
意
図
の
大
き
な
誤
解
を
招
く
も
の
で
も
あ
っ
た
。

民
も
、
ま
た
官
も
混
乱
し
た
。
そ
し
て
諸
外
国
と
も
大
き
な
摩
擦
を
生
じ
さ
せ
て

い
っ
た
。
こ
う
し
た
こ
と
と
、
そ
も
そ
も
港
が
水
深
の
浅
い
河
口
に
位
置
し
、
大
型

船
の
出
入
り
に
は
不
便
で
あ
っ
た
こ
と
、
な
ど
が
相
ま
っ
て
、
新
潟
・
大
阪
と
も
に

開
港
ま
も
な
く
か
ら
外
国
貿
易
の
停
滞
が
始
ま
っ
た
。
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こ
の
よ
う
な
趨
勢
的
な
相
似
の
一
方
で
、
更
に
掘
り
下
げ
れ
ば
、
新
潟
と
大
阪
に

は
相
違
の
存
在
も
指
摘
で
き
よ
う
。

　

そ
の
一
つ
は
株
仲
間
の
現
状
で
あ
る
。
大
阪
の
株
仲
間
が
根
強
く
堅
固
で
あ
っ
た

こ
と
は
、
本
稿
で
も
縷
々
述
べ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
同
じ
頃
、
新
潟
の
株
仲

間
は
す
で
に
各
段
に
弛
緩
し
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
町
の
商
業
の
中
心
で
あ
っ

た
廻
船
問
屋
の
株
仲
間
は
、
通
商
司
に
よ
る
騒
動
か
ら
ま
も
な
く
の
明
治
三
年
十
二

月
、
全
国
の
大
方
に
先
駆
け
て
廃
止
さ
れ
た
）
83
（

。
新
潟
の
ト
ゥ
ル
ー
プ
は
「
新
潟
の
商

習
慣
で
外
国
と
の
交
易
を
著
し
く
妨
げ
る
も
の
は
、私
に
は
考
え
つ
か
な
い
」と
パ
ー

ク
ス
に
報
告
し
て
い
る
）
84
（

。
し
た
が
っ
て
新
潟
に
お
い
て
は
、
株
仲
間
を
母
体
と
し
て

地
元
商
人
の
糾
合
を
図
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
前
提
条
件
は
盤
石
で
は
な
か
っ
た
の

で
は
な
い
か
。

　

相
違
の
も
う
一
点
は
、
通
商
司
政
策
に
関
す
る
官
の
取
組
で
あ
る
。

　

大
阪
で
の
動
き
の
な
か
に
は
、
山
口
・
加
藤
と
い
っ
た
、
本
来
の
政
策
理
念
を
十

分
に
理
解
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
官
員
が
登
場
す
る
。
彼
ら
は
、
し
か
し
そ
の
理
念
の

実
現
を
拒
む
現
場
に
直
面
し
、妥
協
に
苦
慮
し
た
。「
外
圧
」
に
一
蹴
さ
れ
て
し
ま
っ

た
も
の
の
、
本
稿
で
跡
を
た
ど
っ
た
彼
ら
の
歩
み
は
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
へ
と
連
な
る
、

商
人
ら
と
の
切
磋
琢
磨
で
あ
っ
た
、
と
み
な
せ
る
の
で
は
な
い
か
。

　

一
方
の
新
潟
の
官
員
ら
に
は
、
理
念
と
現
実
と
の
乖
離
に
苦
慮
す
る
、
と
い
っ
た

葛
藤
さ
え
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
商
人
糾
合
に
あ
た
っ
て
は
、
大
阪
の
よ
う
に

地
元
商
人
へ
の
勧
説
に
努
め
た
記
録
は
見
当
た
ら
ず
、
さ
り
と
て
株
仲
間
が
弛
緩
し

て
い
る
新
潟
で
は
、既
成
の
商
人
同
士
の
結
合
を
活
用
す
る
効
果
も
限
ら
れ
て
い
た
。

ひ
た
す
ら
強
圧
と
露
骨
な
懐
柔
と
で
、
彼
ら
が
理
解
す
る
政
策
目
的
の
実
現
を
図
る

ば
か
り
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
新
潟
で
の
通
商
司
政
策
は
極
端
な
短
命
に
終
わ

り
、
通
商
司
の
試
み
は
、
こ
の
港
の
歴
史
の
な
か
の
特
異
な
、
単
な
る
過
誤
の
刹
那

と
し
て
、
人
々
の
記
憶
か
ら
遠
の
い
た
。
そ
し
て
、
外
国
貿
易
港
と
し
て
の
新
潟
は
、

明
治
半
ば
に
は
忘
れ
去
ら
れ
て
ゆ
く
）
85
（

。

　

他
方
、
大
阪
は
開
港
当
初
は
振
る
わ
な
か
っ
た
貿
易
が
や
が
て
伸
長
す
る
）
86
（

。
大
阪

で
の
通
商
司
政
策
か
ら
得
ら
れ
た
教
訓
は
、
大
阪
の
み
な
ら
ず
全
国
的
に
も
我
が
国

の
経
済
近
代
化
に
生
か
さ
れ
て
い
っ
た
と
言
え
る
。

　

筆
者
は
、
本
稿
を
通
じ
て
、
我
が
国
の
経
済
近
代
化
に
向
け
た
明
治
初
年
の
取
組

で
あ
っ
た
通
商
司
政
策
を
め
ぐ
る
外
国
側
と
の
係
争
に
関
し
て
、
こ
れ
ま
で
に
考
察

し
た
新
潟
に
加
え
て
、
大
阪
で
の
経
緯
の
解
明
を
試
み
、
そ
れ
ら
の
全
体
像
に
迫
る

こ
と
が
で
き
た
も
の
と
考
え
る
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
理
解
に
よ
り
、
対
外
自
立
を

目
指
し
た
我
が
国
の
近
代
化
へ
の
道
程
を
さ
ら
に
深
く
確
認
す
る
た
め
の
、
一
つ
の

材
料
を
加
え
る
こ
と
が
で
き
た
も
の
と
考
え
る
。

（
1
）　

拙
稿
「「
外
圧
」
が
捉
え
た
新
潟
に
お
け
る
通
商
司
政
策
」『
東
北
ア
ジ
ア
研
究　

21
号
』（
東

北
大
学
東
北
ア
ジ
ア
研
究
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
一
七
年
）。

（
2
）　

拙
稿
「
明
治
三
年
・
新
潟
通
商
司
を
め
ぐ
る
騒
動
」『
新
潟
史
学 

第
76
号
』（
新
潟
史
学
会
、

二
〇
一
八
年
）。

（
3
）　

外
交
史
料
館
所
蔵
「
新
潟
通
商
司
ノ
処
置
貿
易
ヲ
妨
害
ス
ル
旨
英
国
公
使
抗
議
ノ
一
件
」（
三

門
三
類
七
項
一
号
）、
同
「
大
阪
通
商
司
並
居
留
地
経
営
ノ
官
吏
貿
易
ニ
干
渉
シ
条
約
ニ
違
反

セ
ル
旨
在
本
邦
英
吉
利
国
公
使
抗
議
一
件
」（
三
門
三
類
七
項
三
号
）。

（
4
）　

新
潟
に
お
い
て
新
潟
通
商
司
・
新
潟
通
商
会
社
が
新
た
な
動
き
を
見
せ
て
い
る
こ
と
に
関
し

て
、
当
初
、
イ
ギ
リ
ス
の
新
潟
領
事
代
理
ト
ゥ
ル
ー
プ
は
、
彼
の
目
前
で
展
開
さ
れ
て
い
る

事
態
が
新
潟
特
有
の
も
の
な
の
か
否
か
、
判
断
が
つ
き
か
ね
て
い
た
。
そ
の
ト
ゥ
ル
ー
プ
か

ら
の
報
告
に
対
し
て
、
パ
ー
ク
ス
は
、
新
潟
及
び
大
阪
・
兵
庫
だ
け
の
特
殊
な
状
況
で
あ
る
、

と
返
答
し
た
。
前
掲
注
（
1
）
の
拙
稿
二
六
頁
を
参
照
い
た
だ
き
た
い
。

（
5
）　

菅
野
和
太
郎
「
大
阪
通
商
会
社
及
大
阪
為
替
会
社
」『
明
治
大
正
大
阪
市
史　

第
五
巻
』（
大

阪
市
、
一
九
三
三
年
、
復
刻
一
九
八
〇
年
）。

（
6
）　
「
会
社
全
書
」『
日
本
金
融
資
料　

明
治
大
正
編　

第
一
巻
』（
日
本
銀
行
調
査
局
編
、

一
九
五
五
年
）、「
大
蔵
省
沿
革
志　

下
」
大
内
兵
衛
・
土
屋
喬
雄
『
明
治
前
期
財
政
経
済
資

料
集
成　

第
二
巻
』（
明
治
文
献
資
料
刊
行
会
編
、
一
九
六
二
年
）、『
明
治
財
政
史　

第
12
巻
』

（
明
治
財
政
史
編
纂
会
編
、
一
九
〇
三
年
）、
な
ど
。

（
7
）　

菅
野
和
太
郎
『
日
本
会
社
企
業
発
生
史
の
研
究
』（
岩
波
書
店
、
一
九
三
一
年
、
復
刻

一
九
九
五
年
）
一
一
〇
〜
二
五
七
頁
。

（
8
）　
「
大
阪
府
令
・
布
達
」『
明
治
大
正
大
阪
市
史　

第
六
巻
』、「
外
務
省
往
復
文
書
」「
領
事

往
復
文
書
」『
明
治
大
正
大
阪
市
史　

第
七
巻
』（
と
も
に
大
阪
市
、
一
九
三
三
年
、
復
刻

註
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一
九
八
〇
年
）。

（
9
）　

間
宮
国
夫
「
明
治
初
年
に
お
け
る
通
商
司
政
策
」『
社
会
科
学
討
究 

第
13
巻
第
2
号
』（
早

稲
田
大
学
社
会
科
学
研
究
所
編
、
一
九
六
八
年
）。

（
10
）　

青
山
忠
正
「
幕
末
維
新
期
の
貿
易
政
策
―
兵
庫
商
社
と
商
法
司
・
通
商
司
」『
大
阪
商
業
大

学
論
集　

第
77
号
』（
大
阪
商
業
大
学
商
経
学
会
編
、
一
九
八
六
年
）。

（
11
）　
「
大
阪
商
社
規
則
」
の
全
文
は
『
明
治
文
化
全
集　

第
二
十
二
巻　

経
済
編
』（
一
九
二
九
年
）

に
所
載
さ
れ
て
い
る
（
四
七
八
〜
四
八
八
頁
）。 

（
12
）　
『
明
治
大
正
大
阪
市
史　

第
六
巻
』
一
〇
九
〜
一
一
〇
頁
。

（
13
）　

概
ね
「
大
阪
通
商
会
社
及
大
阪
為
替
会
社
」
に
よ
っ
て
経
過
を
叙
述
し
た
。

（
14
）　General Correspondence, Japan

〈F.O
.46/125

〉 Parkes to Clarendon, N
o. 60, 

Encl. 3: Gow
er to the Japanese A

uthorities for Foreign A
ffairs at O

saka, O
ct. 

22, 1869.

（
以
下
、
本
文
で
は
イ
ギ
リ
ス
外
交
文
書
（FO

文
書
）
を
「
英
国
史
料
」
と
す
る
。

な
お
、「
英
国
史
料
」
及
び
居
留
地
新
聞
は
、
す
べ
て
横
浜
開
港
資
料
館
に
お
い
て
閲
覧
可
能
。）

（
15
）　

日
英
修
好
通
商
条
約
の
第
十
四
条
に
は
、「
貎
利
太
尼
亜
人
、
開
き
た
る
各
港
に
諸
品
物
を

輸
出
し
、
売
払
、
ま
た
は
買
入
、
輸
入
す
る
事
、
自
由
な
る
べ
し
」、「
双
方
の
国
人
、
品
物
を

売
買
す
る
事
、
総
て
障
な
く
、
其
払
方
等
に
就
て
は
、
日
本
役
人
之
に
立
会
は
ず
、
諸
日
本
人

は
、
貎
利
太
尼
亜
人
よ
り
得
た
る
品
を
売
買
し
、
或
は
所
持
す
る
事
、
倶
に
妨
な
し
」
と
あ
り
、

貿
易
に
対
し
て
政
府
が
関
与
し
な
い
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
る
（『
法
令
全
書　

自
慶
応
三
年

十
月
至
明
治
元
年
十
二
月　

付
録　

第
四
』
内
閣
官
報
局
、
六
〇
頁
）。

　
　
　

な
お
、
新
潟
に
お
い
て
も
、
明
治
三
年
三
月
二
十
七
日
、
新
潟
通
商
司
及
び
新
潟
商
社
に
よ

る
措
置
に
対
す
る
同
種
の
抗
議
書
翰
が
イ
ギ
リ
ス
領
事
か
ら
新
潟
県
知
事
に
発
せ
ら
れ
た
が
、

そ
こ
で
は
、
抗
議
の
根
拠
は
両
国
修
好
通
商
条
約
第
十
四
条
へ
の
違
背
で
あ
る
、
と
明
記
さ

れ
て
い
る
（『
新
潟
県
史　

資
料
編
13 　

近
代
一
』（
新
潟
県
、一
九
八
〇
年
）
一
〇
八
〇
頁
）。

（
16
）　
〈F.O

.46/125

〉 Parkes to Clarendon, N
o. 60, Encl. 1: Gow

er to Parkes, D
ec. 6, 

1869.

（
17
）　T

he Japan T
im
es

’ Overland M
ail, D

ecem
ber 30, 1869. 

（
18
）　T
he H

iogo N
ew
s, January 26, 1870.

（
19
）　

前
掲
註
（
18
）
と
同
じ
。
記
事
の
う
ち
の
該
当
箇
所
の
原
文
を
以
下
に
抜
粋
す
る
。

　
　

I hear that Sir H
arry Parkes w

as accom
panied from

 Y
edo by a Japanese 

offi
cial w

ho had instructions to put an end to the proposed m
onopoly. N

o tim
e 

w
as lost; the English M

inister arrived in K
obe on the 23rd ult., and on the 26th 

a letter w
as addressed to the foreign consuls in O

saka.

（
20
）　

前
掲
註
（
18
）
と
同
じ
。

（
21
）　
「
領
事
往
復
文
書
」『
明
治
大
正
大
阪
市
史 

第
七
巻
』
四
三
二
頁
。
な
お
、『
明
治
財
政
史 

第
12
巻
』
三
四
四
頁
に
も
同
じ
文
書
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
書
翰
の
最
後
の
部
分
が
、「
右

不
用
之
条
々
相
改
候
様
、
両
会
社
共
ヨ
リ
申
達
シ
候
」（
傍
点
は
筆
者
）
と
、「
関
連
条
文
を
改

め
た
い
と
両
会
社
か
ら
申
し
出
が
あ
っ
た
」か
の
よ
う
な
文
書
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
ま
た
、

菅
野
も
そ
の
よ
う
に
引
用
し
、「
大
阪
商
社
規
則
」
の
一
部
効
力
停
止
は
、
外
国
商
社
か
ら
の

抗
議
を
受
け
た
両
会
社
が
、
自
ら
申
し
出
た
も
の
で
あ
っ
た
、
と
推
論
し
て
い
る
（『
日
本
会

社
企
業
発
生
史
の
研
究
』
一
七
六
〜
一
七
七
頁
）。
し
か
し
、
こ
れ
は
明
ら
か
な
誤
り
で
あ
る
。

会
社
が
役
所
に
申
達
し
た
、
と
い
う
用
語
法
は
極
め
て
不
自
然
で
あ
る
し
、
居
留
地
新
聞
に

掲
載
さ
れ
て
い
る
英
文
も
、「I have therefore ordered the above-nam

ed com
panies 

to change the said articles.

」（
そ
の
条
文
を
改
め
る
よ
う
、
私
（
山
口
）
が
両
会
社
に
命

じ
た
）
と
な
っ
て
い
る
。

（
22
）　T

he H
iogo N

ew
s, D
ecem

ber 24, 1869.

（
23
）　Em

bassy and Consular A
rchives, Japan: Correspondence 〈F.O

.262/N
o.194

〉 
Gow
er to Parkes, N

o.25, July 26, 1870, Encl. 2.

（
24
）　T

he H
iogo N

ew
s, January 8 and 15, 1870.

（
25
）　
〈F.O

.46/125

〉 Parkes to Clarendon, N
o. 60, A

pril 19, 1870.

（
26
）　 

〈F.O
.46/125

〉 Parkes to Clarendon, N
o. 60, Encl. 1: Gow

er to Parkes, Jan. 10, 
1870.

（
27
）　
『
明
治
大
正
大
阪
市
史　

第
六
巻
』
一
三
三
〜
一
三
四
頁
。
た
だ
し
、
同
史
料
で
は
布
告
日

が
明
治
二
年
十
二
月
二
十
日
と
さ
れ
て
い
る
。

（
28
）　
『
明
治
財
政
史 

第
12
巻
』
三
四
四
〜
三
四
五
頁
。

（
29
）　
「
大
蔵
省
沿
革
志 

下
」
二
七
六
〜
二
八
〇
頁
。

（
30
）　T

he H
iogo N

ew
s, A
pril 16 , 1870. 

（
31
）　
〈F.O

.46/126

〉 Parkes to Clarendon, N
o. 122, Encl. 2, Jam

es J. Enslie

’s
      m

em
orandum

 on Conduct of the Governm
ent T

rading Com
pany. July 15, 1870. 

（
32
）　
〈F.O

.46 /126

〉 Parkes to Clarendon, N
o. 122, Encl. 1: Gow

er to Parkes, July 26, 
1870. 

（
33
）　

前
掲
註
（
3
）
の
「
大
阪
通
商
司
並
居
留
地
経
営
ノ
官
吏
貿
易
ニ
干
渉
シ
条
約
ニ
違
反
セ
ル

旨
在
本
邦
英
吉
利
国
公
使
抗
議
一
件
」。
以
下
、「
大
阪
抗
議
一
件
」
と
す
る
。

（
34
）　
〈F.O

.46/126

〉 Parkes to Clarendon., N
o. 122, A

ugust 22, 1870. 

（
35
）　

こ
の
政
策
調
整
の
様
子
は
、「
大
阪
抗
議
一
件
」
の
ほ
か
に
、
菅
野
が
依
拠
し
た
史
料
の
一

つ
で
あ
る「
外
務
省
往
復
文
書
」（『
明
治
大
正
大
阪
市
史　

第
七
巻
』）に
も
所
載
さ
れ
て
い
る
。

た
だ
し
、「
大
阪
抗
議
一
件
」
は
、
外
務
省
と
民
部
・
大
蔵
省
と
の
書
翰
な
ど
中
央
政
府
内
の

往
復
文
書
類
を
含
む
点
で
、
よ
り
詳
細
で
あ
る
。

（
36
）　

松
尾
臣
善
（
の
ち
の
第
六
代
日
本
銀
行
総
裁
）
は
、『
世
外
侯
事
歴 

維
新
財
政
談
』（
沢
田

章
編
、
一
九
二
一
年
、
復
刻
一
九
七
八
年
）
に
よ
れ
ば
、
明
治
二
年
半
ば
か
ら
同
三
年
十
月
ま

で
は
京
都
を
本
拠
と
し
て
活
動
し
て
い
た
（
一
四
八
〜
一
五
五
頁
）。「
大
坂
抗
議
一
件
」
に
は
、

八
月
十
四
日
の
談
判
は
「
松
尾
出
府
」
の
う
え
で
設
け
ら
れ
た
、
と
い
っ
た
趣
旨
の
こ
と
だ
け

が
記
さ
れ
て
お
り
、
判
然
と
し
な
い
が
、
こ
の
時
松
尾
は
、
大
阪
府
と
大
阪
通
商
司
と
の
争
い
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を
収
拾
す
る
た
め
に
京
都
か
ら
大
阪
を
訪
れ
、
両
者
の
直
談
判
を
仕
切
っ
た
、
と
推
測
さ
れ
る
。

（
37
）　

五
厘
銀
（
五
厘
金
）
と
は
、
貿
易
品
の
取
引
高
に
準
じ
て
千
分
の
五
を
徴
収
し
、
こ
れ
を
蓄

積
し
て
居
留
地
附
近
の
施
設
整
備
に
活
用
す
る
、
と
い
う
貿
易
同
業
者
の
た
め
の
「
一
種
の
共

同
拠
金
」
で
あ
っ
た
。
そ
の
措
置
の
妥
当
性
に
関
し
て
は
種
々
議
論
が
あ
っ
た
が
、
明
治
十
二

年
ま
で
存
続
し
た
。
詳
細
は
『
大
阪
税
関
沿
革
史
』（
大
阪
税
関
編
、
一
九
二
九
年
）
二
六
七

〜
二
九
〇
頁
。

（
38
）　
『
明
治
財
政
史　

第
12
巻
』
は
、
政
府
が
す
で
に
独
占
を
禁
じ
る
布
告
を
発
出
し
、
外
国
側

が
疑
念
を
抱
く
条
文
を
含
ん
だ
両
会
社
規
則
を
改
正
し
た
の
だ
か
ら
、
パ
ー
ク
ス
か
ら
の
抗

議
は
全
く
根
拠
が
な
か
っ
た
、
と
す
る
（
三
四
一
頁
）。
菅
野
も
ま
た
、『
明
治
財
政
史
』
の

右
の
叙
述
を
論
拠
と
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
の
抗
議
は
「
誤
解
」
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、「
全
然

そ
の
理
由
が
な
か
っ
た
」
と
す
る
（『
日
本
会
社
企
業
発
生
史
の
研
究
』
一
七
七
〜
一
七
八
頁
）。

こ
う
し
た
見
解
が
誤
っ
て
い
る
こ
と
は
、
本
稿
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。

（
39
）　
『
明
治
大
正
大
阪
市
史　

第
六
巻
』
一
七
三
頁
。

（
40
）　

明
治
新
政
府
は
、
慶
応
四
年
正
月
、
戊
辰
戦
争
勃
発
後
の
大
阪
支
配
に
あ
た
り
、
取
り
敢
え

ず
は
そ
の
ま
ま
株
仲
間
の
存
在
を
許
可
し
、
人
心
の
安
定
を
図
っ
た
。
し
か
し
、
や
が
て
商
法

司
を
設
置
し
、
勧
商
と
商
業
取
締
り
の
新
た
な
施
策
に
着
手
し
た
。
す
な
わ
ち
、
大
阪
に
お
い

て
は
同
年
五
月
、「
商
法
大
意
」
が
布
達
さ
れ
、
株
仲
間
に
改
変
を
加
え
た
上
で
、
こ
れ
を
新

た
な
政
府
許
可
の
対
象
と
し
た
。
ま
た
、
商
法
司
に
代
わ
っ
た
通
商
司
に
お
い
て
は
、
諸
種
の

商
社
の
設
立
が
奨
励
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
れ
ら
の
多
く
は
株
仲
間
を
基
礎
と
し
た
も
の
で

あ
っ
た
。
民
間
で
は
、「
商
法
大
意
」
に
基
づ
く
商
法
司
下
の
新
た
な
許
可
も
、
旧
来
の
株
仲

間
が
そ
の
ま
ま
公
認
さ
れ
た
も
の
と
受
け
取
り
、
株
が
売
買
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
。

　
　
　

以
降
は
、
本
稿
で
見
た
よ
う
に
、
明
治
二
年
十
二
月
、
従
来
の
株
仲
間
を
制
約
し
小
売
業
の

新
規
開
業
を
認
め
る
こ
と
を
布
告
し
、
さ
ら
に
三
年
十
月
に
は
、
改
め
て
商
社
加
入
済
会
社

の
恣
意
が
排
さ
れ
た
。

　
　
　

明
治
五
年
四
月
、「
自
今
、
諸
仲
間
と
唱
へ
候
類
は
総
て
解
放
申
付
、
兼
て
差
出
有
之
諸
仲

間
名
前
帳
は
、
悉
皆
焼
捨
候
」
と
す
る
仲
間
解
放
令
が
最
終
的
に
布
達
さ
れ
た
。
し
か
し
な

が
ら
、
翌
明
治
六
年
に
は
、「
仲
間
解
放
令
に
よ
っ
て
無
資
本
の
奸
商
が
輩
出
し
、
種
々
の
不

正
行
為
が
行
わ
れ
て
い
る
」
と
し
た
同
業
組
合
の
設
立
運
動
が
盛
ん
と
な
り
、
新
規
の
営
業

を
束
縛
し
た
。
そ
の
た
め
、
大
阪
府
は
明
治
七
年
、
八
年
に
も
、
新
規
営
業
は
自
由
で
あ
る

旨
を
繰
り
返
し
市
中
に
伝
え
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。『
大
阪
商
工
会
議
所
百
年
史
』（
大
阪
商

工
会
議
所
編
、一
九
七
九
年
）
三
四
〜
四
八
頁
、及
び
『
新
修
大
阪
市
史　

第
五
巻
』（
大
阪
市
、

一
九
九
一
年
）
三
三
二
〜
三
三
三
頁
を
参
照
。

（
41
）　

新
潟
の
領
事
代
理
ト
ゥ
ル
ー
プ
は
、
明
治
三
年
一
月
の
新
潟
通
商
司
の
活
動
開
始
以
降
、
い

く
つ
か
の
布
告
が
な
さ
れ
、
新
潟
商
社
の
も
と
へ
の
地
元
商
人
へ
の
糾
合
、
及
び
商
品
流
通
へ

の
新
潟
通
商
司
の
関
与
が
加
え
ら
れ
て
い
く
の
を
察
知
し
て
い
た
。
ま
た
、
こ
う
し
た
布
告
を

町
内
で
周
知
す
る
こ
と
を
拒
ん
だ
検
断
職
の
者
が
罷
免
さ
れ
る
な
ど
、
布
告
が
地
元
で
波
紋

を
広
げ
て
い
く
様
子
も
確
認
し
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
ト
ゥ
ル
ー
プ
は
、
度
重
な
る
布
告

に
よ
っ
て
新
潟
港
の
商
品
流
通
が
著
し
く
停
滞
す
る
事
態
に
至
っ
た
三
月
二
十
七
日
に
な
っ

て
、
よ
う
や
く
新
潟
県
知
事
に
対
し
て
、
布
告
類
が
英
日
両
国
条
約
の
第
十
四
条
に
反
す
る
、

と
し
て
抗
議
書
翰
を
発
出
し
た
。
前
掲
註
（
1
）
の
拙
著
を
参
照
。

（
42
）　
〈F.O

.46/125

〉Parkes to Clarendon, N
o. 60, A

pril 19, 1870. 

（
43
）　
「
大
蔵
省
沿
革
志 

下
」
二
六
〇
〜
二
六
四
頁
。

（
44
）　

も
っ
と
も
、「
草
定
社
則
」
に
は
、
第
二
十
三
（
条
）
に
「
貿
易
商
事
ヲ
生
業
ト
為
セ
ル
内

国
商
売
ノ
、
外
国
商
売
ト
売
買
ヲ
経
紀
ス
ル
ハ
、
其
ノ
自
由
ニ
任
カ
ス
ト
雖
モ
、
本
業
外
ノ

物
品
ヲ
売
買
シ
、
或
ハ
横
浜
港
ニ
於
テ
輸
売
商
行
ノ
生
業
ヲ
営
為
ス
ル
ヲ
厳
禁
ス
」
と
あ
り
、

貿
易
に
関
し
て
新
規
の
参
入
が
一
切
自
由
で
あ
る
と
認
め
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し

な
が
ら
、
も
と
も
と
貿
易
を
本
業
と
す
る
者
の
場
合
に
は
、
通
商
会
社
へ
の
加
入
・
未
加
入

に
関
わ
ら
ず
、
従
来
ど
お
り
の
取
引
を
認
め
て
い
る
点
に
お
い
て
は
、「
大
阪
商
社
規
則
」
が

社
外
者
を
一
切
排
除
し
て
い
る
の
と
は
異
な
る
。

（
45
）　
〈F.O

.46/125

〉Parkes to Clarendon, N
o. 60, A

pril 19, 1870. Encl. 9: 
M
em
orandum

 on the com
m
ercial system

 of O
saka by A

ston, M
arch, 1870.

（
46
）　
〈F.O

.46/124

〉Parkes to Clarendon, N
o. 52, Encl. 4, 5, M

arch 31, 1870.  

（
47
）　

こ
こ
で
言
及
し
た
二
つ
の
啓
蒙
書
が
明
治
の
早
い
時
期
か
ら
英
訳
さ
れ
、
外
国
人
の
あ
い
だ

で
流
布
し
て
い
た
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
も
知
ら
れ
て
い
る
（
吉
野
作
造
「『
交
易
問
答
』
及
び

『
交
易
心
得
草
』
の
英
訳
に
就
て
」『
閑
談
の
閑
談
』（
書
物
展
望
社
、
一
九
三
三
年
））。
し
か

し
本
稿
の
ご
と
く
、
そ
の
英
訳
が
パ
ー
ク
ス
に
よ
る
外
交
活
動
に
直
接
関
係
し
た
も
の
で
あ
っ

た
こ
と
は
、
管
見
の
限
り
、
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
な
い
。

（
48
）　
〈F.O

.46/ N
o.125

〉Parkes to Clarendon, N
o. 60, A

pril 19, 1870. 

（
49
）　

通
商
司
の
所
管
の
変
遷
に
関
し
て
は
、「
大
蔵
省
沿
革
志 

下
」
二
五
九
〜
二
八
四
頁
、
及
び

『
大
蔵
省
史　

第
一
巻
』（
大
蔵
省
財
政
金
融
研
究
所
財
政
史
室
編
、
一
九
九
八
年
）
九
〜
一
五

頁
を
参
照
。

（
50
）　
『
大
隈
侯
八
十
五
年
史　

第
一
巻
』（
大
隈
侯
八
十
五
年
史
編
纂
会
編
、
一
九
二
六
年
、
復

刻
一
九
七
〇
年
）
で
は
、
通
商
貿
易
は
国
の
基
礎
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
商
法
司
・
外
務

省
の
も
と
で
成
績
が
上
が
ら
な
か
っ
た
こ
と
に
対
し
て
、
大
隈
が
「
そ
れ
を
慨
嘆
し
、
伊
藤
・

井
上
等
と
志
を
同
じ
う
し
て
、
通
商
振
興
の
こ
と
を
太
政
官
に
建
言
し
た
。
そ
の
結
果
、〔
通

商
司
政
策
が
〕
実
施
の
運
び
と
な
」
っ
た
、
と
い
き
さ
つ
が
語
ら
れ
て
い
る
（
三
三
九
頁
）。

（
51
）　

沢
田
章
編
『
世
外
侯
事
歴　

維
新
財
政
談
』
一
五
〇
頁
。

（
52
）　 「
大
蔵
省
沿
革
志 

下
」
二
五
九
頁
。

（
53
）　

政
府
か
ら
民
間
へ
の
強
い
勧
説
に
よ
っ
て
変
革
を
目
指
す
、
と
い
う
手
法
に
つ
い
て
、『
大

隈
侯
八
十
五
年
史　

第
一
巻
』
で
は
、「
さ
う
し
た
干
渉
主
義
を
、
素
と
自
由
な
る
べ
き
民
間

事
業
の
上
に
加
へ
た
の
は
、
当
時
の
人
々
が
そ
の
方
途
に
迷
う
て
如
何
に
進
む
べ
き
か
の
指
針

を
持
た
ぬ
た
め
で
、
政
府
に
於
て
暫
く
指
導
の
必
要
を
感
じ
た
か
ら
で
あ
る
。
更
に
又
、
徳
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川
時
代
に
は
諸
商
売
に
皆
そ
れ
ぞ
れ
問
屋
株
な
る
も
の
が
あ
っ
て
、
世
襲
的
特
権
を
有
し
た

の
で
、
そ
の
積
習
を
一
掃
す
る
に
は
政
府
の
威
令
を
用
ふ
る
の
必
要
が
あ
っ
た
」
と
説
明
さ

れ
て
い
る
（
三
四
〇
頁
）。

（
54
）　
『
世
外
井
上
公
伝
』（
井
上
侯
伝
記
編
纂
会
、
原
書
房
、
一
九
六
八
年
）
四
四
一
頁
。

（
55
）　
『
大
隈
重
信
関
係
文
書　

5
』（
み
す
ず
書
房
、
二
〇
〇
九
年
）
一
一
八
〜
一
一
九
頁
。『
五

代
友
厚
伝
記
資
料　

第
一
巻
』（
日
本
経
営
史
研
究
所
編
、
一
九
七
一
年
）
に
も
同
文
あ
り

（
一
二
三
頁
）。

（
56
）　

明
治
二
年
十
月
十
三
日
付
、
井
上
か
ら
伊
藤
へ
の
書
翰
に
お
い
て
、
井
上
は
、
東
京
の
状
況

を
山
口
が
「
余
程
憂
ひ
、
…
傍
観
之
秋
に
あ
ら
す
、
就
て
は
、
根
本
之
所
力
十
分
に
無
之
て
は
、

覚
束
な
く
候
故
、
東
京
行
と
相
決
し
申
候
」
と
、
山
口
が
東
京
帰
朝
を
望
ん
で
い
る
こ
と
を

伝
え
て
い
る
。
井
上
は
続
け
て
、
大
阪
・
京
都
は
民
部
大
丞
た
る
自
分
一
人
で
十
分
な
の
で
、

山
口
に
は
東
京
へ
行
っ
て
も
ら
っ
て
構
わ
な
い
、
た
だ
し
、
私
（
井
上
）
が
そ
れ
を
山
口
に
伝

え
て
は
、
山
口
が
や
り
か
け
た
仕
事
を
私
が
奪
う
よ
う
に
な
る
の
で
、
そ
れ
は
気
の
毒
で
あ

る
（「
尤
、
此
一
事
、
山
口
え
小
弟
よ
り
申
上
候
様
御
咄
し
有
之
候
て
は
、
山
口
仕
懸
り
之
業

を
奪
ひ
候
様
に
当
り
候
て
は
、
甚
以
気
之
毒
に
御
座
候
」）、
そ
こ
は
し
か
る
べ
く
処
置
し
て

ほ
し
い
、と
も
伝
え
て
い
る
（『
伊
藤
博
文
関
係
文
書　

一
』（
伊
藤
博
文
関
係
文
書
研
究
会
編
、

一
九
七
三
年
）
一
二
四
頁
）。

（
57
）　

前
掲
註
（
56
）
一
二
四
〜
一
二
五
頁
。
な
お
、
山
口
の
転
任
時
期
は
定
か
で
は
な
い
が
、
明

治
三
年
三
月
に
加
藤
通
商
大
佑
ら
が
、
改
定
「
為
替
通
商
両
会
社
規
則
」
の
策
定
に
つ
い
て
、

大
阪
に
在
任
し
て
い
れ
ば
直
上
で
あ
る
は
ず
の
山
口
民
部
大
丞
で
は
な
く
、
井
上
へ
伺
い
書

を
宛
て
て
い
る
（
本
稿
四
七
九
頁
）、
と
い
う
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
山
口
は
こ
の
三
年
三
月
の

時
点
ま
で
に
は
大
阪
を
去
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
後
、
山
口
は
同
年
五
月
、
北
海

道
開
拓
御
用
掛
へ
と
転
じ
た
。

（
58
）　

前
掲
註
（
1
）
の
拙
稿
二
五
頁
を
参
照
。
一
次
史
料
（
前
掲
注
（
3
）
の
「
新
潟
通
商
司
ノ

処
置
貿
易
ヲ
妨
害
ス
ル
旨
英
国
公
使
抗
議
ノ
一
件
」）
に
は
、
発
言
者
が
誰
か
は
記
録
さ
れ
て

い
な
い
が
、
談
判
参
集
者
及
び
発
言
内
容
か
ら
し
て
、
大
隈
な
い
し
伊
藤
の
い
ず
れ
か
の
発

言
で
あ
る
。

（
59
）　
「
大
蔵
省
沿
革
志 

下
」
二
六
七
頁
。
中
島
信
行
は
明
治
二
年
十
一
月
十
三
日
に
通
商
正
に
就

任
し
た
。

（
60
）　
『
明
治
財
政
史　

第
12
巻
』
三
四
二
頁
。
明
治
三
年
八
月
十
二
日
付
の
大
阪
通
商
司
か
ら
東

京
通
商
司
へ
の
書
翰
。

（
61
）
菅
野
和
太
郎
『
続
大
阪
経
済
史
研
究
』（
清
文
堂
出
版
、
一
九
三
五
年
、
復
刻
一
九
八
二
年
）

一
九
五
〜
二
一
七
頁
。

（
62
）
内
田
四
方
蔵
ほ
か
編
『
開
港
へ
の
幕
臣
旅
中
日
記
―
加
藤
祐
一
筆
「
旅
中
日
記
」「
挿
画
熱
海

日
記
」』（
横
浜
郷
土
史
研
究
会
、
一
九
九
六
年
）。

（
63
）
高
村
直
助
『
明
治
経
済
史
再
考
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、二
〇
〇
六
年
）
三
一
〜
三
五
頁
を
参
照
。

（
64
）
製
造
業
と
保
険
に
関
す
る
規
定
は
、
中
で
も
通
商
会
社
規
則
第
二
（
条
）
が
中
心
で
あ
る
。

以
下
に
示
す
同
条
文
の
書
き
ぶ
り
か
ら
は
、
こ
れ
ら
新
た
な
取
組
へ
の
加
藤
の
強
い
意
欲
と

と
も
に
、
こ
の
規
定
が
外
国
側
か
ら
の
抗
議
を
呼
び
込
ま
ぬ
よ
う
、
細
心
の
配
慮
を
払
っ
て

い
た
こ
と
が
わ
か
る
（
以
降
条
文
の
う
ち
の
筆
者
に
よ
る
傍
点
箇
所
が
、そ
の
こ
と
を
示
す
。）。

　
　
「
第
二
（
前
略
）
社
ト
云
ヒ
会
ト
云
フ
ハ
、
夥
伴
ヲ
糾
合
ス
ル
ノ
謂
ヒ
ニ
シ
テ
、
即
チ
同
心
協

力
シ
テ
、
事
業
ヲ
経
営
ス
ル
ヲ
其
ノ
本
務
ト
為
ス
、
故
ニ
糾
合
人
員
愈
ヨ
衆
多
ナ
レ
ハ
、
則

チ
事
業
益
ス
盛
大
ニ
シ
テ
、
其
ノ
成
功
モ
亦
タ
容
易
ナ
リ
ト
ス
、
特
ニ
汽
船
汽
車
ヲ
製
造
シ
、

海
陸
運
輸
ノ
危
険
ヲ
保
任
ス
ル
等
ノ
事
業
ノ
如
キ
ハ
、
最
モ
糾
合
人
員
ノ
衆
多
ナ
ル
ヲ
便
ト

為
ス
、
然
ル
モ
、
商
会
ニ
加
入
セ
ス
、
旧
ニ
仍
リ
商
業
ヲ
営
為
ス
ル
モ
、
本
社
一
ニ
其
ノ
自

由
ニ
任
カ
ス
、
各
会
会
員
、
決
シ
テ
他
人
ヲ
要
強
シ
テ
其
ノ
商
会
ニ
加
入
セ
シ
ム
ル
如
キ
ノ

行
為
有
ル
ヲ
得
サ
レ
（
後
略
）」

（
65
）
加
藤
は
、共
同
出
資
を
論
ず
る
に
際
し
て
、『
交
易
心
得
草
』（
前
編
・
後
編
と
も
）
を
通
じ
て
「
商

社
」
と
い
う
用
語
を
使
っ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
の
加
藤
の
保
険
業
・
製
造
業
へ
の
言
及
は
、「
商

社
」な
る
用
語
が「
会
社
」へ
と
置
換
さ
れ
る
過
程
を
想
起
さ
せ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、

『
明
治
経
済
史
再
考
』（
二
〇
〜
三
一
頁
）
に
よ
れ
ば
、
共
同
出
資
に
よ
る
事
業
体
を
表
す
用
語

と
し
て
、
当
初
は
「
商
社
」
が
優
勢
で
あ
っ
た
の
は
、
開
港
後
の
我
が
国
が
こ
う
し
た
企
業

形
態
を
切
実
に
必
要
と
し
た
分
野
が
貿
易
な
い
し
商
業
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

や
が
て
他
の
各
種
の
産
業
分
野
に
お
け
る
共
同
出
資
が
現
実
問
題
と
な
る
に
及
ん
で
、
語
感

と
し
て
そ
れ
ら
に
馴
染
ま
な
い
「
商
社
」
が
「
会
社
」
と
い
う
用
語
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
て
い
っ

た
。

（
66
）『
大
隈
重
信
関
係
文
書　

5
』
一
二
二
頁
。

（
67
）『
五
代
友
厚
伝
記
資
料　

第
一
巻
』
一
三
七
〜
一
三
八
頁
。

（
68
）『
開
港
へ
の
幕
臣
旅
中
日
記
―
加
藤
祐
一
筆
「
旅
中
日
記
」「
挿
画
熱
海
日
記
」』

（
69
）
当
時
、
明
治
政
府
の
政
策
の
主
導
権
は
民
部
・
大
蔵
省
が
握
っ
て
い
た
が
、
維
新
か
ら
間
も

な
く
民
政
一
般
が
疲
弊
と
圧
迫
を
蒙
る
な
か
、
そ
う
し
た
急
進
的
な
施
策
展
開
を
嫌
う
勢
力
も

大
き
か
っ
た
。
明
治
三
年
三
月
以
降
、
こ
の
対
立
が
次
第
に
顕
在
化
し
、
同
年
六
月
に
は
、
大

久
保
利
通
・
広
沢
真
臣
・
副
島
種
臣
・
佐
々
木
高
行
の
四
名
の
参
議
が
、
辞
表
を
楯
に
、
急
進

派
官
僚
の
権
限
を
削
減
す
る
た
め
、
両
省
を
分
離
す
る
よ
う
迫
っ
た
。
そ
し
て
、
民
部
省
・
大

蔵
省
の
分
離
が
七
月
十
日
に
実
現
し
た
。
佐
々
木
克
「「
民
・
蔵
分
離
問
題
」
に
つ
い
て
の
一

考
察
」（『
史
苑
』
第
二
九
巻　

第
三
号
、
一
九
六
九
年
）、
及
び
松
尾
正
人
「
明
治
初
年
の
政

情
と
地
方
支
配
―
「
民
蔵
分
離
」
問
題
前
後
―
」（『
土
地
制
度
史
学
』
第
九
一
号
、一
九
八
一
年
）

を
参
照
。

（
70
）「
大
阪
抗
議
一
件
」
で
は
、
本
文
の
よ
う
に
、
民
蔵
分
離
後
、
通
商
司
は
民
部
省
の
新
た
な
陣

容
に
引
き
継
が
れ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
七
月
二
十
二
日
、
通
商
司
の
管
掌
は
民
部
省
か
ら

大
蔵
省
に
移
さ
れ
、
大
隈
・
伊
藤
ら
の
手
に
戻
っ
て
く
る
こ
と
に
な
る
。

（
71
）
以
下
、
新
潟
で
の
経
緯
に
関
す
る
叙
述
に
関
し
て
は
、
前
掲
註
（
1
）
及
び
註
（
2
）
の
拙
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稿
を
参
照
願
い
た
い
。

（
72
）「
大
蔵
省
沿
革
志 

下
」
二
八
七
頁
。

（
73
）
伊
藤
は
、
明
治
三
年
十
一
月
か
ら
翌
四
年
五
月
ま
で
訪
米
し
、
銀
行
制
度
の
調
査
を
行
っ
た
。

帰
国
後
、
そ
の
調
査
の
成
果
を
も
と
に
、
新
貨
条
例
が
制
定
さ
れ
、
国
立
銀
行
制
度
が
創
設

さ
れ
る
な
ど
、
本
格
的
な
銀
行
制
度
が
確
立
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

（
74
）「
大
蔵
省
沿
革
志 

下
」
二
九
八
頁
。

（
75
）「
大
蔵
省
沿
革
志 

下
」
三
〇
一
頁
。

（
76
）
パ
ー
ク
ス
が
、
通
商
司
政
策
の
性
格
を
理
解
し
た
う
え
で
、
こ
れ
に
肯
定
的
な
評
価
を
与
え

て
い
た
、
と
い
う
点
に
関
し
て
は
、
新
潟
で
の
経
緯
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、

明
治
三
年
五
月
三
日
に
明
治
政
府
と
談
判
を
行
っ
た
パ
ー
ク
ス
は
（
四
九
一
頁
）、
す
で
に
そ

れ
以
前
に
入
手
し
て
い
た
伊
藤
の
筆
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
書
面
（
註
（
79
）
の
「
書
面
ヘ
下
ヶ

札
」）、
及
び
そ
の
談
判
の
場
で
の
大
隈
・
伊
藤
の
発
言
を
通
じ
て
、
こ
の
政
策
が
明
治
政
府

内
の
急
進
派
に
よ
る
西
洋
経
済
シ
ス
テ
ム
へ
の
明
確
な
志
向
に
発
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を

把
握
し
、
七
〇
年
八
月
二
十
日
（
明
治
三
年
七
月
二
十
四
日
）、
そ
の
趣
旨
を
本
省
へ
伝
え
た
。

前
掲
註
（
1
）
の
拙
稿
（
二
四
〜
二
七
頁
）
を
参
照
。

（
77
）(F.O

.46/125) Parkes to Clarendon, N
o. 60, A

pril 19, 1870. 

（
78
）(F.O

.46/126) Parkes to Clarendon, N
o. 122, A

ugust 22, 1870.

（
79
）
明
治
三
年
一
月
以
降
、
新
潟
に
お
い
て
通
商
司
・
商
社
の
活
動
が
始
ま
っ
て
以
降
の
布
告
類

を
、
新
潟
県
庁
が
中
央
政
府
へ
送
っ
て
き
た
の
に
対
し
、
伊
藤
は
そ
の
布
告
類
に
下
ヶ
札
を
す

る
形
で
、
布
告
類
に
示
さ
れ
た
公
律
と
私
権
の
混
交
を
厳
し
く
戒
め
る
文
言
を
し
た
た
め
た
。

現
地
官
員
に
向
け
ら
れ
た
、
そ
の
「
書
面
ヘ
下
ヶ
札
」
は
、
明
治
三
年
四
月
二
十
二
日
の
談
判

に
お
い
て
、
伊
藤
か
ら
イ
ギ
リ
ス
公
使
館
の
ア
ダ
ム
ス
に
直
接
手
渡
さ
れ
た
。
前
掲
註
（
1
）

の
拙
稿
（
二
一
〜
二
四
頁
）
を
参
照
。

（
80
）
新
潟
は
明
治
元
年
十
一
月
二
十
九
日
（
一
八
六
九
年
一
月
一
日
）
に
、
大
阪
は
い
っ
た
ん
開

市
し
た
後
の
明
治
元
年
七
月
十
五
日
に
、
と
も
に
明
治
政
府
に
よ
っ
て
開
港
さ
れ
た
。

（
81
）
横
浜
に
お
け
る
通
商
・
為
替
会
社
の
活
動
に
つ
い
て
は
『
横
浜
市
史　

第
三
巻
上
』（
横
浜
市
、

一
九
六
一
年
）
一
六
六
〜
二
二
六
頁
。

（
82
）
生
糸
取
引
を
め
ぐ
る
こ
の
時
期
の
係
争
に
つ
い
て
は
、
前
掲
註
（
81
）
六
二
〜
一
四
〇
頁

（
83
）『
新
潟
市
史 

通
史
編
3 

近
代
（
上
）』（
新
潟
市
、
一
九
九
六
年
）
一
五
四
〜
一
五
五
頁
。

（
84
）
拙
著
『
開
港
場
・
新
潟
か
ら
の
報
告
―
イ
ギ
リ
ス
外
交
官
が
伝
え
た
こ
と
』（
考
古
堂
書
店
、

二
〇
一
一
年
）
五
三
頁
。

（
85
）
新
潟
港
は
、
明
治
三
年
に
通
商
司
政
策
が
展
開
さ
れ
た
時
期
あ
た
り
で
、
外
国
貿
易
の
不
振

が
決
定
的
と
な
り
、
そ
の
後
も
、
特
需
が
あ
っ
た
一
時
期
を
除
け
ば
、
回
復
す
る
こ
と
は
な
く
、

明
治
十
年
代
に
は
す
で
に
本
来
の
開
港
と
し
て
の
性
格
を
失
っ
て
い
っ
た
。
以
降
は
、
も
っ

ぱ
ら
日
本
海
側
の
漁
業
者
が
北
方
海
域
（
沿
海
州
及
び
樺
太
沿
岸
等
）
で
漁
業
を
営
む
際
の

基
地
と
し
て
、
税
関
を
備
え
る
港
で
あ
る
こ
と
が
活
用
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。
前
掲

註
（
83
）
一
七
〇
〜
一
七
一
頁
及
び
三
二
四
〜
三
三
五
頁
を
参
照
。

　
　
　

通
商
司
の
動
向
に
関
し
て
は
、
例
え
ば
『
新
潟
開
港
百
年
史
』（
新
潟
市
、
一
九
六
九
年
）

に
お
い
て
さ
え
、「
通
商
司
支
署
は
、
新
潟
で
は
設
置
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
」
と
記

述
さ
れ
る
ほ
ど
、
近
年
ま
で
、
港
の
歴
史
の
一
部
と
し
て
知
ら
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。

（
86
）
大
阪
港
は
、日
本
最
大
の
商
都
の
開
港
と
し
て
、当
初
、外
国
商
人
か
ら
期
待
を
持
た
れ
た
が
、

そ
の
期
待
は
実
現
せ
ず
、
低
迷
が
続
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
明
治
二
十
年
代
に
入
る
と
マ
ッ

チ
・
紡
績
・
金
属
な
ど
の
輸
出
産
業
が
勃
興
し
、
明
治
三
十
年
代
に
は
、
朝
鮮
・
清
国
と
の

輸
出
入
が
活
況
を
呈
し
た
。
特
に
、
朝
鮮
貿
易
に
関
し
て
は
、
そ
の
窓
口
と
も
言
え
る
様
相

を
示
し
た
（『
新
修
大
阪
市
史　

第
五
巻
』
三
四
一
〜
三
四
四
頁
）。

原
文
引
用
に
関
し
て
は
、
刊
本
、
筆
者
に
よ
る
一
次
史
料
の
翻
刻
と
も
に
、
原
文
の
旧
字
体
を
常
用

漢
字
に
改
め
、
変
体
仮
名
は
ひ
ら
が
な
と
し
、
読
点
を
適
宜
付
し
た
。
ま
た
、
英
文
史
料
の
訳
・
概

要
訳
は
す
べ
て
筆
者
に
よ
る
。（

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
部
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
員
）

（
二
〇
二
〇
年
四
月
九
日
受
付
、
二
〇
二
〇
年
一
〇
月
一
六
日
審
査
終
了
）
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Tsushoshi, an agency of the new Meiji Government, was established in the 2nd year of Meiji in order primarily 

to oversee trading policy. It later held a wide range of policy areas including industrial development and finance. 

Their activities were also recognized as an effort aimed at the creation of economic units essential for modern 

capitalism, such as companies and banks, through the establishment of Tsusho-kaisha  and Kawase-kaisha . 

However, the policy soon reached an impasse and ended up being a short-lived one. It has been pointed out that 

there was strong pressure of criticism from foreign countries as a factor in this failure, along with several factors 

inherent in the policy.

“External pressure” placed on Tsushoshi  policy are mainly documented in the context of development 

of this policy in Niigata and Osaka. The author, who has already grasped the history of this policy in Niigata, 

examines here the history in Osaka, with a focus on diplomatic documents from Japan and the U. K. Through this 

understanding, the author studies relationship between Tsushoshi policy and “external pressure” as a whole.

As for the history in Osaka, it turns out that, unlike recognized by previous researches, strong protests from 

the U. K. over the policy were invited at an early stage after the start. Originally endeavoured with this policy 

by an enlightened group in the Meiji Government was the rapid modernization of the economy, but what was 

represented in “the Osaka Shosha Kisoku (the Osaka Trading Company Regulations)” was a policy framework 

that tried to find a compromise with “Kabu-nakama,” the exclusive bonds of certain merchants since the pre-

modern era. The U. K. condemned this compromise, although they considered the policy philosophy itself right. 

Recognizing that what was being carried out was a government-led attempt at a huge trade monopoly, U.K. added 

harsh external pressure.

Before long, the movement in both Niigata and Osaka merged into a diplomatic issue, and the confrontation of 

policy course within the government became closely entangled with this matter. Tsushoshi policy gradually lost 

its driving force.

In the process of execution of the policy, the hastening movement of Japan toward economic modernization 

and independence without sufficient prerequisites caused frictions with the powers. The author clarifies this 

development through this article.

Key words: Tsushoshi,Tsusho-kaisha,Osaka,Niigata,Parkes

Real Picture of Osaka Tsushoshi and “External Pressure”: From the Comparative 
Aspect with Niigata
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